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序 文

• 

東北横断自動車道いわき～新潟線は， 太平洋側のいわき市と日本海側の新潟市

を結ぶ， 総延長21 0kmに及ぶもので， そのうち152kmは福島県の路線であります。

この道路は， いわき市西部に広がる台地・郡山盆地 ・ 猪苗代湖岸の丘陵地 ・ 会

津盆地及びそれらの周辺地区をはぼ東西に横断する計画であり， その路線のなか

には多くの埋蔵文化財包含地が存在しております。 そこで福島県教育委員会では

昭和53年と昭和57年に， 整備計画路線となった郡山～猪苗代間， 猪苗代～会津坂

下間につきまして路線予定地内の表面調査による遺跡分布調査を実施しました。

その結果， 両区間の横断自動車道路線内に20か所の遺跡を確認しております。

これらの遺跡のうち昭和63年度に着工されました猪苗代～会津坂下間の15遺跡

につきましては発掘調査を行い記録保存することになり， 平成元年度は調査 2年

次として 12遺跡の発掘調査を， 財団法人福島県文化センタ ーに委託して実施して

いるところであります。

今回報告いたします会津坂下町能登遺跡ほか3遺跡は， 縄文 ・ 弥生・古墳・奈

良•平安時代の遺跡であります。能登遺跡からは， 弥生時代の遺構としては遺物

包含層のみしか検出できませんでしたが， 数多く出土した弥生土器や石器の大部

分は天王山式期のもので， まとまって出土したことで弥生土器の研究に大いに役

立てる資料になるものと思われます。

これらの貴重な資料をまとめました本報告書が， 広く県民の方々に文化財につ

いての認識を深めていただくとともに， 研究資料としてご活用いただければ幸い

と存じます。

最後に， この遺跡の調査から報告書の作成にあたり， ご協力いただいた関係機

関•関係者各位に対し感謝の意を表すものであります。

平成 2年11月

1

参 福島県教育委員会

教育長 大 内 忠 昭



あ い さ つ

東北横断自動車道いわき～新潟線は， 平成7 年度の全線開通を目指して， 建設

工事が急ピッチで進められております。 平成2 年10 月には郡山～磐梯熱海間が供

用を開始し， 本県の交通網は着々と整備されつつあります。 しかし， 開発にとも

なって先人の残した貴重な文化遺産が消滅することも否めません。

東北横断自動車道用地内には， 数多くの遺跡が確認されており， 用地内に所在

する埋蔵文化財については， 関係機関の協議に基づいて， 当センタ ーが記録保存

のため発掘調査を進めているところであります。 平成元年度は， 工事の進行に相

まって調査遺跡も増加し， 郡山市から河沼郡会津坂下町間に所在する13遺跡の発

掘調査を実施しました。

本報告書は， 平成元年度発掘いたしました会津坂下町にある能登遺跡・南原B

遺跡・村西遺跡・大村古墳群の計4 遺跡の調査結果をまとめたものであります。

とくに， 能登遺跡からは弥生時代天王山式期の土器群が， 東日本の該期の遺跡と

は比較にならないほど多量に出土し， 今後弥生時代後半の時期を考える上で貴重

な資料を提示できたと考えております。 本報告書が歴史を解明するための基礎資

料として， また郷土を理解するための資料として， より広く活用していただけれ

ば幸いに存じます。

最後に調査にあたり御協力をいただいた日本道路公団仙台建設局会津若松工事

事務所・福島県関係各課•関係市町村及び教育委員会・工事関係者・地元の皆様

方に厚く御礼を申し上げます。

平成2 年11月

財団法人 福島県文化センタ ー

館長 佐 藤 昌 志
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例 言

｀＂ 

1. 本報告書は， 東北横断自動車道いわき～新潟線のうち， 猪苗代～会津坂下間（第 9 次区間）

の建設にかかる遺跡の発掘調査報告書である。

2. 本書には， 平成元年度猪苗代～会津坂下間で発掘調査を実施した12遺跡のうち， 会津坂下町

に所在する能登遺跡・南原B 遺跡・村西遺跡・大村古墳群の4 遺跡の調査成果を収録した。

3. 当遺跡調査事業は， 福島県教育委員会が日本道路公団の委託をうけて行ったものである。

4. 福島県教育委員会では， 発掘調査を財団法人福島県文化センタ ーに委託した。

5.財団法人福島県文化センタ ーでは，事業第2部遺跡調査課の次の職員を配し調査に当たった。

文化財主査 大 越 道 正 文化財主事 西 山 真理子

文化財主査 熊 谷 金 一

6. 本書は， 担当調査員が分担執筆した。 執筆者名は文末に示してある。

7. 能登遺跡出土土器の胎土分析は， 奈良教育大学教授三辻利一氏に依頼した。

8. 本書に使用した二万五千分の一 の地形図は， 建設省国土地理院長の承認を得て， 複製使用し

たものである。 （承認番号：平2 東複， 第99号）

9. 本報告書に収録した遺跡の発掘記録お よび出土品は， 担当調査員と当課臨時職員が整理し，

福島県文化センタ ーにおいて保管の予定である。

10. 発掘調査及び報告書作成にあたり， 次の方々と関係機関の助言・協力を得た。

石田明夫 伊 東正義 猪股清徳 佐藤信行 酒井重洋

中村五郎 吉岡康暢

会津坂下町教育委員会 新鶴村教育委員会 福島県立博物館

弥生文化研究会
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凡 例

1. 本報告書内の遺構図における用例は次の通りである。

(l)方 位 図中の方位は磁北を示す。

(2)縮尺率 各遺構の大きさに合わせて主に1/30 · 1 /60 · 1 /80の縮尺で採録した。

(3) ケ バ 遺構中の傾斜の表現には可，相対的に緩傾斜部には了のケバを使用した。

(4)焼 土 焼土の範囲は，アミ点で表示した。

2. 本報告書内の遺物図における用例は次の通りである。

(1)縮尺率 各遺物の大きさに合わせて主に1/2 · 2/5 · 1/ 3 · 1/4の縮尺で採録した。

(2) 拓影図 土器片の拓影は，左側に外面を右側に内面を示した。

( 3) 断 面 胎土に繊維を含むものにはアミ点，須恵器・陶磁器は黒とした。

3. 本報告書内で使用した略号は次の通りである。

'
畜

NT 能登遺跡

MN 村西遺跡
T …… トレンチ

t ……遺構内堆積土
p....・・ピット

MH·B 南原B遺跡

OM 大村古墳群

G・・・・・・・・・グリッ ド

S I ……竪穴住居跡

SG……焼土遺構

L ………遺構外堆積土

SK … …土坑

SH……遺物包含層
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序 章

.. 

1 調査に至る経緯

東北横断自動車道いわき～新潟線は（以下磐越道という），福島県いわき市を起点とし帝斤潟県新

潟市を結ぶ総延長約212kmの高速自動車国道である。路線は， 常磐自動車道から分岐し， 郡山市で

東北自動車道と連結·交差， 福島県会津 地方・新潟県下越地方を通過し，北陸自動車道と連結す

る。 磐越道の建設の推移は， 昭和48年郡山～会津坂下間の基本計画が設定されたのを皮切りに，

昭和53年いわき～郡山間・会津坂下～津川間に基本計画が策定され， 同53年には郡山～猪苗代間

の整備計画が， 57年には実施計画が発表された。 猪苗代～会津坂下間は， 昭和59年に施工命令，

翌60年に実施計画 ひきつづき昭和61年， いわき～郡山間 ・ 会津坂下～津川間に整備計画が発表

されている。工事は， 平成元年度現在郡山～会津坂下間に及び， このうち郡山～磐梯熱海間は平

成2年10月に供用を開始した。

福島県教育委員会 （以下県教育委員会という） では， 路線内に所在する埋蔵文化財を確認する

ため， 昭和56 • 57 • 62年に周辺部を含め表面調査を実施した。 調査は， 委託された福島県文化セ

ンタ ーと関係市町村が行った。 この結果を基に， 昭和57年から日本道路公団仙台建設局と県教育

委員会との間で路線内に所在する埋蔵文化財の保存協議が開始され， 路線設定上保存困難な埋蔵

文化財については記録保存を目的とした発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は， 日本道路公団仙台建設局管轄工事事務所 ・ 福島県企画調整部総合交通課 ・ 県教育

委員会が策定した調査計画に沿って， 昭和60年から県教育委員会が福島県文化センタ ー に委託し

て開始した。 当初は郡山～猪苗代間に所在する遺跡を調査対象としたが， この区間の調査は平成

元年度までにすべてを終了した。 さらに昭和

63年度からは， 新たに猪苗代～会津坂下間に

所在する遺跡の調査を開始した。 初年度は，

猪苗代・磐梯町 ・ 河東町 の 3町に所在する4

遺跡18,080面の調査を， 平成元年度には猪苗

代町・磐梯町 ・会津若松市・北会津村・会津

坂下町の1 市3町 1村に所在する12遺跡62,000m'

の調査を実施した。

日本道路公団仙台建設局会津若松工事事務

所では， 工事工程上発掘調査の終了時期を平 第1図 磐越道路線図
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序 章

第1表 年次別発掘調査遺跡一覧
年次 遺 跡 名 所 在 地 要調杢面積 調査面積 報 告 章E 

1985 細草遺跡 郡山市熱海町大字上高玉字細草 4,900 4,900 東北横断自動車道遺跡調査報告 1

1986 牧場山遺跡 郡山市熱海町大字玉川字牧場山 4,360 3,760 東北横断自動車道遺跡調査報告2

1986 菖蒲根遺跡 郡山市熱海町大字玉川字菖蒲 740 740 東北横断自動車道遺跡調査報告2

1986 小屋館跡 本宮町大字岩根字小屋 1,000 1,000 東北横断自動車道遺跡調査報告2

1986 登戸遺跡 猪苗代町大字関都字登戸 12,000 6,000 東北横断自動車道遺跡調査報告3

1987 登戸遺跡 猪苗代町大字関都字登戸 12,000 6,000 東北横断自動車道遺跡調査報告3

1987 中ノ沢 A 遺跡 郡山市熱海町大字中山字新田 10,700 5,500 東北横断自動車道遺跡調壺報告4

1987 中ノ沢 A 遺跡 郡山市熱海町大字中山字新田 10,700 5,200 東北横断自動車道遺跡調壼報告4

1988 北向遺跡 郡山市熱海町大字中山字北向 9,200 3,000 東北横断自動車道遺跡調査報告7

1988 法正尻遺跡 猪苗代町大字翁島字遠出 2 1,000 9,000 東北横断自動車道遺跡調査報告1 1

磐梯町大字更科字遠平

1988 天光遺跡 磐梯町大字更科字天光 2,000 2,000 束北横断自動車道遺跡調査報告5

1988 大作堰上遺跡 河東町大字金田字大作堰上 1,780 1,780 東北横断自動車道遺跡調査報告6

1988 駒板新田横穴群 河東町大字金田字大作堰上 5,300 5,300 東北横断自動車道遺跡調査報告6

1989 牧場山遺跡 郡山市熱海町大字玉川字牧場山 4,360 600 東北横断自動車道遺跡調査報告7

1989 北向遺跡 郡山市熱海町大字中山字北向 9,200 6,200 東北横断自動車道遺跡調査報告7

1989 法正尻遺跡 磐梯町大字更科字遠平 2 1,000 12,000 東北横断自動車道遺跡調査報告1 1

1989 高森平 A 遺跡 磐梯町大字更科字高森平 5,300 5,300 東北横断自動車道遺跡調査報告8

1989 角間遺跡 磐梯町大字更科字角間 6, 100 6, 100 東北横断自動車道遺跡調査報告8

1989 船ヶ森西遺跡 会津若松市一箕町鶴賀字船ヶ森西 8,750 8,750 東北横断自動車道遺跡調査報告9

1989 屋敷遺跡 会津若松市町北町屋敷 23,000 9,000 継続調査のため未刊行

1989 上吉田遺跡 会津若松市高野町柳川字吉田 6, 100 6,100 東北横断自動車道遺跡調査報告9

1989 横沼西遺跡 会津若松市神指町北四合字横沼西 4,800 3,000 継続調査のため未刊行

1989 和泉遺跡 北会津村大字和泉字中分 11, 150 5,000 継続調査のため未刊行

1989 能登遺跡 会津坂下町大字勝大字能登 5,500 5,500 東北横断自動車道遺跡調査報告10

1989 南原B遺跡 会津坂下町大字牛川字南原 500 500 東北横断自動車道遺跡調査報告10

1989 村西遺跡 会津坂下町大字勝大字村西 1, 150 1,150 東北横断自動車道遺跡調査報告10

1989 大村古墳群 会津坂下町大字勝大字大村 400 400 東北横断自動車道遺跡調査報告10

成元年としていたが， 遺跡数や面積が多く年度内に調査終了することは不可能であった。 一方，

調査対象遺跡はいずれも未試掘で， 遺構群の広がり，検出面の深さ，遺物の出土量等の予測ができ

ないまま調査に入らざるを得なかったため， なかには調査中範囲が広がった遺跡や， 遺構の密集

度が高く遺物の出土量も予測をはるかに越える遺跡もあった。 しかしながら総体的には遺構 ・ 遺

物が少なく当初の見込みより多くの面積を消化でき， 平成2 年度に調査を残す遺跡の数は， 会津

若松市で2 遺跡，北会津村で1遺跡， 面積にして計21,9 50面となった。 （大 越）

2 地理的環境

福島県は， 県内のほぼ中央を南北に連なる奥羽山脈を境として， 東 側を太平洋側， 西側を日本

海側と大きく2 つに分けられる。 その奥羽山脈の西側は会津 地方と呼ばれ， 奥羽山脈と飯豊 ・ 越

後山脈にはさまれた会津 盆地や田島盆地か発達している。 会津 盆地は県内で最大の広さを持ち，
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面積は約32 0k面を有する。盆地内では阿賀川（大川）か猪苗代湖より流出する日橋川や只見川と合

流し， 国内有数の大河となって日本海にそそいでいる。

会津坂下町は， 会津盆地の西部に位置し， 会津盆地平坦部を北流する阿賀川（大川）を境とし

て， 会津盆地の西縁山地を経て， 只見川の段丘面からその西側の山地までを含んでおり， 東は会

津若松市・塩川町・湯川村， 西は柳津町， 南は北会津村・新鶴村， 北は喜多方市・山都町 ・ 高郷

村などの市町村と境界を接した面積およそ91.3km2, 人口は約2万人を有する町である。 町の中心

には国道49号線と， JR只見線が通っている。

今回調査した遺跡付近の地形は，西に標高300m前後の会津盆地西縁山地が南北に連なり，町の

東端を北流する阿賀川（大川）の支流である宮川（鶴沼川）や， 田沢川などの中小河川が西縁山

地より流出しており， 河岸段丘や扇状地を形成している。

地質的にみれば， 会津盆地の西縁山地は軽石質凝灰岩・礫岩などからなる七折坂層と砂岩・泥

岩を主とする和泉層が発達している。 その東側は山地より流出する河川かつくる扇状地の堆積物

で覆われており， 砂礫•砂・粘土の段丘層へと続いている。 また， 阿賀川（大川）に近づくにつ

れ盆地埋積堆積物の礫•砂・粘土砂・有機質土で厚く覆われている。

気候は内陸性気候で年間平均気温は11.3度， 雪は12月から3月中旬にかけて降り， 豪雪地帯で

ある。土地はほとんどが水田として利用されているが， 一部で薩菜畑や果樹畑などがみられる。

また， 盆地西縁山地の斜面においては薬用人参の栽培が行われているところもある。

3 歴史的環境

会津坂下町各地には， 東北横断自動車道関連分布調査や国営会津農水事業関連発掘調査， 会津

坂下町教育委員会が実施している県営圃場整備事業予定地区内の遺跡分布調査およぴ発掘調査な

どから， 数多く遺跡が分布していることが明らかになってきている。 また， 会津坂下町周辺の各

市町村にも多くの遺跡が分布している。

今回調査した能登遺跡 ・ 南原B遺跡・村西遺跡・大村古墳群の各遺跡付近にも多くの遺跡が分

布しており， 発掘調査により各遺跡の全容が明らかになりつつある。 これらの調査に基づいて歴

史的環境を特に今回調査した各遺跡と関連がある弥生時代， 古墳時代， 奈良•平安時代の遺跡を

中心にして概観することにする。

本地域の旧石器時代の遺物は現在のところ確認されていない。 縄文時代の草創期から前期の遺

• 跡としては，1988年県文化センタ ー が行った発掘調査で，地表約 1.5mの礫層下から草創期の撚糸

文系土器が出土した大村新田遺跡をはじめ， 前期初頭の土器を出土している新鶴村の木留場遺跡

や縄文時代前期から晩期の土器を出土している同じく新鶴村の京安林遺跡などが在る。 縄文時代

中期から晩期の遺跡は， 中期後半から後期前半の土器が出土している松原遺跡や， 縄文時代晩期
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第2表 問辺遺跡一 覧
No. 遺 跡 名

1 能登遺跡

2 南原 B 遺跡

3 村西遺跡

4 大村古墳群

5 稲荷森古墳

6 北杉遺跡

7 杵ガ森古墳

81 惣六古墳

9 前林遺跡

10 大村新田遺跡

11 水上遺跡

12 沢口遺跡

13 南原A 遺跡

14 松無塚

15 大豆田D遺跡

16 大豆田c 遺跡

17 大豆田 B 遺跡

18 大豆田A 遺跡

19 山ノ神遺跡

20 館ノ内遺跡

21 細田遺跡

22 境田戊遺跡

23 金山 B 遺跡

所 在 地 種別 時 代 遺 物

会津坂下町大字勝大字能登 散布地 弥生・奈良•平安 弥生土器 ・ 土師器・須恵器

会津坂下町大字牛川字南原 散布地 縄文・奈良•平安 縄文土器・土師器

会津坂下町大字勝大字村西 散布地 奈良•平安 土師器 ・ 須恵器

会津坂下町大字勝大字草山・水林 古 墳 古墳 土師器

会津坂下町大字塔寺字上野

会津坂下町大字船杉寺北杉

会津坂下町大字新館字稲荷塚

会津坂下町大字新館字惣六

会津坂下町大字牛Jll字前林

古 墳 古墳

散布地 奈良•平安

古 墳 古墳

古 墳 古墳

散布地 奈良•平安

会津坂下町大字字山下 散布地 縄文

会津坂下町大字勝大字水上・水村 散布地 平安

土師器・須恵器

土師器

縄文土器 ・ 石線・石斧

土師器

会津坂下町大字勝大字沢口 散布地 奈良•平安 土師器（内黒）

会津坂下町大字牛川字南原 散布地 古墳・奈良•平安 土師器

会津坂下町大字勝大字松無 古 墳 弥生・古墳 弥生土器・土師器

会津坂下町大字樋島字大豆田 散布地 奈良•平安 土師器

会津坂下町大字樋島字大豆田 散布地 奈良・平安 土師器

会津坂下町大字樋島字大豆田 散布地 奈良•平安 土師器

会津坂下町大字樋島字大豆田 散布地 古墳・奈良•平安 土師器

会津坂下町大字樋島字山ノ神 散布地 奈良•平安 土師器・須恵器

会津坂下町大字五ノ併字館ノ内 簗落跡 弥生 弥生土器

会津坂下町大字大沖字細田 散布地 弥生・古墳 弥生土器・土師器

会津坂下町大字五ノ晩併字境田戊 散布地 古墳・奈良•平安 土師器

会津坂下町大字新開津字金山 散布地 平安 土師器 ・ 須恵器・木製品

24 鬼渡横穴墓群 会津坂下町大字勝大字鬼渡 古 墳 古墳 直刀・切子玉・ガラス玉

25 和泉遺跡 北会津村大字和泉中分

26 中開津三百苅遺跡 会津坂下町大字開津字三百刈

27 中開津台畑遺跡 会津坂下町大字開津字台畑

散布地 弥生・古墳 弥生土器・土師器

散布地 弥生 弥生土器

集落跡 弥生・奈良•平安 弥生土器・土師器・須恵器

28 能登A 遺跡 会津坂下町大字勝大字能登 散布地 弥生・奈良•平安 弥生土器・土師器・須恵器・青磁

29 能登 B 遺跡 会津坂下町大字勝大字能登

30 能登C 遺跡 会津坂下町大字勝大字能登

31 山王塚古墳 新鶴村大字新屋敷字山王塚

32 阿久津権現堂古墳 新鶴村大字鶴野辺字三百苅

33 長尾原古墳群 新鶴村大字立石田字大壇甲

34 吹上古墳 新鶴村大字佐賀瀬川字萱平

35 大久保遺跡 新鶴村大字沼田字大久保

36 京塚古墳 新鶴村大字米田字京塚

37 向山横穴墓群

38 五つ壇古墳

39 権現堂遺跡

40 木留場遺跡

新鶴村大字佐賀瀬川字向山

新鶴村大字米田字沢

新鶴村大字佐賀瀬川字権現堂

新鶴村大字沼田字木留場

散布地 弥生・奈良•平安 弥生土器・土師器・須恵器

散布地 弥生・奈良•平安 弥生土器・土師器・須恵器

古 墳 古墳

古 墳 古墳 土師質円筒形土製品

古 墳 古墳 石榔・頭骨・直刀・石枕

古 墳 古墳

散布地 縄文•平安 縄文土器・ 須恵器

古 墳 古墳

古 墳 古墳 I 直刀 ・ 人骨

古 墳 古墳

I 散布地 縄文・弥生 縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器

散布地 縄文・奈良•平安
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序章

大洞C2式期の土器を中心として弥生時代前期・中期の土器も出土している鬼渡A遺跡などが上げ

られる。

弥生時代の遺跡としては， 1987年に会津坂下町教育委員会で発掘調査を行った舘ノ内遺跡，同

じく細田遺跡がある。舘ノ内遺跡は今回調査を行った能登遺跡と同様に天王山式期の弥生土器が

出土している。また，同期と思われる住居跡も検出されている。細田遺跡も同じく天王山式期の

弥生土器と，同期の住居跡が検出されている。宮川を挟んだ北会津村の和泉遺跡でも1989年の調

査で同時期の遺物が出土している。新鶴村では権現堂遺跡で古式弥生土器の出土があり，再葬墓

と考えられている。

会津坂下町の古墳は，亀ヶ森古墳や鎮守森古墳がある宇内青津古墳群が全国でも有名である。

今回調査した遺跡周辺では，町の中心部より西側に分布している杵ガ森古墳・惣六古墳，直刀が

出土している稲荷森古墳などか上げられる。また，新鶴村の境界付近には，昭和48年に発掘調査

された鬼渡横穴墓群・山王塚古墳・長尾原古墳・阿久津権現堂古墳・吹上古墳・京塚古墳・五つ

壇古墳などが分布している。古墳時代の遺跡としては，細田遺跡・境田戊遺跡・大豆田A遺跡な

どがあげられる。

奈良•平安時代の遺跡は他の時代の遺跡よりは比較的多い。盆地西縁山地沿いには，北から北

杉遺跡・前林遺跡・水上遺跡・沢口遺跡などがある。南北に流れる出鶴沼川を挟んで西側に能登

A・B・C遺跡があり，東側の段丘上には大豆田A・B・C・Dの各遺跡，山ノ神遺跡が川に沿

ったかたちで点在している。町の南東側には， JR只見線を挟んで細田遺跡・境田戊遺跡・金山

B遺跡が分布している。

中世の遺跡として知られる中丸遺跡では，発掘調査の結果から掘立柱の中世建物跡が検出され

ている。また，新鶴村の木留場遺跡でも中世掘立柱建物跡 6棟が確認されている。城舘跡として

は舘ノ内遺跡・牛沢館・栗村館跡などがあげられる。

以上のように，今回発掘調査対象になった 4遺跡などを含めると会津坂下町やその周辺各市町

村は，縄文から中世まで数多くの遺跡が分布している遺跡密集地帯となっている。 （熊谷）
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第 1編能登遺跡

遺跡記号 AB-NT 

所在地 会津坂下町大字勝大字能登

時代・種類 弥生時代ー遺物包含層

奈良•平安時代ー集落跡

調査期間 4月20日～ 9月29日

調査員 大越道正・熊谷金一

西山真理子

協力機関 会津坂下町教育委員会
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第1章 調 査 経 過

第1節 立地・地形

位置と地形

能登遺跡は， 福島県河沼郡会津坂下町大字勝大字能登地内に所在する。 会津坂下町の南， JR 

会津坂下駅から約 2 kmほど離れた新鶴村との村境の近くにある。 この地点は， 会津盆地西縁山地

の東側を南北に流れる田沼川と出鶴沼川に挟まれた平坦地の東側にある。本遺跡は， 出鶴沼川が

つくる河岸段丘および段丘崖上の平坦面にかけて川沿いに長く立地する。 標高は，197m ~ 200m 

である。 現況は段丘および崖上付近は薩菜畑， 平坦面はほとんど水田になっている。

本遺跡の周辺には数多くの遺跡が分布している。 出鶴沼川の対岸には本遺跡と向かい合うよう

に奈良•平安時代の散布地である， 大豆田 A · B · C · D 遺跡， 山ノ神遺跡が点在している。 調

査区のすぐ南には松無塚がある。 西には南原 A · B 遺跡， 田沼川の対岸には村西遺跡 ・ 大村新田

遺跡 ・ 大村古墳群•前林遺跡・水上遺跡・沢口遺跡などが分布している。 また， 宮川（鶴沼川）

の対岸である北会津村の和泉遺跡では， 今年度の調査で弥生土器が出土している。 （熊 谷）

基本層序

調査区は， 段丘の緩斜面・段丘崖 ・ 段丘崖上の平坦面など各場所によって堆積土の層が異なっ

た様相をみせているため， 場所ごとに土層観察用ベルトを設定し土層断面図を作成した。 土層は

LI~LIXまでの 8 層に分けられたが

各層の中でも3~6層に細分できるも

のもあった。 LIは表土 ・ 耕作土の層

である。LIIは段丘崖上に存在してい

たであろう遺物包含層の再堆積層であ

ると考えられる。 LIII は川の氾濫， 洪

水によって堆積した層であると思われ

・ る。 LN は弥生土器を多量に含む包含

層である。LVは主に粘土で構成され

ている層である。LVIは砂の層で基本

層序概念図にはあらわれてこないか， 第1図 能登遺跡位置図
国土地理院(1/50,000)
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第1編 能登遺跡
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第1編 能登遺跡

I 8 · I 9 · J 8グリッド付近にみられた。LVIIは再堆積層である。LVIII • LIXは地山層である。

F6グリッドの図は， 1号掘立柱建物跡・ 1号土坑などが検出された場所で， 近年は水田とし

て利用されていたところである。 土層はLIとLVIII Cの2層を確認， L VIII Cは暗灰色砂質土で，

調査区の西側全体に広がっている。

H8グリッドの図は， 段丘崖中腹で遺物包含層が検出された地点の土層であり， 5 層に分層さ

れる。 LIのすぐ下からLNbの黒色砂質土があらわれる。 その下層はLVII aの黄褐色砂質土，

L VIII bの淡橙砂質土， LIXの暗灰色砂質土と続いている。

I 8グリッドの図は， 同じく遺物包含層が検出された段丘崖の下方部分の土層であり， 5 層に

分層できる。 LIIaは暗褐色砂質土， L II bは黒色砂質シルトである。 この層には弥生土器が含

まれており， 前にも記述した通り， 崖の上にあった弥生土器の遺物包含層が流れ込んで再堆積し

たものと思われる。 また， この層には若干の土師器が含まれていた。 LIII aは灰黄色砂， LIIlb 

は灰黄色砂質土で ， どちらも出鶴沼川の氾濫．洪水によって堆積した層と考えられる。 LN aは

m
 
2
 
゜2゚

 

F

□
 

H8G 付近

L I  
198.5m 

L!Vb 

LVII a 

LVIII b 

LIX 

18G 付近

口
―l J10G 付近

SI 01 
I L I  ロLil, I S802 

SI 01 
SB02 

196 8m 
LIII C 

SH 01 96 Om I LIII d 

LI
I 
V a 

SHOl 

L8G 付近

197 Im I L I  
SI 02� 

LIII a 

SHOI

圧LIii
a 』

Va 

195 8m 

I ⑬llc 

L!Vb 

195 2m 

基本層序
1L Va 

L I 表土

�LVd 

f 
Llla 暗褐色砂質土（遺物包含層）
L IIb 黒色砂質シルト（パミス少量含む）
LIII a 灰黄色砂 LVd 灰白色粘土（パミス含む）

Llllb 灰黄色砂質土 LVe 灰褐色粘土（パミス ・ 炭化物含む）

LIII C 灰黄色疎 LVf 灰白色粘土（パミス ・ 炭化物含む）

LIII d 灰色砂質シルト LVlla 黄褐色砂質土（再堆積層）

LIV a 暗褐色砂質土（遺物包含層） L Vlll a 灰白色砂（パミス微量含む）

LIVb 黒褐色砂質土（パミス含む） LVlllb 淡橙色砂質土

LVa 暗灰色粘土（パミス ・ 炭化物含む） LVIII C 黄褐色砂質土

LVb 灰白色粘土（パミス ・ 炭化物含む） LIX 灰白色砂

第4図 基本層序概念図
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第1章 調査経過

暗褐色砂質土， LNbは黒色砂質土の遺物包含層で多量の弥生土器が出土している。 その下層に

LV aの暗灰色枯土， LVbの灰白色枯土の粘土層が続いている。

J 10グリッドの図は， 1号住居跡・2号掘立柱建物跡などが検出されたところであり， 5層に

分層される。 LIの次にLIII bがくる。 この層の上面から竪穴住居跡や掘立柱建物跡の柱穴が掘

り込まれている。 続いてLIII Cの灰黄色礫， LIII dの灰色砂質シルトとなっている。 これらの層

は平安時代以前に堆積した洪水層と考えられる。また， ここでは遺物包含層は検出されなかった。

以下， LVa • L Vb · L V d • L V fの4層に分層できる粘土層とLNの地山層へと続く。

L8グリッドの図は， 2号住居跡が検出されたところであり， 4層に分層できた。 ここもJ 10 

グリッドと同じくLIII aの灰黄色砂層の上面から住居跡が掘り込まれている。 その下層にはLN

aとLNbの遺物包含層が検出されたが， J 10グリッド付近のようにLVの粘土層は認められず，

L VIIIの地山層になる。 （西 山）

第2節 調査経過

能登遺跡は， 会津坂下町内で東北横断自動車道路線にかかる4遺跡の内の一番東側に位置して

いる遺跡である。 調査は， 高速道路の路線幅のみを対象として記録保存のため実施したものであ

る。今回， 調査したところは遺跡の南端部分で， 調査面積は 5,500面である。 当初， 道路公団建設

事務所から工事用道路を早急に建設したいので道路予定地を優先して調査してもらいたいとの要

請があり， 発掘調査は調査区の東西に走る農道を挟んだ南側を先行して行うようにした。 また，

遺物包含層を分断するかたちで通っている農道は農作業等で使用されているため， 工事用道路の

完成を待って最後に調査を行った。 調査員は3名で， 調査期間は途中の中断期間を入れて4月20

日から開始し 9月29日に終了した。

調査経過の概要は次の通りである。

4月20日， 会津坂下町教育委員会など関係機関へのあいさつを終えたのち， 調査区に入り， 調

査範囲の縄張りと表採を行う。 4月21日， 工事用道路を調査区の南側に建設する予定なので農道

の南を優先して重機による表土剥ぎを開始する。 4月26日， ブルドー ザーによる排土の除去は，

排土の捨て場か調査区の西方に限定されているため作業能率が上がらないので， ブルドー ザーに

変えて大型のキャリアダンプを導入する。 4月28日， 表土剥ぎが終了した段丘緩斜面より遺構検

出作業を開始する。 5月10日， 調査区の北方にある標高197.40mの三角点よりベンチマー クを移

動する。 5月11日， 道路公団の路線中心杭を使って基準杭および グリッド杭の設定を開始する。

5月17日， 1号掘立柱建物跡の精査を開始するが， 南側の水田より調査区に水が侵入してきて遺

構が水没し， 排水に時間をとられてしまうことがたびたびあり調査は難航する。 5月25日， 段丘
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第 1 編 能登遺跡

崖下に遺物包含層が広がっていることが判明する。 5 月26日， 2 号掘立柱建物跡の精査を開始す

る。 東側が削平されているた め全容を明 ら かにすることはできなかった 。 5 月 29日， 遺物包含層

が住居跡の下まで伸 びていることが判明し た ので， 竪 穴住居跡などの遺構を精査した の ち に下層

の L III 洪水層を重機に よって排除することを決定する。 6 月 5 日， 1 号住居跡の精査を開始する。

カ マ ド をもった 方形の住居跡で， 出土遺物は土師器片， 須 恵器片で須 恵器の割合が 高 かった 。 7

月6日， 西側の遺物包含層の全測図を作成し， 調査区の東側 に調査の主力 を移す。 7 月 13日， 2 

号住居跡 ・ 溝跡 ・ 焼土遺構などの精査を開始する。 7 月 25日， 竪穴住居跡の下に堆積している洪

水層を排除し た の ち遺物包含層の精査を 開始するが南側よりも遺物の出土数は少なかった 。 8 月

1 1 日 ， 遺物包含層を横切る農道部分を残して全調査を終 了 す る 。 9 月 29日， 27 日 か ら 農道部分の

補 足調査を行い， 遺跡発掘調査の全日程を終 了する。 （ 熊 谷 ）

第 3 節 調査方法

今回の能登遺跡調査区の範囲は， 東西に約 95 m , 南北に約60m あまりで， 調査面積は5,500面で

ある。

グ リ ッ ド杭の設定にあた っては， 国家座標を利用し た 。 日本道路公団の 設定し た 路線の中 心杭

S T  A560+ 4 0と S T A560+67の座標値から国家座標X + 1 7 02 5 0. 00, Y - 159 0. 00の位置に基準

杭を設定した 。 ここか ら ， 東西， 南北に1 0m 四方の グ リ ッ ド を張り巡 ら し た 。 グ リ ッ ド杭の命名

にあた っては， 基準杭を N S 00 · E WOOとして， 真東に E lO · E 2 0… … ， 真西にW lO · W2 0… … , 

真南に S 1 0  · S 2 0• • … · , 真北にN 1 0  · N 2 0… … と してこれを組み 合わせて表記することにし た 。

グ リ ッ ド の名 称は， 西か ら東へはア ル フ ァ ベ ッ ト で A · B · C • • … • N , 北か ら 南へは数字で 1 .

2 · 3 • • … • 1 1として， それ ら を組み合わせて A l · H 8 · J 1 0グ リ ッ ド などと呼称することに し

た 。 ベ ン チ マー ク ( B M ) は調査区の北方にある標高 197 . 4 0m の三角点か ら 移動して， 調査区に

3 か所設定し た 。 B M l は G 5 グ リ ッ ド 付近で2 00. 00m , B M  2 は H 9 グ リ ッ ド 付近で197 .50m ,

B M3 は K 9 グ リ ッ ド付近で197 .50m で， これらを レ ベル原点とし た 。

調査区のLI の表土 ・ 耕作土剥 ぎは， 時間の関係で重機を使用して行った 。 また ， 遺物包含層

は竪穴住居跡などの遺構が検出された L III層の下層に伸 びていることが判明し た ので， L III の洪

水層も重機を使って除去した 。

遺構の記録にあた っ ては， 遺構は 1 / 1 0ないし 1 /2 0の縮尺で図化し た 。 調査区の全体図は 1 / 

2 00の縮尺として測量を行った 。 写真 は35mm モノ ク ロ ー ム およびカ ラ ー リ バー サ ル フ ィ ルムを使

用して， 両者同アン グル， 同 コ マ数で撮影を行った 。 ま た ， 特 に 必要と認め ら れた場合は6 X 4 . 5  

判 の カ メ ラ を使用した 。 （ 熊 谷 ）
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第 2 章 遺 構 と 遺 物

遺構は， 調査区の中でも河川に 近い東半部に 大部分検出されている。 竪穴住居跡2軒 ． 掘立柱

建物跡2棟 ・ 土坑 3 基・遺物包含層 1 箇所 ・ 焼土遺構 3 箇所・溝跡2本・柱穴 6 個が検出されて

いるが， 確実に 時期比定できるものは 弥生時代後半の遺物包含層と， 奈良 • 平安時代の竪穴住居

跡2軒， 平安時代後期の土坑 1 基である。 遺物に は ， 縄文土器 ・ 弥生土器 ・ 土師器・須 恵器 • 石

器な どがあり， 平箱に し て約90箱出土 し た。 このうち 9 割 前後を 占 めるのは 天王山式期に 属す弥

生土器である。

第 1 節 竪穴住居跡

1 号住居跡 S I  01 

遺 構 （ 第 5 · 6 図 図版 3 ~ 6 ) 

（ 大 越 ）

本住居跡は， 調査区南 東 側， J 10グリ ッ ドに 位置する。 検出面 は L IIIb上面である。 規模は 南

北約3 .93 m , 東 西約3 . 92mであり， ほぼ方形である。 主軸方 向 は ， N26
°

Wであり， 東 壁南 寄りに

カ マ ドを有 し ている。 住居内堆積土は ， 焼土 ・ 炭化物を含むか否かに より大きく2層に 分かれ，

t 1 ~ £ 3 までがLII a ·  b · c に 対応 し ， ,e 4 は堆積状況等より本住居跡南側を南 から北へ流

れる出鶴沼川に よる堆積と考えられる。

床面上では， 焼土 ・ 炭化材が放射状に 検出され， 柱材ではないかと考えられる。 また， 床面上

の遺物の殆 どが2次的に 火を受けていることから， 住居が埋まる前 に 火 災 に あったものと考えら

れ住居使用時もしくは 廃棄直後に おける火 災であろう。 床面は L IIIbであり， 水捌けの 良い砂質

の土であり， 貼床な どの施設は 見られなかった 。

壁の残存状況は 良好であり， 東 壁が32.5cm, 西 壁が37cm -44cm, 南 壁が27cm -42cm, 北 壁が30cm

である。 各壁の傾斜は ， ほぼ垂直であるが， 緩いところで は 約 60
゜

となる。 また壁面での， その他

の施設は見られなかった。

東 壁南 寄りに 位置する カ マ ドは， 残存状態が良く， 右袖から左袖までの幅約 1 00cm, 焚 口 から

煙道までの長さ約150cmを測り， 右袖幅22cm • 長さ48cm, 左袖幅28cm • 長さ48cm, 燃 焼部幅52cm • 

長さ34cm, 煙道幅34cm · 長さ94cmである。 カ マ ド内堆積土からみると， £ 3 • £ 9 が粘土層であ

り f!, 3 は 天井部崩 落土と考え られる。 £ 6 · £ 7 は カ マ ド に 伴う焼土であり， f!, 4 は 火 災時の焼

土であろう。 燃焼部床面はあまり焼け締まっておらず， また炭層が見られないことから カ マ ド内
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の掻き出し後に 廃棄されたものであろう。

また， 燃焼部の床下に深さ約 13cm, 長径約74cm,

短径約 55cmの楕 円 形を呈する浅い掘り込みがみられ

た。 カ マ ドの構築に拘 る構造であろうか。 また燃焼

部内には，， 土師器の甕か残されており検出面にス ス

の付着が見られるこ と から， 火 災 時の状況のまま と

思われる。 この甕の奥に須恵器杯や土師器甕， 須恵

器鉢等が重なって 出土している。 特に焼けているよ

うな点は観察できず， カ マ ドの支脚 と いうよりは，

廃棄時の何らかの行為に伴うもの と 考えられる。 カ

マ ド袖は， 左右 と もに高さ27cmであり， 黒色砂質シ

ル ト を敷いた後に灰 白 色粘土を積みあげて作られ て

第2章 遺構と遺物

十 E 25

S 37 

ー

D 
- 197 . l m  

〗 □em

( 1  /IO) 

1 住 2 .Q.'._

0 20cm 
t:::=c==:J ( 1  /20 ) 

第 6図 カ マ ド 内 遺物 出 土状況
03 

いる。 粘土には焼土粒や炭化物， 土器片が含まれている。 煙道は緩やかな登り勾 配を呈していた

が， 余り明確な構造は掴 む こ と ができなかった。

その他住居 内施設 と しては， ピッ ト が2 個みられる。南 東 隅に P1 , 対角 の北西 隅に P2 が位置す

る。凡 は長径74cm, 短径64cmの楕 円 形であり， 深さは19cm, 堆積土は 1 層である。P2 は長径7 6cm,

短径72cmのほぼ正円であり， 深さ20cm, 堆積土は 3 層 に 分かれ， .e 3 からは， 双耳椀 ( 1 住12)

が出土している。

遺 物 （ 第 7 · 8 図 図版28 · 29 ) 

本住居跡出土遺物は， 土師器 （甕 ） ， 須恵器 （杯 ・ 蓋・甕．瓶類・鉢 ） である。 土師器杯は見ら

れなかった。 遺物の出土状況は カ マ ド内 と ， 床直上が主体である。 出土状況からみる と ， 非常に

一括性の高い資料であ り， 当時の生活用具のセ ッ ト 関係をよく現して い る と 思われる。

〔土師器〕

甕 1 住12 · 13は小甕であり， と もにカ マ ド内からの出土である。 12は焼き歪みがみられ， 内

外面 と もに 口 縁から胴部半ばまでは ロ ク ロ ナデ， 胴部下半はナ デ調整を施している。 13は内面 と

外面 口 縁部から胴部半ばまでが ロ ク ロ ナデ， 底部裏面から胴部下半まで回転ヘ ラ ケ ズ リ である。

12の口 唇部がやや受 口 状に立ち上がる のに比べ， 13の 口 唇部は舌状 ぎみに軽く引 き出されている。

14 · 1 5  · 1 6 は， 長胴甕である。 14 · 1 5はカ マ ド内から重なるようにして出土したものであり， 1 6

は床直上からの出土であるが， 胎土を観察する と 14 · 1 6 は同一個体の可能性がある。 14の底部裏

面から胴部に かけ てはハ ケ メ 調整である。 1 6の 口 唇部は， 端部を軽くつまみ出した形態であり，

そのため 口 唇部に溝状に巡る筋 がついている。 また頸部にめ ぐ る沈線は深く， はっきり と 施され

ている。 各個体の胎土の差異は， 肉 眼観察では認められなかった。
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第 1 編 能登遺跡
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第 2 章 遺構 と 遺物
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第1編 能登遺跡

〔 須 恵器〕

杯 1 住 1 は ,e 3 ,  2 · 4 · 8 はカ マ ド 内， 3 · 5 ~ 7 は床 直上からの出土である。 底部の切

り 離し技法はすべて回転ヘ ラ 切 り であ り ， 4 を 除きすべてナ デによる調整 を行っている。 ま た ，

2 • 3 にはヘ ラ 記号がみられ， ともに 「 ＋ 」 であ り ， 3 には墨書がみられ 「寺」 と考 え られる。

蓋 1 住 9 は堆積土からの出土である。 天井部には， 回転ヘ ラ ケ ズ リ 再調整が行われてお り ，

つまみ部は宝珠形の中央部がやや浅 く 窪んだ ボタ ン状 の形 を と る。

甕 1 住2 1は大甕の胴部破片である。 出土位置は カ マ ド 内上部であ り ， 口 縁部資料は見 当 た ら

ず ， カ マ ド 内から重なって出土した 土器群の最上部に内面 を 上にし た 状 態で検出され た。

瓶類 1 住1 1は双耳瓶， 18は横瓶， 22 は長頸瓶であ り ， 出土位置は， 1 1カ⑰ 2 , 18が床直上，

22が住居跡中心付近の床直上である。 11は耳部周 囲に自然釉の痕跡がみられ， こ れは 2 次的な火

熱の た めに自然釉の ほとんどがとんでし ま った ものと思われる。 ま た 耳部片側にタ ー ル状の付着

物がみられる。 18は全体の約 4 分の 1 はどの残存であ り ， 口 縁部資料に欠 ける。 内外面ともタ タ

キ痕 を 片側半分ほどナ デ消ししてお り ， 外面には降灰に よ る自 然釉がみられる。 22はは ぼ完形の

ものであるが， 口 縁部は意図的に割 り 取られ た のか， 全 く 見つからなかった 。 頸部は 3 段構成で

あ り ， 頸部から肩 部にかけて張 り 出す形態である。全面に 薄く自然釉が掛かってい た ものと思わ

れるが， 2 次的な火 熱の た めに脚 と 肩の一部 を 除き釉が剥離している。 ま た 脚部下には焼 台 の破

片が付着 しているが， これによ り ， 焼台 の上に載せるよ う に し て焼成され た こ とが窺え る。

鉢 1 住1 9は 口 径37 . 4cm, 灰褐色 を 呈し内外面ともに ロ ク ロ ナ デされてお り ， 胴部は球胴 に 近

い。 口 縁部はやや外反して いる。

双耳椀 1 住20は P2 ― ,e 3 から出土した ものである。 双耳椀の耳部である。

弥生土器 1 住17はLl からの 出土であ り ， 天王 山 式土器の壺の肩部である。

不明 1 住10は器種不明である。 色調 ・ 胎土の観察からすると11の双耳瓶と非常に似通ってお

り ， ま た 黒ずんだ釉の発色 な ども似ている。

須 恵器の胎土についての 肉 眼観察からは10 · 11とその他の 2 グルー プに分けることができた 。

ま と め

本住居跡は， 廃棄の直後 ま た は廃棄時に火 災にあったものと思われ， その資料の一括性は非常

に 高 いものであ り ， 出土遺物は住居跡に伴 う 生活用具であった と思われる。 遺物の内訳は， 食膳

・ 貯 蔵 ・調理具が 須 恵器， 煮 炊具が土師器とい う よ う に用途による使い分けが明確 に 現 れてお

り ， 土師器杯は一点も見られなかっ た 。 こ のよ う な須 恵器 を 食膳具の中心とする在 り 方は， 会津

地方の地域性とも言 え ， 北陸方面からの影響が考 え られる。

出土遺物群は須 恵器杯 を 基 準とする 8 世紀中葉頃と考 え られ， よ って本住居跡もそれに近い時

期のものであろ う 。 （ 西 山 ）
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第2章 遺構と遺物

2号住居跡 S I 02 

遺 構（第9· 10図 図版7 ~10) 

本跡は調査区の北東端K·L~7·8グリッドに位置し， 南西側に検出された 1 号住居跡との

距離は約30mである。検出面は1号住居跡同様低位段丘面に堆積した砂礫層(LIII)上面である。

この付近は後世の耕作かLI IIに及び， 住居跡も上部からの畝状の掘り込みによって部分的に撹乱

を受けている。特に住居跡南東区では撹乱が床面にまで達している。 プランは， 東西8.2m, 南北

9. lmで若干南北が長いもののほぼ方形を呈しており， 北壁と南壁の中央を結ぶ直線の真北から

の偏度はN21° Wである。住居跡内埋土は， 4 層に大別される黒褐色ないし褐色砂質シルトを主体

とした自然堆積層であるが， 住居跡中央部の床面は最上層に堆積する1!,1に覆われている。

床面は，大部分地山L IIIを直接利用しているが，北壁とカマド周辺を除く壁沿いには，幅60cm~

100cm, 深さ20cmで， 灰褐色砂質シルト土を投入整地し貼床としている。全般に平坦ではあるもの

の， 住居跡北半から東側にかけては幾分低くなっている。 カマド付近や住居跡中央部の床面は，

よく踏み締められたと思われ表層が硬化しているが，縁辺部ではしだいに軟かくなる傾向を示し，

特に北壁付近での踏み締まりは住居跡内で最も弱い。

壁溝は， 北壁の東半から東南壁， それに西壁の南端部にかけ掘り込まれている。幅24cm~32cm,

床面からの深さ7 cm~ 16cmで南壁の西半部分が最も深い。壁は，南西隅で最大残存高53cmを測る。

壁面は， 北壁を除く他の 3 壁は約80゜ 前後で立ち上がるが， 北壁は崩れが大きいせいか約60゜ 強の

勾配しか示していない。

カマドは， 南壁東寄りに位置している。 焚口幅84cm, 燃焼部奥行104cmで， 燃焼部の半分強は住

居跡プランより外部に張り出している。 袖部は灰褐色ないし黒褐色の粘土や砂質シルトによって

構築されている。 右袖幅約34cm, 左袖幅約30cmで， 壁面から住居跡内に約54cmの長さで張り出し

ている。 火床面からの最大残存高は30cmである。 火床面は現状では， 焚口から奥壁に向って僅か

に登っている程度であるが， 焼土面が流れたためか袖周壁部分が燃焼部奥半に観察されなかった

ことから， 本来この部分での傾斜は現在よりもあったと思われる。 燃焼部と袖の下部には， 壁溝

が連続して掘り込まれていることが確認され， 壁溝掘り込み後にカマドの位置を選定， 一部壁溝

を埋め戻してカマドを構築したことがわかる。奥壁は，70゜ 弱の勾配で立ち上がっている。奥壁上

端ではさらに25cm程度焼土粒を混入した暗褐色土の

広がりが外方向に向って確認されていることから，

煙道が付設されていた可能性が高いと考えられる。

ピットは， 総数10個検出された。 主柱穴はP1~

p4で， ほぼ住居跡プランの対角線上付近に位置し

第 1表 2号住居跡ピット計測表
(cm) 

P No. I 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 

臼 I 68 口
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第2章 遺構と遺物

C 
--=- 196.5m C

' 

D 
- 197.4m w

 

P6 p7 
- - 』

“口
P8 

ー196.1 m 

冑二
土l96p19m ``［ mp101上

二冒(l/80) 

2号住居跡堆積土

A-A' • B-B' 

1 黒褐色シルト（パミス多量含む）

2 a 暗褐色砂質シルト（パミス ・ 焼土若干含む）

2 b 暗褐色砂質シルト（パミス若干含む）

2 C 暗褐色砂質シルト（パミス若干含む）

3 a 黒褐色シルト（パミス多量含む ・ 堅緻）

3 b 黒褐色シルト（パミス少量含む）

4 明褐色砂質シルト

貼床 灰褐色砂質シルト

C-C' • D-D' 

1 暗褐色砂質シルト

2 灰褐色砂質シルト

P6堆積土

1 暗褐色シルト（炭化物・焼土・パミス含む）

2 暗褐色シルト（焼土微量に含む）

3 灰褐色砂質シルト

p7堆積土

1 暗褐色シルト（パミス若干含 む ・ 堅緻）

2 灰褐色砂質シルト

Ps堆積土

1 灰褐色砂質シルト（パミス含む）

2 暗褐色砂質シルト（パミス若干含む）

P9堆積土

1 灰褐色砂質シルト

Pto堆積土

1 灰褐色砂質シルト（白色粘土ブロック含む）

2 灰褐色砂質シルト

第10図 2号住居跡 (2) 

ている。 主柱穴の平面形は， 径37cm~62cmの楕円形もしくは円形を呈す。 深さは42cm~65cmであ

る。 いずれも径1 8cm~26cmの柱痕が確認されている。 掘形内埋土は灰褐色砂質シルトを投入し，

たたき締めている。

この他柱痕を有するピットが1個 (p5) ある。 これは P 1 と巳のほぼ中間に位置することから支

柱の一種と考えられるが， 必ずしも柱痕は細くはなく主柱穴と同規柱の柱痕が検出されている。

P6 ~ P10 は，貯蔵穴状のピットである。平面形はp6 ~ p，が略楕円形， P10 は略長方形を呈して

いる。 P10 を除く他の4個のピットは住居跡の周壁沿いに位置している。 深さは P 6 • P10 が24cm~

26cmと深く氏は鍋底状に， P10 は箱形に窪む。 他の3個のピットは 8 cm~ 15cmと浅く， 皿状に窪
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第1編能登遺跡

E48.5 

十S18 ＞、 S18+ E 
-=-196.0m E

 

＼
 

S 16.5十
E47 

9 8 

0 50cm 
t::c=::c::::=== (1 /30) 

カマド内堆積土

1 暗褐色砂質シルト（焼土粒・炭化物粒少量含む）

2 暗褐色砂質シルト（カマド天井部ブロック含む）

3 赤褐色シルト（焼土と暗褐色土の混合層）

4 灰褐色粘土（天井部崩落土）

5 暗褐色砂質シルト（焼土粒子含む）

6 暗赤褐色砂質シルト（焼土と暗褐色土の混合層）

7 暗褐色砂質シルト（炭化物粒子・粘土プロック含む）

8 赤褐色シルト（焼土）

9 赤褐色シルト（焼土）

10 灰褐色粘土

11 暗褐色砂質シルト

12 黒褐色砂質シルト

第11図 2号住居跡カマド

んでいる。埋土は， p6 • P7が人為堆積， P8~ Ploが自然堆積土であった。

遺 物（第12・ 13図図版29・ 30) 

本跡の出土遺物には，土師器杯・甕，須恵器杯・高台付杯・蓋・甕，砥石，土錘，縄文土器，

弥生土器がある。遺物の多くは堆積土中に小破片状態で混入していたが，カマドの内部や貯蔵穴

状ピット，床面付近から出土した土師器甕や須恵器杯・蓋は，不完全ながらも形状をとどめてい

るものが多い。

〔土師器〕

杯 堆積土中から小破片13点が出土した。すべてロクロ成形である。外面の調整痕が観察でき

る破片が3点あるが，うち 2点は回転ヘラケズリ，残りの 1点は回転ヘラミガキが施されている。

内面は，ヘラミガキ・黒色処理される破片が9点，すでに黒色処理が消失しているもの 3点であ

る。この他ナデ調整のみで黒色処理されない破片が1点あるが，これは他の破片に較べ，小振り

で粗雑な造りになるものと考えられる。

甕 図示した甕は 6点である。これらの甕は大きさの点で，高さ30cmを超える長胴の甕 (2住

12) と， 12cm~13cmの小型の甕 (2住10・ 11)に2分される。 2住12は，粘土紐の積み上げによ

る成形で，外面の調整は縦位のハケメを主体とし，胴半ばから下半にかけ軽いケズリの入る部分

かある。 2住8・10・11は，ロクロ成形で外面に縦もしくは斜方向にケズリが入る。 2住 9では，

外面にハケメが入るが，特に口唇部はロクロ成形甕の端部のそれと同様面取り風に稜をもってい

る。 2住13は，ロクロ成形の長胴甕と思われる胴部下半の破片で，外面にハケメが施されている。
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2住16 (e2) 
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(1 / 2) 

19 (9 1) 

第13図 2号住居跡出土石器・蠅文土器・土製品

〔須恵器〕

杯 2住 1 ~ 4の4点である。 2住2は高台付杯 の杯部と形態上同じで， 他 の3点とは区別さ

れる。 底部切り離し技法は4点とも回転ヘラ切りで， 切り離し後は底部外面がナデ調整されるの

みである。 2住2を除く3点中最も底径か小さい のは2住1である。 体部から

りは直線的であるか， 2住3の口縁部では僅かに外反気味となる。色調は， 2住 1~3

2住4か白色系である。

高台付杯 2住6 • 7の2点の図示である。 いずれも杯部は体部下端で屈曲点を持ち， 口縁部

は僅かに外反気味に立ち上かる。 杯部の底部切り離しは回転ヘラ切りであるが， 2住7では底部

を部分的に，2住6 では体部下端から底部にかけ高台貼付の前段に回転ヘラケズリを施している。

蓋 2住5 のみ図示した。 他に小破片が3片ある。 2住5の天井部は直線的に造り， 中

だツマミを， 軽い回転ヘラケズリ調整ののち付けている。 縁端部の造りは鈍い。

甕 2住14 · 15の2点を図示した。 2点とも胴部 の小破片で， 外面は平行タタキメである。 内

同心円状のアテ具痕であるが， 2住15ではさらにナデ調整されている。

砥石 2 • 17の2点である。 2住16は火 2面を としてい
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第2章 遺構と遺物

る。 2

〔土製品〕

2住18とした土錘が 1

径0.4cmで端部を折損している。

〔縄文土器〕

面の縁辺を除き使用面としている。

ら出士しているのみである。 .2cm, 径1 .2cm, 孔

堆積土中から1 点(2住19)出土した。

口縁部を斜方向の隆帯で区切り， 以下地文に

利B1式期の鉢形土器の口縁部破片である。

される部分に沈線を2条以上横走させ， さ

らにそ の沈線を縦位の短沈線で繋いでいる。

ま と め

本住居跡は， 床面積が約70面を数え， 住居跡としては大型の部類に属す。 4本 柱を主柱として

いるが， カマドが付設される南壁沿いの中央付近には， 支柱穴と考えられるピットが検出されて

おり， カマド上部の天井高を高くとっていた可能性が考えられる。 出土した土器群の組成中， 土

師器杯 ・ 須恵器甕は小破片が少量混入したのみで， 遺存状態だけからいえば生活時の器種構成を

しているとはいいがたい。 当住居跡の時期は， 出土遺物中に底径の広い須恵器杯やハケメ調

整される土師器甕とともに， やや底径の小さい2住9のような杯も

跡よりは時期的に下降する平安時代初頭頃としておきたい。

ることから， 1 

（大 越）

第2節 掘立柱建物跡

ー SB 01 （第14図 図版11 • 12) 

調査区中央部南側段丘上平坦面のF6グリッドにおいて検出された掘立柱建物跡である。

の北側約3mのところに 1号土坑があり，

出面はLV1llの地山層である。当初， F6グリッドに

よそ20m行くと

関係する7

なっている。

を含めると14個

のピットが検出されたが，柱痕が明確に分かるPl ～氏が建物跡を構成していることか判明した。

規模は東西に1間， 南北に2間の長方形を呈しており， 南北柱列の中点を結ぶ軸線は真北から

いる。 と西側柱列はどちらも約2.60 m (1. 30 m + 1. 30 m)を測り， 南側

柱列は1.70m, 北側柱列は1.50mある。 このことから規模と 第2表 1
竃 してはあまり大きな建物ではなかったと思われる。 掘形はす

べて円形プランで， 柱痕も直径15cm前後のものが確認され． 長径

形状から丸柱を使用していたと考えられる。 凡は据え替えが 短径

行われた可能性があり， 先後関係は p6b→ P6aとなる。 深さ 28 I 30 I 32 I 32 
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|乏

1号建物跡堆積土

P1 

1 黒褐色シルト

2 暗褐色シルト

N 5 〗

＼ 

~-D -～ 

N
l

+ W16 

3 暗褐色シルト（地山ブロック含む）

P2 

1 暗褐色シルト

2 暗褐色シルト（地山プロック含む）

第14図 1号建物跡
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p3 

1 黒褐色シルト

2 暗褐色シルト（地山プロック含む）

p4 

1 黒褐色シルト

2 暗褐色シルト（地山プロック含む）

3 暗褐色シルト（地山プロック含む）

N 1 

上

冒
P5 

1 黒褐色シルト

2 暗褐色シルト（地山ブロック含む）

Pe 

1 黒褐色シルト

2 暗褐色シルト（地山プロック含む）

(1 /40) 



第2章 遺構と遺物

各ピットから建物跡に共伴する遺物の出土がなかったので， 本遺構が建物として機能していた

時期は 不明である。

2号建物跡 SB02 （第15 · 16図 図版13 · 14) 

（西 山）

調査区の東部南側， 段丘崖下緩斜面平坦部のJ 9 · 10,. KIOグリッドにおいて検出された掘立

柱建物跡である。 本遺構のすぐ南西側には1号住居跡があり，北西側には1号溝跡が検出された。

また， 農道を挟んで約20m北側には2号住居跡がある。 検出面は L III aである。

規模は 不明な点が多いが東西に 2間， 南北に3間の長方形を呈しており， 南北柱列の中点を結

S27
+ E24 

入、C／ーア、
十S27

E30 

シ

窯
厄

＼ 
乙

＼ 

P2 

p7 

P6 P 4 "" ・・・・・・・・・・・・

〇 2,＂ 
(1/80) 

二S 38 

第15図 2号建物跡 (1) 
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c 応 c’

197.0m --=--
B P2 B' 

197.0m -=--

2 2 

A P1 A' 
--'-- 197.0m ― 

w-

｀
 

P6 
2 2 

P5 E' 

2 2 

F
' 

2号建物跡堆積土

1 黒褐色砂質シルト 3 明黄褐色砂質シルト 5 暗褐色砂質シルト

2 暗褐色砂質シルト 4 暗褐色粘質シルト 6 明灰褐色砂質シルト ゜ 2,m 
(1 /80) 

第16図 2号建物跡 (2)

ぶ軸線は真北から12
゜ 西に傾いている。東側柱列間は， 約7. 60 m (2. 50 m + 2. 50 m + 2. 60 m)を測

り， 西側柱列間は約7.80m (2.60m +2.80m +2.40m) を測り， 北側柱列間は約6.60m, 南側柱

列間は6.50mを測る。 東西の柱列が3間以上続くと思われることからかなり大きな規模の建物で

はなかったかと推測される。 掘形は巳がやや形くずれしているものの， その他はすべて円形プラ

ンで， 柱痕も直径 20cm前後のものが確認され， 柱痕の形状から丸柱を使用していたと思われる。

遺物は， p4内から土師器甕の口縁部破片が一 点出土したが小破片のため図示していない。 ロ ク

ロ 成形であり， 口唇部を面取りふうに仕上げている。 口縁部の長さは短めであり， 1.5cm程で頸部

につながると思われる。

本遺構の西側柱列は， 1号住居跡のカマドの煙道部と一部重なっているが切り合いがみられな

第3表 2号建物跡 柱穴計測表
(c:m) 

三五 I 土 I 2 : I 3 ： I 丘 I :5： I丑I :: I 8 : I : 

いため新旧関係は分からない。 また， 2号住居跡とは

主軸方向， 規模がほぼ同じであり， 両者の間には何ら

かの関係があった可能性もあると思われる。 時期につ

いては不明である。 （熊 谷）

深さI 64 I 56 I 56 72 I 48 I 32 
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第2章 遺構と遺物

第3節 上 坑

1号土坑 SKOl （第17図 図版30)

F6グリッドにおいて検出された土坑である。 本遺構が検出さ

れたF4グリッド付近は， 耕作土を剥いだ時点で調査区外の水田底面より低くなったため，

の水が浸入し，遺構が水没することがあり作業は困難を極めた。平面プランは長径86cm,短径63cm

の楕円形を呈する。 深さは検出面より5 cmと平面プランから考えると大変浅くなっており， 断面

形はレンズ状に近い形をしている。 堆積土は暗褐色シルトの1層のみで， 底面一 帯は厚さ2 cm程

度の焼土に覆われていた。

した遺物は土師質土器がはとんどである。 1坑lはR, 1から出土した椀である。 体部は直

線的に開き， 口縁部を軽くつまみ出す形である。 内外面ともロクロナデである。 1坑2~ 6 

べてI!, 1から出土した皿である。 2は口緑部の破片であり， 内外面ともにロクロナデである。 ロ

緑部と体部の境に緩い段を有しており， これは3 · 4に共通する形態である。 3も内外面ともに

ロクロナデを行っており， 2と比べて口唇部を軽くつまみ出している。 4も内外面ともにロクロ

ナデであるが， 見込み中央部のみ未調整である。 底部は回転糸切り ・未調整であり， 体部は直線

的に開き， 口縁部との境に緩 い段をもち， 口唇部を軽くつまみ出している。 5はやや内弯ぎみに

り， 他と比べて丸みのある形態である。 内外面ともにロクロナデ， 見込み中

S
6古W十l7

.5N
9 

\ N
g古 古S

6 

`-A ～— 

｀ A ' 

SK01 
Wl6 

N8十
A

' 

＼
 

1号土坑堆積土

1 黒褐色シルト

2号土坑堆積土

1 暗褐色砂質シルト（パミス少量含む）

2 黄褐色砂質シルト

3 暗褐色砂質シルト（炭化物含む）

B ー198.3m B
' 

第17図 1 · 2号土坑
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□ 1(Q1: 
¥--4 / 1坑2
言之1坑3 (Q 1) 
叉雇零翠、1坑4 (Q 1) 
屹乞嗜ヽ

鱈言麗．咋；バベ，：：：：：：：fi¥督 ． "、9ざ．峰1f/' 

(Ql) 

第18図土坑出土土器

ミ三三三ジ／
1坑 5 (Q l)_ 

- -

1坑 6 (Q 1) 

文；クえ＇．翌ヽ 、ヽ
2坑 1 (Q3) 

心1.• ：蕩塵食．ir•砂·心；
t考珍プ
咋芝

2坑 2 (Ql) 0 5cm 
c:::c:==:::c::: (1 / 3) 

央部は未調整である。底部は回転糸切り・未調整である。 6は直線的に開き，口縁部付近でやや

内弯する。内外面ともにロクロナデ，底部は回転糸切り・未調整である。

本遺構は，底面が焼土で覆われていたが，性格は不明である。底面付近から11世紀頃に比定さ

れる土師質土器が出土していることから，本土坑の時期もそれに近いものと思われる。（西山）

2号土坑 SK 02 （第17図図版30)

本遺構は調査区北東部段丘崖の斜面中腹のK7グリッドで検出された土坑である。南西側のす

ぐ下には 2号住居跡が検出されている。検出面が斜面であったうえに南半分は削られており，上

端のラインと下端のラインが同一になってしまっている。平面プランは長径約140cm，短径約120cm

のほぼ円形と推定される。深さは北側で約55cmを測り，壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は 3

層になっている。いは暗褐色砂質シルト，い2は黄褐色砂質シルト， じ3は暗褐色砂質シルト

で炭化物を含むが特に中央付近に集中している。底面の北側には直径約40cm, 深さ25cmのピット

が検出された。

遺物は若干ではあるが出土している。 2 坑 2 はい~から出土した須恵器甕の胴部破片である。

外面はタタキ後，沈線を一条施しており，内面はヘラナデ再調整を行っている。胎土は緻密で在

り，焼成も良好である。 2坑 1はR,3から出土した土師質土器の皿である。体部から口縁部にか

けて直線的に開き，内外面ともにロクロナデである。見込み部分もナデ調整されている。底部は

回転糸切り・未調整である。

本土坑の性格については不明であるが，下層より 12世紀初頭に比定される土師質土器が出土し

ていることから，本土坑の時期もそれに近いものと思われる。 （西山）
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第4節遺物包含層

位置と層序
鼻

天王山式期の土器を多量に出土した遺物包含層は，調査区東側の南東向き斜面一標高196.5m~

199mーに形成されていた。比高差約1.5m, 厚さ10cm~30cm, 量の多少はあるか斜面のはぱ全域

に遺物の出土がみられた。特に遺物の出土が多かった地点は，斜面西寄りであり，グリッドで示す

とI8 ・ I 9グリットにあたる。出土する地点は，斜面上よりも裾部が主であり，上から流れ

落ちてきた遺物が，裾部で溜まったかのようであった。遺物包含層を掘り込んでいく中で，斜面

上では遺構が確認されなかったことや，先のように斜面裾からの出土が主であったことから，本

遺物包含層を形成した遺跡は斜面上段に形成されていたものと思われる。

遺物包含層を含む上下の層位について簡単に説明すると，再堆積層を LII, 河川による堆積層

（洪水層）を LIII, 遺物包含層を LN,枯土層を LVと大きく分けて考えた。そして，土質・混

入物などの違いにより a・ b • c と細分した。遺物包含層は奈良•平安時代の遺構が形成されて

いた LIII下に入り込んでおり， LIIIは約 lmの厚さをもって堆積していた。 LIIIには遺物を全く

含まず，遺構が形成されなかったと思われることから， LIIIは比較的短期間に堆積した層ではな

いかと考えられる。遺物包含層は LNa・LNb・LNcに細分された。遺物が出土したのは，

LNaのみであるが， LIIIとLVの間にある有機物を含む堆積層と考え，遺物包含層の範疇に含

めた。また LNaの堆積状況であるが，斜面裾部が最も厚く，平坦面になると非常に薄くなって

いる。このような状況からしても，斜面上段からの流れ込みによる堆積であることが伺える。ま

た， LIIについてであるが，土師器破片とともに天王山式土器も出土しており， LNa出土の土

器と同様のものであり，斜面上段に残った LNa層の再堆積層であろう。この再堆積層は 1号住

居跡内の堆積土にも見られることから， 1号住居跡廃絶以後に堆積したものと考えられる。

調査区東寄りの斜面下の平坦面では，砂礫の堆積が確認された。河川の自然流路跡と思われる。

おそらく，遺跡東南側を流れる出鶴沼川の流路跡であろう。

また今回の調査では，遺物包含層検出の際に地震による噴砂が確認されている。遺物の出土が

多い西寄りの斜面中腹一標高約197mーに，約10mの範囲，幅 2cm~ 3 cmで見られた。噴砂は白く

きめ細かい砂で， LVIIIb・LNb・LNaを突き抜けるように上がっている。また，これは LIII

b面 (1号住居跡， 2号掘立柱建物跡検出面）でも確認され，さらに LIIへも細く貫入している

ことから， LII堆積以後～ LI堆積以前の地震によるものと思われる。しかし残念なことに，今

回の調査では地震による被害やその年代などを掴むごとが出来ずに，奈良時代末以降に本地域で

地震が起きたという事実の確認にのみ留まってしまった。 （西山）
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k
 

L
 

z
 E40 

遺物包含層堆積土

LII a 暗褐色砂質土 （遺物包含層）

L II b 黒色砂質シルト（パミス少量含む）

L II C 暗褐色砂質土 （パミス微量含む）

，
 
10 

S40 

11 

゜
201m 
(1/600) 

LVII 

A' 

197.3 

゜| | l | l |―|  （1 /1 
LIII a 灰黄色砂 a' （粘質） LVa 暗灰色粘土（パミス・炭化物含む） LVII 黄褐色砂質土（再堆積層）

b 灰黄色砂質土 b' （微粒子） b 灰白色粘土（パミス・炭化物含む） LVIII a 灰白色砂（パミス微量含む）

c 灰黄色礫 c' （砂質） c 灰褐色粘土（パミス・炭化物含む） b 淡橙色砂質土

d 灰色砂質シルト d 灰白色粘土（パミス含む） c 暗灰色砂質土

LIV a 暗褐色砂質土（遺物包含層） e 灰褐色粘土（バミス・炭化物含む） LIX 暗灰色砂質土

b 黒色砂質土 （パミス含む） f 灰白色粘土（パミス・炭化物含む） 墳砂 白色砂

c 黒褐色土 （パミス・小礫含む） LVI 灰白色砂

第19図遺物包含層
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出土遺物について

本跡から出土した遺物は，縄文土器・弥生土器・土製品・石器であるが，その大半は天王山式

期に属す弥生土器によって占められる。遺物包含層中最も集中して遺物が検出されたのは， I 8 

・ 9, J 8グリッドにおいてである。以下，出土遺物を種別ごとに報告する。

縄文土器 （第20図図版38)

包1~ 8 ・ 10~ 14である。包 1は，渦状の隆帯と短沈線の連続施文によって文様が構成される。

包7は，堀ノ内 1式期の土器で，口縁部には縦の沈線で結ばれる盲孔か上下に 2点みられる。包

2は，加曽利B式期前半期の土器で，口縁直下の幅の狭い無文帯以下は沈線で地文の縄文を横長

に交互に区画している。包 5・ 6も，口縁直下に幅の狭い無文帯があり，堀ノ内式期から加曽利

B式期の間でとらえられる。包 3・ 4は，大洞C2式期の浅鉢でエ字文風の文様を表出している。

包10~14は，大洞幻式期の新段階から弥生時代初期まで存続する条線文系の土器で，口縁部は折

り返し口縁風に肥厚している。

弥生土器 （第20~46図図版31~48) 

天王山式期に属す土器が大半を占めるが，これ以前の土器も少量混在しているため，天王山式

期以前の土器と天王山式期の土器に 2分して記述する。

〔天王山式期以前の土器〕

包9・ 15~36である。包 9は，研磨した器面にやや太めの沈線を横位に引き文様を表出してい

るが，斜めに入る沈線や沈線間にばらつきがある。恐らく今和泉式期頃の段階までには入る土器

と思われる。包15・ 16は，南御山II式期の壺の肩～胴部破片である。やや細目の沈線で渦文を表

出し，沈線間には偽似縄文がみられる。包17~19も同時期と思われる土器であり，包17・ 18では

同じく沈線間に偽似縄文がみられる。ただ包15・ 16に較べ，沈線の入りが鋭い。包19は蓋の破片

で，縁部に沈線一条を巡らせ，体部に 2本の平行沈線で山形文ないし重三角文を配している。包

20~36までは細い平行沈線で文様を表出する土器で，ニッ釜式期のものと思われる。包20ではロ

唇部に刻みを，包27・ 29では縄文を施文している。包34とした蓋の天井部には布痕が残る。包36

は高杯の脚と考えられるが，内面に漆様の付着物がある。包31・ 32は今和泉式期～川原町口式期

に伴う甕形の土器で，頸部の綾絡文以下は地文の縄文となる。

〔天王山式期の土器〕

包37~410の計374点を図示した。この中には小破片で器種の認定が困難なものも拓影図として

含まれているが，おおよそ大別して壺・甕・注ロ・蓋・浅鉢の 5種を確認した。ただ，壺と甕の

器種区別は 2者の中間的様相をとるものが多く 2種だけの名称では不充分なので，広口壺という

名称も併用した。従って，原則として胴部に膨らみをもち頸部に閉塞性のあるものを壺，胴部に
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膨らみをもたせ頸部を意識して造り出している

から頸・ロ縁部が開放的に開くものを甕と呼称し

を中心としてまとめておく。

まりみられないものを広口壺， 胴部

きるもの

壺 包38~41 · 57 · 59 · 62 • 79 · 80 · 83 · 106~117 · 127~131 · 133の28点である。 口縁部か 紀 ヽ '

ら底部まで連続して接合している個体がなく， 器高や最大径を計測できるものに恵まれないが，

法量的には包38~41 · 106 · 107 · 110のように胴径20cm , 推定器高30cmを超えるものと， これら

よりは小さくなるが胴径10cm弱， 推定器高約15cmを下回らないもの（包79 · 80 · 83), 

131 · 133のように極端に小振りとなるものとに分けられる。 口縁部の形 状は， 平 縁のもの （ 

54 · 84 • 106 · 107 • 109 • 115 · 117), 

包38では2個1対の山形突起が 4

くもの（包38 · 62 · 111 • 113)がみられる。

られていたと思われる。 包62では突起の頂部に竹管の

刺突が， 包113ではスリット風に竹管側面の押圧が 入る。 小型土器と包111を除き，

口縁 状になる。 立ち上がりは短く 「 く」の字に開いているものが多いがなかには若干受口状にな

るもの（包38 · 107 • 115)がある。 口唇端部はほとんど面取り風に削がれている。 頸部は會 ロ

縁部と胴部から明瞭に区別するもの（包38 · 39 · 57 · 59 · 62 • 106 · 108) と， 頸部と胴部の境界

が不明瞭でなだらかに胴部に移行する形態のもの（包40 • 41 • 79 · 83 · 107 · 113 · 129 · 133) が

ある。 後者では必然的に肩部が撫肩になる。 胴部では， 中央の張りの強いもの（包38)， やや下膨

れになると思われるもの（包40 · 79)， 倒卵形を呈するもの（包41 · 110)， 胴部半ばが 「 ＜」

形に張り出す算盤玉状を呈するもの（包83)がみられる。 底部まで接合するものはわずか 3点(

41 · 83 · 127) しかない。 包41は底部周縁が張り出す 平底であるが， 中央部に向って 若干迫り

上かっている。 包83は縁辺が高台風になった上げ底である。 包127は平底で 縁辺が幾分張り出し

ている。

施文される文様は，竹管による沈線や刺突を主とした文様と地文とである。竹管による

ら胴部の上端まで施されるのが多いが， まれに胴部半ばまで及ぶもの（包38 · 79) 

る。 口縁部文様は， 沈線と刺突の組み合わせによって表出することが多く， 特に口縁部のなかで

も肥厚した口縁の下端に顕著にみられる。 包38 鬱 106 · 107は， 肥厚した口縁下半に2条の沈線を

巡らし， 下端にできた隆帯風の部分の下方より竹管の端部から側面を使用し枯土を押し上げて

切った間に原則として 2個1 組の刺突を配している。 これは若干斜め上方から施文されているよ

うであるが， 包106では 3個入る場合もあり， 包107では1個しかみられない部分もある。

115では沈線左3条巡らせ， 刺突文を 2段施文している。 包115は2段とも上下 1個ずつ入るいわ

ゆる交互刺突になっているが， 包54では全体的に竹管の入りが浅く， かろうじ

になっているだけで， 下段は単なる横1 列の刺突列となっている。 包79の口縁下端の刺突文も，

包57下段の施文法と類似している。 包113は， これとは逆に口緑下端を下方から，竹管を押し上げ
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る よ うに し て施文 し ， 隆帯に凹 凸を持たせている。 沈線を引 を施文 し て

いる。

口 唇部は， 面取 り 風に 削 ぎ落 し た後地文 と 同 じ 原体を回転させ施文する も の （ 包59• 79 · 83 • 

1 09 · 1 12 · 1 13 · 1 15 • 1 17) と 竹管で施文する も の （ 包62)がある。 ただ包1 17では施文 し たあ と

磨消され， 部分的 に し かみえない 。 包62は突起間を繋 ぐ よ う に沈線を引 き ， 口 唇下端を竹 管側面

し 刻 目 を入れている。

頸部文様は， 口 緑部 と 胴部の境界に沈線を巡ら し ， そ の 間に場合に よ っ ては磨消 し 手法を取 り

ながら円弧文， 曲線文を描 く も の （ 包54 · 79 · 1 1 1  · 1 13)と ， 地文のみの施文で終る も の （ 包39 · 

40 · 1 08? · 1 09 · 1 12 · 1 14)， 無文帯 と する も の （ 包38 • 57 · 59 · 62 · 1 06 · 1 15 · 1 16)がある。 包

83 · 1 07 は器形的制約 からか上記のいず れに も あてはまらず， 特に包83では地文のみの施文で終

っ ている。 ただ包1 07は狭いなから も 無文帯を意識 し ている よ うである。 境界に引 かれる沈線は特

に手を加え な い も のが通例であるが包54では， 上下 と も 交互刺 突を伴 な っ ている。

胴部文様は， 上端に下向 き の連弧文を描 く も の （ 包40 • 41 · 80 · 1 06)と ，

る も の （ 包38 · 79)がある。 後者に入る包79では，

渦状の文

し 手法が加わる。 包

1 08の文様構成は不明であるが， 恐ら 〈 連弧文の組み合わせによ る文様が胴上半に展開されて いる

と 思われる。 この個体は胴上端に磨消 し 手法を加え， 下向 き の長い連弧の連結点の上位に沈線に

よ る いている。

地文には， 縄文を地文 と する も のが 多いが， 包41は単節縄文， 他は 附加状や直前段 多条の縄を

る例が 多い。 胴部では文様帯を有さないか ぎ り 全面に施文されるが， 口縁部 ・

消されるこ と が 多い。器内面の調 整は， ナデを最終調整 と し ているが， なかにケズ リ のまま終 っ て

いる も の （ · 62 • 1 09 · 1 15 · 1 16 · 1 17)がある。

広 口 壺 包42-48 • 51 -55 · 58 · 60 · 61 · 63-66 • 69 • 70 · 71 · 73 · 132 の25点 と し た 。

は， 壺の よ うなばらつ き はな く ， 大半は器高20cm 弱 ～30cm弱 の間で納まる よ うであ る か， なか

には包132の よ うに小型土器中に広 口 壺の形態を示す も のが若干含まれている。 器形上特徴的なの

は， 頸部の 立 ち 上が り であるか， これには直立する も の と やや 内傾気味に立 ち 上がる も の と がみ

られる。 内傾する も のは胴部 と の境 界かやや不明瞭になるが， 外面に引 かれる沈線 と そ れに呼称

る内面 の稜に よ っ て頸部が意識されている。 胴部は最大径を上半に有する も のが 多いが，

に膨らむ も の はない。 底部が観察で き る資料は3 点 （ 包42 • 44 • 61)あるが， 基本 的には平底で

ある も のの 包46 • 61 では， 中央部に向 っ ては ん の僅か迫 り 上が っ ている。 包42には籾 の圧痕が残

っ ている。 口 縁部は， 受 口 状を示す も のが5 点 （ 包42 • 43 · 46 · 64 · 65)ある。 口唇部はすべて

複合口縁で端部は面取 り 風に削られている。

口 緑部文様には， 弧文 ・ 沈線文 ・ る。 なかで も 口縁部半ばから か け ，
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多用 さ れ20点 中 16点 ま で施文 さ れ る 。 こ れ ら の 刺 突文 は， 竹管 の端部か ら 側面 を 使用 し 口 縁端部

ら 刻 目 を 入れ， 刻 目 間 に 1 個ずつ刺突 を 加 え る も の （ 包43 • 46 · 47 · 65 · 70  · 7 1  · 

刻 目 間 に 2 個刺突 が 入 る も の （ 包45 · 52 · 64 · 69 ) ， 下方か ら の刻 目 で上の沈線 を 区切 る も の （ 包

50 · 66 ) ， 下方 の 刺 突列 の み で沈線 を 区切 る に 至 ら な い も の （

70 では上方 の 刺 突が形骸 化 し 軽 く し か 入 っ て い な い 。

こ れ ら 4 種の う ち 下方に 入 る 施文手法の大半は 竹管の端部か ら

の 4 ら れ る 。 包43 · 

を 使用 し 刻 目 と す る も の で

あ る が， 包44 • 70の み は ， い わ ゆ る 刺 突 に 近 い 。 2 個 1 組で区切 り が入 る 包52では， 上 2 個 の 刺

突 の 中 間 に 軽 く 下方か ら オ サ エ が 入 る 。 包64では 口 唇部 に 1 個お き に 区切 ら れ る 刺突文 を 施文 し

て い る 。 ま た ， 包70の上半 に は 竹管 に よ る 刺 突列が 3 段施文 さ れ て い る 。 上段は竹管端部 を斜め

し 楔形 と し ， 下 2 段 は 端部 を 正面か ら 突 き 刺 し 円 形 の 刺 突文 と し て い る 。

口 縁の 肥厚 し た 部分 に 指頭状の軽い オ サエ が 入 る 。

頸部文様に は， 頸部 を 口 縁部 と 胴 部か ら 区画 し ， 中 に 沈線に よ る 弧文や 曲線文 を 施文す る も の

（ 包42 · 43 · 44 · 45 · 47 · 52 · 53 · 69 · 70 • 71 ) ， 区画 し た だ け で文様 を 描かず地文のみ

も の （ 包50? · 64? · 66 ) ， が あ る 。 こ の他， 無文帯 と な る も の （ 包6 1 ) ， 口 緑部 と 胴部 を 沈線 で

し 無文帯 と す る も の （ 包46 · 58 · 60 ) も み ら れ る 。 区画す る 沈線 は 包42 · 43 · 69 · 73の よ う

に 刺 突 を 伴 う も のがあ る 。 こ の場合の刺 突法は い わ ゆ る 交互刺 突 に な る も の が 多 い が， 包43の ロ

縁部 と の境 界に 引 か れ た 2 本の沈線間の隆帯風の部分 を 斜め に 刺 突 し て い る 。

胴部の 文様 は ， 文様帯 と し て 半ばか ら 下半に ま で及ぶ も の は 少 な く 包69 · 73 の 2 点 の み であ る 。

他は上端 に 連弧文あ る い は 山 形 の波状文が施文 さ れ る も の （ 包44 · 46 · 47  · 50 · 60 · 64 · 66 · 7 1 ) 

か， 地文 し か施 さ れ な い も の （ 包42 • 43 · 58 · 61 ) で あ る 。

地文 に は ， 附加状縄文や 直前段 多条の縄 を使用す る も の か 多 い 。 ズ リ の痕跡

を 残す も の は ， 包49 · 52 • 53  · 58 • 64 · 69 · 132の 7 点 であ る 。

甕 本来的 な甕 の他に 頸部 の 開 き か大 き く 広 口 壺 に は 含 ま れ な い も の を も 本類 と し た 。 包37 · 

56 · 72 · 74 · 75 · 77 · 81 · 82 · 85 · 90~ 94 · 97 · 10 1  · 1 18� 126 の25点があ る 。 法量的 に は ，

25cm 前後 （ 包55 · 56 ? · 7 4 · 9 4  · 12 1 ) と ， こ れ よ り 小型 で器高1 5cm強以下 （ 包37 · 8 1  · 82 · 122  · 

に 集 中 す る 傾向 があ る 。 こ の他不確実な が ら も 甕 と 推定 さ れ る 包84 � 97 · 105 は 前者の法量

を 上 回 る も の であ る 。

口 縁部の 形態 で， 受 口 状 を る も の は 包86の み で， 他 は 直線的 に 外方 に 開 く か，

開 い て 立 ち 上が る か の い ず れか で， 単 口 縁の も の （ 包37 • 77 · 8 1  · 91 · 93 · 10 1  · 1 2 1  � 123 ) か 多

く な る 。 頸部以下の 形状 では， 胴 部 の最大径 を 上半 に と る も の （ 包37 · 10 1  · 120 · 1 2 1 ) と ， 半ば

か ら 下半に と る も の （ 包48 · 55 · 56 · 63 · 75 · 85? ） と か あ る 。 後者は 広 口 壺の流れ を 汲む も の で

あ ろ う 。 底部 ま で接合 し た 資料は 1 1 点み ら れ る が， 上げ底 の 包94 と 剥離 し て 形状が不明 な 包82 を
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除 き ， 他は平底である。 包1 05では木葉痕を有し底部周縁が外方に 張り 出して いる。 包82は焼 成後

の底部穿孔であ る 。

文様は， 広 口 壺の器形の流れを汲むものに 多く描かれる傾向に ある。 これらは 口 縁部も複合口

縁 と なり， 口縁の下端 に 刺 突を主 と した文様を施している。 包55では， だれた向 き の異なる弧文

を 2 段 に 描 き 口縁下端の沈線下に 交互刺 突を施している。 包72 · 75 · 94では， 下端部を縦長の刻

目 間に 原 則 と して 1個ずつ 刺 突していく方法を と る。 ただ包95では 2個刺 突される部分が 1 箇所

みられ， 包94では刺 突されない部分も 多々 ある。 包56 · 74は， 下方からの区切りのなかに 2個刺

突が入るものであるが， 包54の下方からの区切りは幅が広く入りも浅い。 包90 · 92は， 口緑下端

から沈線部にかけ， 刻 目で沈線を含めて 区切る。 包11 8では， 沈線を 引 かずに 複合部の下端 に 斜め

上方から刺 突を列 点 風 に 施して いる。 包86では， これが刻 目 に 近い形状を と る。 口唇部の装飾 に

は， 地文 と 同 じ 原体を回転して 施文するもの （ 包56 · 72 · 77 · 90 · 91 · 93 · 1 01 · 1 21 · 1 22) と ，

沈線を描 き 端部に 刻 目 を施すもの （ 包86 • 94) がある。 包92では 口 縁部半ばに 弧文が短く崩れた

波状沈線が引かれている。

甕形のなかでも頸部がやや長 目 に なる包92では， 前述の波状沈線 と 2 本の平行沈線を描い て い

る。 包90は無文の頸部下 に 同様の波状沈線が施文されて いる。 包37では， 頸部を中心 に 口縁下半

から胴部上半 まで， 平行沈線 と 連弧文 と を組み合わせ て いる。 胴 部上半から半ば に かけ 文様の描

かれるものは 9 点 （ 包35 · 48 · 51 · 56 • 72 · 7 4 · 75 · 85 · 94) あるが， これも器形が広 口 壺の流

れを汲むものに 多く， 頸部から一定幅で胴上半を沈線に よ って 区画し文様帯を表 出して いる。 文

様の 多くは平行沈線や単沈線に よ る弧文を主 と して いる。 地文が施文される資料中縄文を施文す

る包84を除 き 他は附加状や直 前段 多条の縄の使用が多い。 また， 地文を施文せず， わずか に 口緑

部に 刺突文を施す だ け で他は無文 と なるもの （ 包11 8 · 11 9 · 1 25 · 1 26) や， 胴部上端 に 軽い刺突

を列点風に 施すの みでは と ん ど地文のみの土器 （ 包1 20) も混在する。

注 口 包1 03 · 1 04の 2 点である。 包1 03は， 口縁部 と 注口部先端を欠損して いる。 胴径 9 cmの小

振りのもので， 注 口 部は胴上半から斜上方に 3 cm弱延ぴて いる。 文様は， 胴上半を横位の単沈線

で区画し， その間に 頸部に 引 かれた沈線から鉤手状の文様を 2 本 1 組みの沈線で描いて お り ， 地

文は底部に まで及んでいる。 包1 04は， 注 口 部から胴部に かかる破 片で胴部の上位に 横位の沈線が
一 条 引 かれている。

高杯 包1 02の 1 点を確認したのみである。 脚部の破片で， 脚最大径 6 cm, 高さ3 .1 cmを測る。

器内面 に 文様はなく， 内 面の調整はケ ズ リ である。

浅鉢 包99 • 100の 2 点である。 いずれも角 皿形に 近い。 包99は， 器高2.7cm, 推定 口 径1 0cm程

度 と 思われる。 器面 に 文様は施文されず， 底部は上げ底である。 包1 00は， 体部から口縁部を欠損

して いる。 残存高1 . 6cm, 底径11 . 5cmである。 体部下端に は 2 条の沈線が引 かれ， 底部の四 隅は低
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く 盛 り 上が り 脚と な っ ている。

蓋 包236�250 • 398-408の26点である。 この う ち天井部から縁部まで形状が窺い知れるのは，

· 238 · 242 • 245 • 246 · 250の 6 点と数 少 な い。 天井部形態には， 小さく 絞 り 込ま

風になる も の（ 包241 · 250 ) ， 天井部がほぼ平坦で台形状を呈すもの （ 包239 · 243-247 · 406 · 407 · 

408) ， 天井が縁部に向 っ て直線的に 「 ハ」 の字に開 く も の （ 包236 · 237 · 238 · 249) がある。 天

く 立 ち上が り ， 中央部が窪む も の （ 包237 · 238 · 241 · 242 · 249 · 250 ) もみ う けられ

る。 た だこれとは異 な り ， 指頭による押圧が連続的に加えられたた めに， 端部が突出 し た 例 （ 包

249 · 406 · 408) もある。 包238の天井端部は， 短い波状を呈 し ている。 包245 · 246では天井部外

包245で4 個， 包246で8 個付けられ， 突起の 下を細 孔が包245で2 孔， 包246で

4 孔 ( 2 孔 1 組） 対峙 し て穿 た れている。 こ の他細孔を有す蓋が2 点 （ 包237 · 240 ) あるが， 包

品で， 孔 も 焼成後にあけられたもの である。 包408では， 端部

に刻 目 が2 箇所対峙して付けられている。 縁部の形態的特徴には， 平縁のもの （ 包236 · 242 · 245 · 

246 · 250 · 398 • 399 · 400 · 403 · 405 ) ， 場合によ っ ては波頂部に突起を有す大き く 緩やかな 波状

を呈すもの （ 包402 • 403 )， 小波状を呈すもの （ 包238) がある。 包245 · 246は， 複合縁部と な

ている。

文様には， 地文の施文のみで終わるもの （ 包238 · 242 • 249? • 250 · 398? · 399? • 405? ) ， 地文

よる沈線や刺 突 ・ 押圧によ っ て文様を描 く も の （ 包245 • 246 · 400-403 )， 無文のも

の （ 包236) に大別されるが， 天井部に指頭の押圧によ っ て造 り 出 し た凹 凸を文様と し て意識 し て

いる も の （ 包249 · 406 · 408 ) も ある。 包406 では， 天井部にまで地文が施されている。 包244

では， 不明瞭ではあるが布 目 痕様の文様が残 っ て いる。 指頭による凹 凸を造 り 出すものには， 天

井縁部が波状にな る傾 向 がある

器種不明 これまで器種ごとに分類可能な

破片 資料 できな い破片資料につ いて紹介する。

ロ縁部資料は， 包86-89 · 251 - 351 · 353 • 354 ， 頸部か

部資料は， 包 1 34-234 , 脚部資料は， 包98 · 235である。

233は， 取 り 分け 底部に残る痕跡を提示 し た ものであ る。

い て触れてきた が， ここでは器種

包355- 397, 胴部から底

ら底部資料の なかで包 1 71 · 1 73� 

口縁部資料中， 包87 • 251 ~ 266 · 270 ~ 288 · 290 · 292 · 295 · 296 は， 竹管による刺突や刻 目 風

な押圧によ り ， 交互刺 突 状の文様を表出するものである。 この う ち 語義本来の交互刺 突と し て認

められるのは， 包251 · 256 · 257 • 258 • 262 · 263 · 266で， 包256 • 262 では上半に連弧文， 口唇

き刺 し が入 り 内面口 唇下端に沈線か巡る。 包 252~254 · 260 · 270 ~  272 では，

ら側 面を含めて使用するよ う にな り ， 施文方向は斜方向からの施文と

なる。 い ずれも口唇下に崩 れた弧文を描 いている。 包255 • 259 • 261 · 284 · 286~ 288 • 295は，
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下位列の施文法が竹管端部から側面を使った縦長の刻目になるものである。包276・ 277 ・ 280 ・ 282~ 

284 ・ 286 ・ 287は， 口縁半ばに横位の沈線が巡り， 包259・ 275 ~ 277 ・ 284は口唇外面に刻目が入

る。包261では上位にもう 1段交互刺突状の文様が施される。包288は，頸部の 2本の沈線間に小

さな円形刺突を列点状に施している。

包297~ 310 ・ 312 ・ 313 ・ 318は，口縁の複合部下端に沈線を巡らすことによってできた隆帯状の

部分を，竹管の端部から側面を使って刻目を入れ，この範囲のなかに沈線部から隆帯にかかるよ

うに 2個の刺突を施すもので，包303ではこの文様が2段に構成されている。この文様の上には，

横位の沈線を 1条ないし 2条巡らす場合が多い。

包289~291・ 293 ・ 294 ・ 296 ・ 314 ・ 316は，刺突が刻目の間に不規則に入ってくるものである。

包289~291は原則的に刺突は 1個であるが，全く刺突を加えない部分もある。包88・ 293~295 ・ 

314は，刻目間に刺突が1個～ 3個の間で付けられる。包88の区切りは指頭のオサエでできた痕跡

のように幅広い。

包315・ 319~333 ・ 336 ・ 337 ・ 340 ・ 343は，口縁の複合部下端に引いた沈線によって得られた隆

帯状の部分に刺突や押圧を加え沈線を区切っていくものである。これも竹管端部を使って刺突す

るもの（包320・ 321 ・ 323 ・ 324 ・ 330 ・ 340)と，主に側面で押圧し刻目とするもの（包322・ 327 ・ 

329 ・ 331 ・ 332 ・ 333)とがある。包315は，やや幅の広い刻目間の隆帯の中央を下方からわずかに

押上げている。

包339・ 344は，口緑複合部に沈線を引かずに刺突を施すものである。包344は，複合部の下半に

やや下方から竹管の端部を突き刺し， 2列の刺突文を施文している。包339は，上位列に竹管端部

を使った円形刺突を施し，複合部下端にあたる下位列には，竹管端部から側面を使用して刻目を，

上位円形刺突文の中間に位置するように若干斜め方向から施文している。

包259・ 265 ・ 342 ・ 347 ・ 349 ・ 350では，口唇部を削ぎ取って平らな面を作った後，刻目や刺突

を加えている。包347・ 350は， 口唇端部に沈線を引いたあと端部側面に刻目を入れ，沈線間に竹

管端部による刺突を 1個ずつ施している。包259・ 265は，沈線を引いたあと口唇端部に刻目だけ

を施して沈線を区切るものである。包265に比べ包259の刻目間のほうが長い。包262・ 342は端部

に沈線を引かずに刺突文だけを施し，包349は端部側面に刻目だけを加えるものである。包342で

は口唇下にやや横長の瘤状の突起がある。

この他刺突文を有さない資料も含まれている。包267~269・ 341 ・ 345 ・ 346 ・ 348 ・ 351 ・ 353 ・ 

354かこれにあたり，包341・ 348 ・ 351 ・ 353 ・ 354では，口唇端部に地文が施文されるのみで口縁

部外面は無文となる。包346は，平行沈線・連弧文が施文されている。包267~269は，地文のみの

施文となる。

これらの口縁部資料中，受口状口縁を呈すものは 8点（包261・ 274 ・ 277 ・ 278・284・287・297・ 
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315)，波状口縁のもの10点（包 258・ 279 ・ 297 ・ 302 ・ 309 ・ 311 ・ 313 ・ 318 ・ 331 ・ 351)，山形

突起のつくもの 7点（包 258・ 264 ・ 274 • 309 ・ 339 ・ 344 ・ 351)，口唇部に地文を施すもの34点

（包254・ 255 ・ 269-272 ・ 279 ・ 283 ・ 286 ・ 288 ・ 289 ・ 291-293 ・ 295 ・ 297 ・ 304 ・ 306 ・ 310 ・ 312 ・ 

320 ・ 322-324 ・ 326-329 ・ 331-333 ・ 336 ・ 341 ・ 345 ・ 346 ・ 351 ・ 353 ・ 354)である。また，包

256 ・ 261 ・ 262 ・ 265では，内面の口唇直下に横位の沈線を 1条巡らせている。

地文には附加状や寵前段多条の縄を使用する例が多いが，なかに単節縄文のもの（包258・259・

263 ・ 266 • 274 ・ 278)も含まれる。包261・ 274 ・ 277 ・ 278 ・ 284 ・ 287 ・ 297 ・ 315は，内面の調整

痕としてケズリの痕跡を残している。

頸部から胴部までの破片で包352-383・ 396は，地文上に沈線や刺突による文様が描かれるもの

である。包384-393・ 395は地文のみが施文されるもの，包394・ 397は無文のものである。包355~

357は，頸部に連弧文が描かれている。連弧文は，上下 2列逆向きに施文されるが，包355では下

位列の反復幅が上位列に較べて短い。包352・ 356 ・ 368は，交互刺突文が施文されているものであ

る。包352の交互刺突文は，刺突の位置が乱れ隆帯がとぎれとぎれで蛇行していない。包358-364・

371-377 ・ 380は，弧文から変化した文様が描かれるものである。包358・ 359 ・ 374は，文様の縁
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取りの沈線が文様半ばで屈曲する。包362・ 363は，弧文と直線で囲まれる文様の半ばを縦の沈線

によって区切っている。包375では， この文様が左右に分裂している。 包358・ 360 ・ 363 ・ 371 ・ 

372 ・ 380では，弧文と弧文とを結ぶ短いブリッジが入る。包378・ 380は波状文ないし山形文が施

文されている。包381~383は，胴部上半に弧文が描かれるもので，包381では上向きの連弧，包382・ 

383は下向きの弧文となっている。包377の刺突文は，竹管の背により押し引き風に施文されてい

る。包361・ 376では，文様の中点に瘤状の突起が貼り付けられているが，包361の突起の頂点は，

盲孔が 1個開けられている。

施文される地文のなかには，単節縄文のもの（包356・ 367 ・ 371 ・ 374 ・ 377 ・ 381 ・ 389)や附加

状縄文のもの（包369・ 391)が含まれる。包356では胴部の条が縦走している。器面調整で内面に

ケズリ痕を残すものは包357・ 360 ・ 371 ・ 374である。

包134~234は胴部から底部の破片である。この中で単節縄文を地文とするものは 5点（包155・

168 ・ 172 ・ 181 ・ 217)，附加状縄文のもの 1点（包140)がある。器面調整中ケズリは，胴半ばよ

り上位の外面では大変稀であったが，胴部から底部では，特に胴部下端と底部に散見する（包154・ 

155 ・ 170 ・ 190 ・ 194 ・ 202 ・ 213)。また内面に残るもの（包137・ 140 ・ 146)がある。

底部形態では，平底の他に上げ底となるもの（包140・ 146 ・ 176 ・ 201 ・ 203 ・ 209 ・ 213 ・ 217、

220 ~ 227 ・ 229 ・ 230)，僅かではあるが凹底となるもの（包135・ 153 ・ 162 ・ 185)がある。上げ底

になる包220~ 227 ・ 229 ・ 230は，胴部下端と底部周縁に指頭による押圧を加え一種の文様として

いるが，その結果底部周縁が引き出され上げ底となるものである。

底部の外面に痕跡として残るものには，木葉痕（包198・ 207 ・ 208 ・ 212)，網代痕（包211・ 214 ・ 

215)，板目様痕（包142・ 153 ・ 171 ・ 173 ・ 175~181 ・ 183~185 ・ 188 ・ 191~193 ・ 196 ・ 197 ・ 199) 
/23? 

がある。板目様痕はその痕跡から葦類の葉の圧痕かと思われる。これ以外に，蝕旦？では台状に延

びた底部周縁の末端に，竹管端部による刺突と底部に沈線による渦文を施している。包 409・ 410 

には，内面に穀粒の炭化物痕かと思われる黒点が点々と見られる。

脚部資料2点のうち，包98は推定脚径17.4cmと大振りの脚で外面下端の沈線間の帯状の部分に交

互刺突を施し，上位には頂点か屈曲する弧文を描いている。地文には直前段多条の縄を使用し，

内面にはケズリ痕が残る。包235は推定脚径7.2cmと小さなもので，端部に刻目を施している。附

加状縄文を地文とし，内面はナデの調整が施される。 （大越）

石器 （第47~55図図版50~53)

器種は，石鏃・石錐・石匙・石斧．敲石・磨石・凹石・礫器•石核・剥片が確認されているが，

定型石器の数量は少ない。剥片中には微細な剥離痕を縁辺に残すものが多く極力図化に努めた。

石質には，頁岩・凝灰岩・流紋岩•安山岩•砂岩・玉髄の類が見られるが，多用されるのは硬質

頁岩・珪質細粒凝灰岩である。以下，上記石器を各器種ごとに記す。
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第48図 遺物包含層出土石器
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第50図 遺物包含層出土石器 <J 
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第52図 遺物包含層出土石器
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第55図 遺物包含層出土石器

石鎌 包411だけの出土である。包417は，先端部が折損しているため断定はできないが，上

半の両側縁が弯曲し始めていることや，厚味もあることから石鏃の未製品の可能性が考えられる。

包411は，茎の基部に挟りのみを入れ先端を左右に張り出させるアメリカ式石鏃で，基部の両端を

折損している。

石 錐 包412・ 413の2点である。いずれも基部が折損しているため，摘みの存否については

不明である。細い縦長の剥片の両側縁を剥離調整して錐としたものと思われ，身部に若干の反り

かみられる。

石 匙 包414の1点である。縦型の石匙で，摘み部以下の縁辺の両面に浅い調整剥離が連続的

に施されている。腹面左縁から一部稜を潰す剥離調整がみられる。摘み部の袂りは極めて浅く，

摘み部両端の張り出しかほとんど見られない。

ピエス・エスキーユ 包416の1点である。長さ 5cmを超える大型のもので，片縁の一部に自然

面を残す。上下両端の形状は，各々凸縁と凹縁になっており，両端とも縁部に潰れが見られるが，

凹縁の潰れのはうが顕著である。

スクレイパー 包415・ 418~428 ・ 432 ・ 433 ・ 508 ・ 509の16点である。包415は横型の石匙に極
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めて形状が似ているが，摘み部を造る意図が認められないことから本類に含めた。素材の剥片剥

離の際失敗した可能性もある。下端には自然面を残し縁部の剥離調整は片面からの浅い剥離か入

るのみである。両側縁に調整が入る包418・ 420 • 432以外は，主に片縁の細部調整で終っている。

包418の調整は深く片面の端部の一方に潰れがある。包432は，極めて浅い調整が両方向から交互

に加えられている。包508・ 509は，緑辺の大部分に潰れがみられ他のスクレイパーからは区別さ

れる。

石斧 包515~517 ・ 521の4点である。このうち磨製石斧は包515だけで，他は打製石斧であ

る。包521は弥生時代の石鍬で，刃部から下端の両面にかけ磨消が著しい。包517も包521同様，石

鍬になるものと思われる。身・刃部を欠損するもので，上半の両側縁に若干の潰れが見られる。

磨製石斧包515は基部を欠損している。刃部の潰れが著しい。

敲石 包522~525の 4 点である。いずれも縦長の不定形の礫の端部や側緑に敲打痕がみられ

る。包523は挟り込みが 1箇所みられるが，側縁の敲打痕が途切れていることから本来の形態を示

すものではない。

磨石・凹石 包526~533の 8 点である。磨石として使用されているのは包527 ・ 529の2点で，

他は凹部がみられるものである。凹部は，包528・ 533では片面のみ，包530・ 531では，両面と側

面にみられる。磨石は包527の両側縁には敲打痕が残っている。

石核包506・ 507 • 510~ 514 ・ 518 • 519の9点である。包510・ 514 ・ 518 ・ 519は，自然面を

多分に残しているものである。包506・ 512 ・ 513は自然面を残さず全面から剥片剥離を行っている。

特に打面の設定はしていないようである。包511も一部自然面を残しこれらに近い。

剥 片 包428~431 ・ 434~505の75点を図示した。これらの剥片は縁辺に微細な剥離痕や滑ら

かな部分を伴うものを主とする。これらは，図中において各剥片の片面の縁辺に副線を描いて表

した。剥片の形態は様々で統一性がない。微細な剥離や滑らかな部分は，剥片剥離の際の打点部

の残る縁辺には見られない。痕跡の残る縁部の形状は凸緑・凹縁・平緑の 3種に類別されるが，

これは剥片を使用した目的によって部位に相違があったものと思われる。 （大越）

土製品 （第56図図版49)

包534は径3.2cm, 厚さ約 1cmの円盤状土製品である。中央付近に小枝か竹管による圧痕がみら

れ，その脇には籾のような形の圧痕がある。砂を含んだ胎土であり，天王山式土器の胎土よりや

や粗いが似通っている。

包535は器種不明である。匙の一部とも考えられるか‘，左右の開きが大きいため，不明とした。

包536・ 537は匙である。包536は体長6.4cm,幅3.1cm,深さ2.3cm,柄の部分はl.2X1 cmの楕円

形，身の厚さは約 1cmであり，ほぼ完形である。包53'は残存長6.9cm, 幅4.3cm, 深さ2.7cmであ

る。柄の部分は1.1X 1. 6cmの偏平形，身の厚さは約0.7cmである。両者とも胎土は緻密，焼成はや
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や軟質である。

包538・ 539 ・ 540は紡垂車である。包538は径 3cm, 厚さ0.8cm。包539は径2.6cm, 厚さ1.1cm。

包540は径は分からないが，厚さは0.7cmである。包538は地文の上に円形の区画線をつけ，その周

囲に連弧文の文様を施している。地文は片側と側面のみに施されており，単節縄文である。包539

は無文である。包540は前面に単節縄文を施しているが，沈線による文様等は見られない。胎土は

緻密であり，天王山式土器と似ている。

包541・ 542は器種不明であるが，土偶の手や何かの把手になる可能性がある。

包543は独鈷石型土製品である。独鈷石の中央部付近にあたる破片である。残存長6.2cm,幅3.8

cm, 厚さ1.3cm~ 2. 5cmである。砂を多く含んだ胎土であり，焼成は良である。能登遺跡では，遺

構外から独鈷石が出土しているが，それよりは小型のものと思われる。

こ 包534(1-8) 

（西山）
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第56図 遺物包含層出土土製品
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第 5節 その他の遺構と遺物

焼土遺構 SG01~05 （第57図）

今回の調査では全部で5か所の焼土遺構が検出された。遺構の分布状況をみると， 1号焼土遺

構が調査区西側の段丘上平坦面のD5グリッドで検出された他は，すべて 2号住居跡が検出され

た調査区南東側の段丘面で， 3 ・ 4号焼土遺構は住居跡の西側のK8グリッドで， 2 ・ 5号焼土

遺構は住居跡の東側のM7 ・ N 7グリッドで検出されている。遺構の検出された面と調査区内の

基本土層との関連をみると, 1号焼土遺構は LVIIIの地山層上面で検出されているが，他のすべて

は2号住居跡と同じ LIII bの洪水層上面から検出されている。

平面形は不整形を呈するものがほとんどで，大きさもまちまちである。最も大きいものは 2号

焼土遺構で長軸120cm,短軸90cmである。最も小さいのは 1号焼土遺構で長軸50cm,短軸30cmであ

る。平均すると60cm~70cm程度のものが多い。いずれの遺構の焼土も屯ソボソした感じで，検出

面から 6cm~ 8 cmの深さに達しており，底面が堅く焼けているものは見当たらなかった。

遺物は 2 • 4号焼土遺構から少量ではあるが出土している。いずれも検出面からの出土で，土

師器の甕や杯の小破片であるが，共伴関係は明確には分らない。 （熊 谷）
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第57図焼土遺構図
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溝跡

1号溝跡 SDOl （第 3・ 58図図版26・ 30) 

調査区東側， 2号住居跡の東手を南北に横切る溝である。全体の様子はつかめないが，長さ約

33.5m, 幅約60cm-90cmが確認されている。深さは約27cm-30cmで， 2号住居跡と同じく LIIlb

を検出面とする。堆積土は 2層確認され， R,1には焼土粒が混ざっていた。溝底の傾斜であるが，

ほぼ水平であり水が流れるほどの傾斜角度を呈してはいない。

遺物は，土師器（高台付杯・甕），須恵器（甕・長頸瓶），土師質土器である。小破片のため図

示できなかった破片資料として土師器420片，須恵器50片があり，土師器の量が圧倒的に多い。

1溝 2は土師器・高台付椀の脚部であり， N7グリッドー R,1の出土である。脚部の内外面と

も丁寧なロクロナデがされており，見込みはヘラミガキの後黒色処理がおこなわれている。ミガ

キは，横一方向である。

1溝 3・ 5 ・ 6は土師器甕である。 1溝 3・ 5はM9グリッドー堆積土， 1溝6はM8グリッ

ドー堆積土の出土である。 1溝 3は長胴甕の胴部破片であり，内面はハケメ，外面はケズリ調整

を行っている。 1溝 5は外面にタタキ痕を残す胴部下半の破片であり，内面はナデ調整されてい

る。 1溝6も外面にタタキ痕を残す胴部破片であり，内面はヘラナデされている。

1溝4・ 7 ・ 8は須恵

器甕である。 4・ 7はM

8グリッドー堆積土， 8 

はM9グリッドー堆積土

の出土である。 4は肩部

の破片であり，外面にタ

タキ痕を残し， 自然釉が

かかっている。内面は縦

方向のヘラナデ後頸部付

近をカキメ調整している。

7は胴部の破片である。

外面にタタキ痕を残し，

内面はヘラナデによリア

テ具痕を消している。非

常に堅緻な焼成であり，

胎土も緻密である。 8も

+s33 
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A ー 197.l m 上

S30+ 
E24 

＼
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第58図 1 ・ 2号溝跡
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第59図 1号溝跡出土土師器・須恵器・土師質土器

胴部の破片である。外面にタタキ痕を残す。 4・ 7と比べ褐色味を帯びている。 1溝9はM8グ

リッドー堆積土内出土であり，長頸瓶の底部付近の破片である。 1溝 lはM8グリッドー堆積土

出土の土師質土器皿である。器形は体部から口唇部にかけ直線的に開き， 口縁部付近でやや内弯

ぎみになる。調整は内外面ともにロクロナデであるが，見込み中央部付近には見られない。底部

は糸切り・未調整であり，胎土は緻密，焼成は軟質である。

本溝は，調査区東側を南北に横切るものである。底面での傾斜がほとんど見られないことや，

調査区の途中で切れていることから，水路の可能性は低いと思われる。また出土遺物は，ほとん

どが破片であり，その時期は高台付杯や土師質土器から11世紀代と思われる。

2号溝跡 SD02 （第58図）

本溝跡は， 2号建物跡西隣に位置し，全長約3.2m,幅約35cm~45cm,深さ約15cmである。 2号

建物跡P7～応の西側に平行している。底面の傾斜はほとんどなく平坦である。遺物は全く確認さ

れなかった。

2号建物跡に平行していることから，それにともなう溝の可能性も残されている。しかし，明

確な決め手に欠けるため，ここではその可能性があることのみ示しておく。また本遺構の時期，

性格については不明である。
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ピット群（第60図図版12)

本ピット群は 1号建物跡の南側

に位置している。已は長径が40cm,

短径が31cm, 深さが28cmである。

圧は長径が43cm,短径が34cm,深

さが31cmであり，柱穴である。 p3

は短径が32cmであり，巳に切られ

ているため長径は分らない。深さ

は12cmである。 p4は径が19cmの円

形であり，深さは10cmである。 P5

は長径28cm, 短径23cm, 深さ34cm

であり，柱穴になる可能性がある。

凡は長径44cm,短径33cm,深さ15cm

である。いずれも 1号建物跡と同

じLVIlI b層を検出面としている。

遺物の出土は見られなかった。

本ピット群は， 1号建物跡と近

接しているためその新旧関係や性

などがつかめなかったために新旧

関係についてはわからない。また

ひとつの遺構を構成するピット群

とみるのは到底不可能である。

（西山）

十N4 
Wl3 

N4+ 
WlO 

以］シ
瓜》此

P4 P5 

2
 
p
 

QJI

□QJI 
ご）<
P1 

＼
 

P6 

ーz
 

↑十

P1堆積土

格が問題であるが，切り合い関係 1 黒褐色シルト

2 暗褐色シルト（パミス多量含む）

P2 • p3堆積土

1 暗褐色シルト

2 暗褐色シルト（パミス多量含む）

3 暗褐色シルト

第60図 ピット群

〔cミ
A P1 A, B 応 P2 B'C  p4 C' 
ー 200.1 m --- ---200. 1 m --- --- --

200.l m 

E' 
E P6 言
200.1 m 

D P5 D' 
ー200.lm~

゜
1 m 
＇ (1 /40) 

p4堆積土

1 暗褐色シルト（パミス若干含む）

p5堆積土

1 暗褐色シルト

2 暗褐色シルト（パミス若干含む）

P6堆積土

1 暗褐色シルト（パミス若干含む）

遺構外出土遺物（第61~63図図版54・ 55) 

弥生土器

遺構外1・ 2の2点である。双方とも甕形土器の破片である。遺構外 1は，口縁の把厚部下端

に交互刺突文を有している。．口唇部は面取り風に仕上げられ， 口縁形状は緩い波状になるようで

ある。胴部上端には無文帯があり，無文帯以下は平行沈線を境に撚糸文の地文のみとなる。内面

には胴部外面の 2本の沈線に呼応して軽い稜が観察される。調整はナデである。遺構外2の口唇
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第61図 遺構外出土土器・土製品

端部には，刻目が施されている。外面の調整は，頸部に若干ナデが入るものの他はハケメ，内面

は口縁部でナデ・胴部はハケメである。

土師器

遺構外3・5-8の5点である。遺構外3・6-8は杯，遺構外5は器種不明である。杯は，

すべてロクロ成形で，内面ヘラミガキ・黒色処理されている。底部切り離し技法は，底部から体

部下端にかけ全面ヘラケズリされる遺構外6以外は回転糸切りである。遺構外7 • 8の外面調整

は，底部周緑と体部下端に手持ちヘラケズリが施される。遺構外 3の体部外面には伸びやかな書

体で「天」と墨書されている。
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，構[16全慶凰（` 凰`皇［｝，鳳``吼羹 負

こ 21(B~E-1~5) 

こ ‘’ 
24 (8-E-1-5) 『=

~_.,\\ 
_ -9, ― 

t1I 

26 (B~E-1 ~5) 

こ 28 (K-8) こロニ~ 30(B~E-1~5) 

0 5cm O 6cm 
(l / 2) ~ (l / 4) 

第62図遺構外出土石器
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鼻

＼ 

0 5cm 
l I I I I I 

(1 / 3) 

土師質土器

遺構外4の1点である。

ロクロ成形，底部切り離し

は回転糸切りである。やや

大振りの杯で，体部の立ち

上がりは内弯気味に大きく

開いている。

乙 32(J-4) 

第63図遺構外出土石器

須恵器

遺構外9~13の5点である。遺構外9・ 10は杯， 11~13

は甕である。遺構外9は，酸化焔焼成で底部は回転ヘラ切

り後未調整である。遺構外10は，回転ヘラ切り後，底面に

部分的な軽いケズリとナデ調整を加えている。遺構外12は，

両面ともタタキメ，遺構外11は，外面格子目状タタキメ，

内面には同心円状のアテ具痕が残る。さらに両面とも部分的にナデが加えられる。遺構外13は，

外面平行タタキメ，内面八手状のアテ具痕上に両面とも一部ナデが入る。

施釉陶器

遺構外14の 1点のみである。小破片で器種の認定には不安が残るが，一応鳥形瓶類と考えたい。

表面に灰釉が施されているが，一部内面にも孔を伝って釉の垂れがみられる。

土製品

遺構外15とした羽口 1点である。推定径7cm~ 8 cm,残存長8.5cm,厚さ約 2cmで，胎土中に訪

の混入が目立つ。

石器

遺構外16~28・30・32の15点を掲載した。器種には，石鏃・石錐・石匙・石斧がある。この他

主に使用痕あるいは 2次的な細い剥離痕を有する剥片を図示した。

遺構外17・ 18とした石鏃2点は，アメリカ式石鏃で，遺構外17は基部調整に失敗している。遺

構外19・ 20は石錐である。石斧 2点中遺構外30は，弥生時代の石鍬で刃部先端から側縁の下端に

かけ磨減している。剥片中には，スクレイパー風に緑辺を剥離したもの（遺構外22・ 26 • 27)，緑

辺に細い剥離痕を有すもの（遺構外23~25)，挟入部がみられるもの（遺構外28)がある。

石製品

遺構外29とした砥石と，遺構外31の独鈷石がある。砥石は凝灰岩製で，表・裏・側面の 4面を

主な使用面としている。独鈷石は，ブーメラン形に開き，基部には 2条の高まりが節状にみられ

る。先端は小型磨製石斧の刃部のように造り出されている。 （大越）
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第 4表 能登遺跡出土主要弥生土器一覧
（単位： cm)

遺物No. 器種 地点 挿図No. ロ径 底径 器高 最大径 外 面 の 特 徴 内面の調整

包37 甕 I 8 第21図 5 6 4.2 口～胴上文様有地文無 口唇丸 ナデ

包38 壺 I 8 第22図 15 4 23.8 23.8 頸部無文帯胴上半文様有交刺 b 口唇角 口縁突起 ナデ

包40 壺 I 8 第22図 13.0 18 4 33.5 頸部文様地文 ナデ

包41 壺 K 8 第22図 7 2 27.6 21 1 頸部無文帯 ナデ

包42 広口壺 M7 第23図 16.9 6 4 21 1 ロ縁無文頸部文様有交刺 a 口唇角籾痕 ナデ

包43 広口壺 J 8 第23図 26.0 15 5 口～頸部文様有交刺 a 口唇角 口縁突起 ナデ

包44 広口壺 I 8 第23図 15 3 6 0 20.7 口～胴上文様有交刺 a 口唇角 口縁突起 ナデ

包45 広口壺 J 8 第23図 16 0 7 5 口～頸部文様有交刺 b 口唇角 ナテ

包46 広口壺 I 8 第23図 18 4 22.8 口～頸部文様有頸部無文帯口唇角 口縁突起 ナデ

包47 広口壺 I 8 第23図 20 1 17 3 口～胴上文様有交刺 a 口唇角 口縁突起 ナデ・ケズリ

包48 広口壺 I 8 第24図 18 9 15.0 口～胴上文様有 交刺 b 口唇角 ナテ

包50 広口壺 J 8 第24図 16.2 8 3 口～胴上文様有交刺 a 口唇角 ナデ

包51 広口壺 M7 第24図 頸～胴上文様有 頸部無文帯 ナテ

包52 広口壺 I 9 第24図 14.6 8.0 口～頸部文様有 交剌 b 口唇角 ナデ・ケズリ

包53 広口壺 J 8 第24図 12.5 5 6 12 6 口～頸部文様有交刺 a 口唇角 口縁突起 ナデ・ケズリ

包54 広口壺 H 8 第24図 16.6 9 1 口～頸部文様有 交刺 a 口唇角 ナデ

包55 広口壺 J 8 第24図 18.0 5 7 20 0 ロ～頸部文様有 交刺 a 口唇角 ナデ

包56 甕 H8 第24図 22 0 15 1 口～胴上文様有交刺 c 口唇角 口縁突起 ナデ

包57 壺 H9 第25図 17.0 11.4 頸部無文帯 口唇丸 ナデ・ケズリ

包58 広口壺 H 8 第25図 18 4 15 3 頸部無文帯 口唇角 ナテ・ケズリ

包60 広口壺 I 8 第25図 12.5 12 6 15 4 頸部無文帯 口唇角 口縁突起 ナデ

包61 広口壺 I 8 第25図 14.0 6 2 17 3 頸部無文帯 口唇角 口緑突起 ナデ

包62 壺 I 8 第25図 12.4 7.6 頸部無文帯口唇角沈線刻目 口縁突起 ナデ・ケズリ

包63 広口壺 I 8 第25図 13.8 15.2 14.2 口～頸部文様有頸部無文帯交刺 d 口唇角 口縁突起 ナデ

包64 広口壺 H9 第25図 15.0 15.4 口～胴上文様有交刺 ab 口唇角 刺突 ナデ・ケズリ

包65 広口壺 J 8 第25図 14 8 8.6 頸部無文帯 交刺 a 口唇角 ナデ

包66 広口壺 J 8 第25図 20 0 11.8 口～胴上文様有 交刺 d 口唇角 ナデ

包67 甕 H9 第26図 15 9 6.8 頸部文様有 口唇角 ナデ

包68 I 9 第26図 12 2 5.5 口～頸部文様有交刺 a 口唇丸刻目 ナデ

包69 広口壺 J 8 第26図 13 8 13.5 14 1 口～胴半文様有交刺 ab 口唇角 瘤状貼付 ナデ・ケズリ

包70 広口壺 J 8 第26図 16 4 7 0 口～頸部文様有 交剌 a 口唇角 ナデ

包71 広口壺 I 8 第26図 16 6 15 2 口～胴上文様有交刺 a 口唇角 口縁突起 ケズリ

包72 甕 I 9 第26図 17.2 13 7 口～胴半文様有交刺 ab ナデ

包73 広口壺 M7 第26図 14.8 11 5 16 0 口～胴半文様有頸部無文帯交刺 a ナデ

包74 甕 I 8 第26図 18 6 20.7 口～胴上文様有交刺 b 口唇角 口縁突起 ナデ・ケズリ

包75 甕 I 8 第27図 13 0 10.0 口～胴半文様有胴上無文帯交刺 ab 口唇角 ナデ

包77 甕 L7 第27図 12 2 9 8 口～胴上無文帯 口唇角 ナデ

包78 H9 第27図 13 0 6.3 口～頸部文様帯 口唇角 ナテ・ケズリ

包79 壺 I 8 第27図 12 1 16 0 15 6 口～胴半文様有 ナデ

包80 空ギ M7 第27図 6 7 13 9 13 3 胴上文様有 ナデ

包81 甕 I 9 第27図 10.8 10 4 胴上半文様有 口唇丸 ナデ
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（単位： IOcm) 

．
 

• 

包82 甕 I 8 第27図 9.7 7.1 胴半文様有 ナデ

包83 壺 M7 第27図 13.5 7.1 18.5 15 3 頸部無文帯口唇角上底 ナデ

包85 甕 I 9 第28図 15.0 12.2 口～胴半文様有 口唇沈線刻目 ナテ‘‘

包87 甕 I 8 第28図 24.3 6.3 口～胴上文様有胴上無文帯口唇角 口緑突起 ナデ

包88 I 8 第28図 22 8 3.5 口～頸部文様有交刺 c 口唇角 口縁突起 ナデ

包89 I 8 第28図 19.4 4.9 口縁部文様有 交刺 c 口唇丸 ナデ

包90 甕 H8 第28図 18.7 8.4 19.2 頸部無文帯交刺 d 口唇角 口緑突起 ナデ

包91 甕 M7 第28図 22.0 11.0 頸部下文様有 口縁無文 口唇丸 ナデ

包92 甕 H 9 第28図 21. 0 9.5 口～頸部文様有交刺 d 口唇角 ナデ

包93 甕 I 10 第28図 14.6 10.3 口縁無文 口唇角 ナテ‘‘

包94 甕 I 8 第28図 19.2 6.7 20.8 口～胴上文様有頸上無文帯交刺 ad 口唇沈刺上底 ナデ

包97 甕 J 8 第29図 15.6 26 6 胴上半文様有 ナデ

包101 甕 J 8 第29図 16.4 10.3 口縁無文 口唇角 ナデ

包103 注口 H 9 第29図 2 3 5.6 8.3 胴上半文様有 ナデ

包105 甕 I 8 第29図 8.2 20.0 19.1 底部周縁張出 底部木葉痕 ナデ・ケズリ

包106 壺 I 8 第30図 24.3 16.7 25 7 口～胴上文様有頸部無文帯交刺 b 口唇角 ナテ‘‘

包107 壺 I 8 第30図 16.0 12.4 口～頸部文様有交刺 b 口唇角 ナデ

包111 壺 L7 第30図 13.2 9.8 頸部文様有 口唇角 口縁突起 ナデ

包112 壺 I 9 第30図 10.2 6 3 口縁文様有交刺 ab 口唇丸 ナデ

包113 壺 L 7 第30図 12.3 7.7 口～頸部文様有交刺d 口唇角 口縁突起 ナデ

包118 甕 M7 第31図 19.0 14.9 ロ縁の刺突を除けば無文 口唇角 ナデ

包120 甕 I 8 第31図 13. l 5.6 i7.l 13.7 胴上部に刺突はあるがほとんど地文のみ 口唇角 ナデ

包121 甕 I 8 第31図 18.0 21.1 口～胴地文のみ 口唇角 ナデ

包122 甕 I 8 第31図 10.2 5.7 11.6 頸部文様有交刺 d 口唇丸片口 ナデ

包123 甕 I 9 第31図 11.4 7.0 12 4 口縁無文 口唇角 ナデ

包124 甕 L7 第31図 17.0 7.3 口唇に撚糸文 口緑・頸部無文 口唇角 ナデ

包125 甕 M7 第31図 15.0 9.5 19.6 無文口唇丸 ナデ・ケズリ

包126 甕 J 8 第31図 8.1 5.2 8.4 無文口唇丸 ナデ

包127 壺 J 8 第32図 5 1 9 0 8.2 頸部無文 ナデ

包128 壺 L5 第32図 5.8 6.5 ナデ

包129 壺 H 8 第32図 5.1 7.8 7.2 頸部無文 口縁下刺突列片口 口唇丸 ナデ

包130 壺 J 9 第32図 5.0 6.7 6 1 胴上半文様有 ナデ

包131 壺 I 10 第32図 7.4 5.4 胴上半文様有 ナデ

包132 広口壺 M7 第32図 9.6 5 7 9.4 ロ縁無文胴上半文様有片口状 口唇丸 ナデ・ケズリ

包133 壺 M7 第32図 5.4 10 0 7.4 胴上半文様有 ナデ

包236 蓋 I 9 第37図 無文縁端丸 ナデ

包238 蓋 I 8 第37図 天井端・縁端波状縁端角 地文のみ ナテ‘̀

包242 蓋 J 8 第37図 縁端角 地文のみ ナデ

包245 蓋 I 8 第37図 文様有天井突起有 天井孔2 交刺 b 縁端角 ナデ

包246 釜 I 8 第37図 文様有天井指頭突刺 天井孔4 交刺d 縁端丸 ナテ‘’

包250 蓋 I 9 第37図 地文のみ 縁端部角

交刺：交互刺突の略，交刺 a:上下の刺突が1: 1, 交刺 b:下の刺突間に上の刺突が 1~ 3入るもの，交刺 C : bの刺突が指頭の押

圧に変わるもの，交刺 d:下の刺突のみのもの。
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第5表遺物包含層出土石器一覧

番号 挿図 器種 長cm 幅 cm 厚 cm 重 g 石質 番号 挿図 器種 長cm 幅 cm 厚 cm 重 g 石質

包411 47 石鏃 2 6 1.5 0.5 1.6 珪質凝灰岩 包453 49 剥片 4.7 3.2 1.3 14.3 凝灰質頁岩

包412 47 石錐 3.0 0.7 0.4 0.8 流紋岩 包454 49 剥片 3.1 4.3 0 7 9.0 珪質凝灰岩

包413 47 石錐 3.7 0.9 0.7 2 6 流紋岩 包455 49 剥片 3.7 4.6 1.2 13.4 硬質頁岩

包414 47 石匙 5.2 2.8 1.0 11.4 硬質頁岩 包456 49 剥片 5.7 4.7 1.1 27 3 硬質頁岩

包415 47 石匙 5 3 3 2 0.9 15.8 硬質頁岩 包457 49 剥片 4 7 4.2 0.8 16 2 流紋岩

包416 47 楔形石器 5 9 4 7 1. 7 52.8 硬質頁岩 包458 49 剥片 9 2 4.3 1.5 39 3 凝灰質頁岩

包417 47 剥片 2.6 1.6 0 7 3.2 珪質凝灰岩 包459 49 剥片 7 5 4.9 1. 7 47 6 硬質頁岩

包418 47 剥片 2.8 1.8 0.6 3.2 凝灰質頁岩 包460 49 剥片 6.2 5 7 0 9 27.4 硬質頁岩

包419 47 剥片 2.8 1.8 0.8 2 2 凝灰質頁岩 包461 49 剥片 6.2 6 1 1.4 47.7 珪質岩

包420 47 剥片 2 4 2.6 0 6 3.3 硬質頁岩 包462 49 剥片 5.9 5.7 1.0 35.3 硬質頁岩

包421 47 剥片 2.4 2.0 0.4 2.1 凝灰質頁岩 包463 49 剥片 5.6 6.2 1.3 37.3 流紋岩

包422 47 剥片 3.7 2 5 0.8 6.3 珪質岩 包464 49 剥片 5.3 6.5 2.1 71.0 凝灰質頁岩

包423 47 剥片 4.0 2.2 0 7 5.1 珪質凝灰岩 包465 50 剥片 2 9 3.1 0.7 4.5 凝灰質頁岩

包424 47 剥片 2.7 2 0 0 6 2.3 硬質頁岩 包466 50 剥片 3 3 4.0 0.6 7.8 硬質頁岩

包425 47 剥片 3.8 3.3 0 9 7.9 硬質頁岩 包467 50 剥片 4 3 3.5 0 9 12.3 硬質頁岩

包426 47 剥片 4.3 3 7 1.2 15.4 流紋岩 包468 50 剥片 3.6 2;.5 0 6 4.9 硬質頁岩

包427 47 剥片 2.3 1. 9 0.4 1.8 硬質頁岩 包469 50 剥片 2 8 2.7 0 5 3.4 凝灰質頁岩

包428 47 剥片 5.1 1. 9 0.7 8.0 硬質頁岩 包470 50 剥片 5.8 4 0 1.0 24.3 硬質頁岩

包429 47 剥片 4.0 2.2 0 7 4.7 硬質頁岩 包471 50 剥片 3.0 5.8 1.2 16.9 硬質頁岩

包430 47 剥片 6 7 3.1 0.7 11.0 凝灰質頁岩 包472 50 剥片 4.5 2 4 1 4 6 9 珪質凝灰岩

包431 47 剥片 6.2 3.0 0.9 17 6 珪質凝灰岩 包473 50 剥片 3.8 3 3 1.6 9.8 硬質頁岩

包432 47 剥片 4 9 3 2 0.6 11.5 硬質頁岩 包474 50 剥片 4.5 4.4 1 1 16.0 珪質凝灰岩

包433 48 剥片 6.6 2.4 0.7 11.4 硬質頁岩 包475 50 剥片 5.4 3.7 1.0 18 0 流紋岩

包434 48 剥片 6.5 3.2 0.8 15.5 流紋岩 包476 50 剥片 6.4 4.6 0.7 14.2 硬質頁岩

包435 48 剥片 3.9 2 3 0 7 6 9 凝灰質頁岩 包477 50 剥片 5.1 5.1 0.8 18 7 流紋岩

包436 48 剥片 4會1 2.1 0 6 4.5 珪質凝灰岩 包478 50 剥片 7.1 4.2 2.2 48.9 珪質i疑灰岩

包437 48 剥片 2.6 1 3 0 5 1.2 凝灰質頁岩 包479 51 剥片 3 8 2 0 0.4 3.7 硬質頁岩

包438 48 剥片 2 9 1.5 0.5 2.1 珪質凝灰岩 包480 51 剥片 3 1 4.4 0.8 8 7 珪質l疑灰岩

包439 48 剥片 2.5 2.9 0.5 3.4 硬質頁岩 包481 51 剥片 3.9 4.2 0.6 8.2 硬質頁岩

包440 48 剥片 2.8 2.3 0.7 3 2 珪質凝灰岩 包482 51 剥片 4.8 3.7 0.8 13 3 硬質頁岩

包441 48 剥片 3.7 2.7 0.6 5.1 珪質凝灰岩 包483 51 剥片 4.0 2.7 0.9 12.2 硬質頁岩

包442 48 剥片 5.1 2.9 1.0 9.5 流紋岩 包484 51 剥片 3 2 3 5 1.2 13.7 硬質頁岩

包443 48 剥片 2.5 3 3 1.1 4 7 珪質i疑灰岩 包485 51 剥片 4 0 3 7 0.7 6 5 硬質頁岩

包444 48 剥片 2.8 4.0 0.7 6.6 硬質頁岩 包486 51 剥片 4.9 3.4 1. 3 20 7 凝灰質頁岩

包445 48 剥片 5 1 1 6 0.7 4 0 硬質頁岩 包487 51 剥片 2.9 3 2 1 0 6.9 珪質凝灰岩

包446 48 剥片 4.1 4.3 1 5 19.6 珪質凝灰岩 包488 51 剥片 3.6 3.4 0.6 8.0 珪質凝灰岩

包447 48 剥片 5 5 2.2 1.0 12 5 硬質頁岩 包489 51 剥片 3.6 2.8 0.4 3.6 硬質頁岩

包448 48 剥片 4 9 3 2 1 0 11.4 珪質岩 包490 51 剥片 3.1 3.8 1 1 10 4 珪質凝灰岩

包449 48 剥片 4 3 3 3 0.7 11.8 硬質頁岩 包491 51 剥片 4.9 3.0 1.1 15 0 硬質頁岩

包450 48 剥片 6.2 2.7 106 18.5 珪質凝灰岩 包492 51 剥片 4.4 3.4 0.9 11. 9 硬質頁岩

包451 49 剥片 4.4 3 2 0 8 9.7 硬質頁岩 包493 51 剥片 4 2 2 9 0.7 8 4 凝灰質頁岩

包452 49 剥片 4.5 3 4 0 6 9.0 凝灰質頁岩 包494 51 剥片 5 0 5 4 1.2 20.5 硬質頁岩

畢

．
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第 2章遺構と遺物

鼻 番号 挿図 器種 長 cm 幅 cm 厚cm 重 g 石質 番号 挿図 器種 長 cm 幅 cm 厚cm 重 g 石 質

包495 51 剥片 6 3 4.0 0.7 13.2 珪質岩 包523 54 敲石 17.7 7.2 3 5 570.0 硬質砂岩

包496 52 剥片 4 7 4 5 0.6 12.0 硬質頁岩 包524 54 敲石 12.1 4.7 4 2 350.0 砂岩

包497 52 剥片 3.2 3.8 0 9 9.3 硬質頁岩 包525 54 敲石 7.7 7.0 3.2 240.0 安山岩

包498 52 剥片 3.5 4.0 0.7 11.4 流紋岩 包526 54 凹石 9.9 6.5 3.9 188.4 細粒凝灰岩

包499 52 剥片 3 4 4.8 0.7 12 5 硬質頁岩 包527 54 凹．磨石 10.2 8 1 4.3 500.0 安山岩

包500 52 剥片 5 3 3 1 1. 7 22.l 硬質頁岩 包528 54 凹石 15 8 12.3 5.0 700 0 細粒凝灰岩

包501 52 剥片 4.8 3.7 1.0 16.8 珪質凝灰岩
| l 包529 55 凹．磨石 11. 2 8 6 6 1 850.0 安山岩

包502 52 剥片 5.9 2 4 0 8 11.0 流紋岩 包530 55 凹石 13.4 7 9 6 0 840.0 石英安山岩

包503 52 剥片 4.2 6.8 1.3 21.6 珪質漉灰岩 包531 55 凹石 16.7 12 0 10. 5 1.550 細粒凝灰岩

包504 52 剥片 7 0 4.1 0.7 23 6 硬質頁岩 包532 55 凹石 11 4 10.6 5.3 830 0 石英安山岩

包505 52 剥片 5.8 6.1 1.6 57.6 珪質凝灰岩 ，包533 55 凹石 11.0 8.8 2.1 250 0 石英安山岩

包506 52 石核 3 2 3 9 2.3 30 7 珪質凝灰岩 外16 62 石鏃 2.1 1.6 0.4 I 0 玉髄

包507 52 石核 4.3 6.6 3.3 108.8 珪質凝灰岩 外17 62 石鏃 2.3 1 4 0.4 0.9 硬質頁岩

包508 53 掻器 5.8 4.4 2.1 56.8 流紋岩 外18 62 石鏃 2.8 1 5 0.5 1.8 硬質頁岩

包509 53 掻器 5.4 4.7 2.5 68 3 珪質凝灰岩 外19 62 石錐 2.5 0 9 0 5 0.7 珪質凝灰岩

包510 53 礫器 6.8 7.1 4.3 178.6 珪質凝灰岩 外20 62 石錐 2.2 1.5 0 4 0.9 珪質凝灰岩

包511 53 石核 5.7 6.4 5.2 270.0 珪質岩 外21 62 石匙 6.1 3.7 0.7 16.4 珪質凝灰岩

包512 53 石核 5.9 5.1 4 2 129.0 珪質凝灰岩 外22 62 剥片 3 4 2 6 0.8 6.8 硬質頁岩

包513 53 石核 4.5 7 7 4 6 113 6 珪質凝灰岩 外23 62 剥片 4.2 2 1 0.3 2.6 珪質i疑灰岩

包514 53 石核 10.2 4.8 3.7 199 5 珪質凝灰岩 外24 62 剥片 4 8 3.2 0.7 12 2 硬質頁岩

包515 53 石斧 6.5 3.8 2.3 93 4 珪質岩 外25 62 剥片 3.3 5 9 0.8 9.6 硬質頁岩

包516 53 石斧 10.3 5.7 2.8 250.0 珪質1疑灰岩 外26 62 掻器 4.9 2.5 1.0 9.3 硬質頁岩

包517 53 石斧 9 6 5 8 2.1 171.l 珪質1疑灰岩 外27 62 掻器 4.8 3 1 0.7 11.5 珪質凝灰岩

包518 54 石核 11.4 10.7 7.2 730.0 珪質1疑灰岩 外28 62 扶入石器 4.3 3 9 1.1 21.6 珪質凝灰岩

包519 54 石核 14.3 19.2 7.0 1.060 珪質蹂灰岩 外29 62 砥石 3.7 3.4 3.3 23.8 細粒凝灰岩

包520 54 石斧 9.7 10 1 2 1 350.0 輝緑岩 外30 62 石斧 14.3 9.8 3 2 530.0 珪質凝灰岩

包521 54 石斧 17.6 10.5 3.1 540 0 珪質凝灰岩 外31 63 独鈷石 25.1 5.0 3.3 370.0 砂質凝灰岩

包522 54 敲石 12.3 6.2 4.9 430.0 頁岩 外32 63 石斧 8.9 6.0 2 1 108.0 珪質凝灰岩
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第6表 能登遺跡出土土師器・土師質土器一覧 （単位： cm)

遺物No. 器種 出土層位 挿図No. ロ径 底径 器高 遺物No. 器種 出土地点 挿図No. ロ径 底径 器高 嶋

1住12 甕 第7図 15.4 8 4 14 2 1坑 3 皿 k'. 1 第18図 11.0 

1住13 甕 第 7図 16.0 12.6 1坑4 皿 第18図 11.0 5 6 2.3 

1住14 長胴寝 第 7図 6.8 4.0 1坑 5 皿 ,e 1 第18図 10.6 4.8 2.0 

1住15 甕 第 7図 8.0 6 5 1坑 6 皿 .e 1 第18図 10 0 2.0 

1住16 甕 第 7図 18 8 5.6 2坑 1 皿 第18図 8.6 3 6 1 9 

2住8 甕 第12図 14 0 5.0 1溝 1 第59図 12.4 5.8 3 0 

2住9 甕 ,e 2 第12図 13 6 6.0 1溝 2 第59図 8 0 2.1 

2住10 甕 第12図 15 0 13.7 遺構外 3 杯 L 8, L 1 第61図 17.0 6 l 

2住11 甕 第12図 12.8 6 5 12.6 遺構外4 杯 L 1 第61図 15 6 6 0 4.0 

2住12 甕 第12図 8.8 31.3 遺構外6 杯 L 1 第61図 5 0 1. 7 

1坑 1 皿 ,e 1 第18図 15.0 遺構外7 杯 L 1 第61図 5 0 

1坑 2 皿 {'. 1 第18図 10.6 遺構外 8 杯 第61図 6.0 

第7表能登遺跡出土須恵品一覧 （単位： cm)

遺物No. 器種 出土層位 挿図No. ロ径 底径 器高 遺物No. 器種 出土地点 挿図No. ロ径 底径 器高

1住 1 杯 .e 3 第 7図 13.9 7.8 3.6 1住20 双耳杯 .e 3 第 8図

1住2 杯 第 7図 14.1 8 6 4.1 1住22 長頸瓶 Q 2 第 8図 11 2 27.0 

1住3 杯 第 7図 14 0 8.8 3 9 2住 1 杯 Q 1 第12図 13.5 7 4 3.9 

1住4 杯 第 7図 13 6 8.5 3.7 2住2 杯 .e 2 第12図 13.6 6.8 3.9 

1住 5 杯 床直 第 7図 13.6 7.9 3.5 2住3 杯 l'. 3 第12図 14.0 7.6 4.3 

1住 6 杯 第 7図 13.4 8.1 3.7 2住4 杯 Q 2 第12図 14.6 9, 4 3.7 

1住7 杯 第 7図 12 8 8.7 3.5 2住5 蓋 £ 2 第12図 2 9 

1住8 杯 第 7図 14 0 8.9 3 7 2住 6 杯 f 1, f 2 第12図 14.1 9.0 5 4 

1住 9 蓋 第 7図 15 2 4.0 2住7 高台杯 t 2 第12図 13.9 9.2 4.5 

1住10 士空 第 7図 14.0 遺構外9 LI 第61図 7.2 1.8 

1住11 多耳瓶 I! 2 第 7図 9.3 遺構外10 杯 LI 第61図 13.2 8.1 3.5 

1住18 横瓶 第 8図 13 5 24 1 遺構外13 甕 第61図

1住19 鉢 第 8図 37.4 18 0 遺構外14 第61図
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第 3章まとめ

第 1節 弥生時代の遺物について

本期に属す遺物には，弥生土器・石器・土製品がある。これらは，主に調査区中央束よりに位

置する遺物包含層より出土している。遺物包含層には，縄文土器や本期に先行する弥生土器が僅

かに散見するが，この天王山式期の土器群が最も新しい時期の遺物である。遺物包含層は，黒色

シルトを主体とする単一層で，限定された時間帯の中で遺物が包含された可能性が高いと考えら

れる。また， これらの土器は崖面上方から流れ込んでおり，上位の平坦地に遺構群が存在したと

推定されるが，すでに削平され該期の確実な遺構群は検出されなかった。ただ， 1号掘立柱建物

跡とした遺構は， 2号掘立柱建物跡よりも掘形の規模が小さく，間尺も短いことから，該期の住

居跡を構成する柱穴群の可能性を残していると考えられる。

さて，すでに遺物の出土状況やその特徴については，第 2章第 4節において種類や器種ごとに

述べてきたところである。従って，ここでは紙数の制限もあり今回の調査で最も多量に出土した

天王山式期土器の特徴のいくつかについて触れるのみとする。

土器組成について

天王山式期の土器群を構成する器種には，壺・広口壺・甕．蓋・注ロ・浅鉢の 6種が確認され

たが，これに蓋を除く他の 5種の中から器高10cm前後に満たない小型の土器を独立させ，新たに

器種構成の中に加えるとすれば7種になる。また包97とした土器のように，一応甕形としたが普

遍的な甕形とは異なり，瓢形の胴部を極端にだぶつかせた形態をとるものもある。さらに小型土

器もしくは法量的に小型土器に近いものの中には，器種如何に関わらず片口の形態をとるものが

ある。上記の器種中，量的に最も多数を占めるものは広口壺である。広口壺は，頸部の開閉度に

よって，壺形に近いものから甕形に近いものまで種々様々である。恐らく甕形に近い形態をとる

もののなかには，甕形同様煮炊器として使用されたものも含まれると思われる。

文様について

本土器群に施文される文様は，地文（単節縄文・撚糸・附加状・直前段多条）と，主に竹管を

施文具として刺突や沈線を多用し交互刺突文や弧文・曲線文・波状文・山形文などを描き，さら

に場合によっては磨消文や瘤状の貼付け文を組み合わせて構成している。

地文は各器種とも大半の土器に施されるが，甕や蓋の一部に無文の土器も混在する。また地文
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が施されるもののうち単節縄文を地文とするものは少ない。該期の地文の特徴としてあげられる

縦走縄文が施文される資料は微々たるもので，僅か包356に見られるのみである。施文される範囲 。

は，口縁部から胴・体部下端までを対象とするが，意図的に壺や広口壺の頸部を施文せず無文帯

とする場合もある。まれに口縁内面に地文を施すものもある。これは図示できなかった破片資料

であるが，施文後ナデによって多くの部分を磨消している。

文様帯の多くは，壺・広口壺・甕の口縁部から胴部上半にかけて展開する。壺・広口壺では，

ロ縁部・頸部・胴上半部の 3部分に分けてみることが可能である。甕は頸部として長めの領域が

ないため，壺・広口壺でいう頸部文様帯は，胴上半にまで及ぶことになる。ただ文様帯が顕著に

描かれる器種はといえば，相対的に見て広口壺とした一群である。しばらく広口壺の文様構成を

中心に見てみる。

ロ縁部文様帯は，横走する沈線や弧文，主として複合部下端に施される交互刺突文及びそれに

類するもので構成されるか， まれに複合部下端に指頭による押圧を加えるものもある。

頸部文様帯は，上下を横走する沈線で区画し，内部に弧線や不整三角形・眼鏡状の枠取りをし

た文様を描き，場合によっては磨消文を援用しながら全体の図案を表出している。むろん区画し

た内部を無文とするものや，地文のみの施文で終わっているものもある。また中央に振幅の緩い

一条の波状沈線（包64)や，刺突による列点文を加えた 2本の並行沈線文を巡らしただけ（包81)

の簡素なものもある。上下の区画に用いられる沈線には，単沈線と並行沈線との 2種があるが，

後者の場合には交互刺突文を伴う場合が多い。

胴部上半の文様は，頸部文様帯の下端に沿って施される例が多い。下向きの連弧文が主に用い

られるが，他に上向きの連弧文（包47・ 63) も用いられることもある。

壺とした包38は，胴部上半に文様帯が認められる例である。頸部を区画する沈線に沿う下向き

の連弧文の下に蕨手状渦状文を横展開させている。包369・ 370も壺形になると思われる。包38同

様蕨手状渦状文を展開させているが，包369では渦状文下部に文様帯の区画として並行沈線を巡ら

しているようである。この 3点の頸部は，包38・ 370が無文，包369では地文のみの施文で，特に

沈線や刺突による文様は描かれない。

甕の胴部文様帯は， 1段のみで終わる場合と 2段に及ぶ場合（包71: 75) とがある。包75の文

様帯は 1段しか描かれないが，上位に無文帯がありこれを含めて 2段とした。いずれも原則とし

て上下を沈線で区画しているようである。そして，下段の沈線下には下向きの連弧文や連弧文崩

れの波状文が描かれるものが多い。文様は，広口壺の頸部文様帯に描かれる文様とほぼ類似する

ものが多いが， 2段構成をとる包72の下段の文様は下向き弧文を基本としながらも弧文の両端を

内側に巻き込んだ図柄が施文されている。また包81は，刺突による列点文を伴う並行沈線文が間

隔をもって横位3段に施文され一つの文様帯を構成している。
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鼻

これまで口縁部から胴部上半にかけ施文される文様を，各器種や部位ごとに概観したが，

以外に装飾的効果を持つ文様要素として，

これ

で突き刺し， 文様とするもの（包220-230)がある。

を残す場合がある。

持っており，

また，

主に壺・甕類になると思われる胴部下端に指頭の先端

これには，指頭を突き刺した際窪みに爪形

この手法を行うことによって底部の周辺を若干外方に引き出す効果も

その結果端部は波状を呈すことが多い。

さて， 文様要素の中で交互刺突文や沈線によって描かれる図柄などは，該期の時期判定の基準

としては欠かすことのできないものである。 しかしながら当遺跡の土器群の文様の表出は一様で

はなく幾つかの種類が見られることから， その代表的な資料の文様を部分的に抜粋して見た（第

64 ・ 65図）。第64図では口縁の複合部下端の交互刺突文を，第65図は主に頸部や胴部上半に描かれ

る文様帯について各々まとめてみた。

まず始めに第64図に模式化した交互刺突文である。 これは頸部あるいは胴部上半の文様帯を画

す並行沈線間や口縁複合部下端に多用される文様である。頸部から胴上半への施文法は， 比較的

平坦な面に 2条の並行する沈線を横走させ， その間の隆帯状になった部分の上下を刺突し直線的

な隆帯状の部分を細かな波状とするものである。 これに比べて口縁部では，複合部下端に横走す

入し

,̂ 
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包42 包38

包69

包44

包52

包54

包97

包47

包71

包72

包74

包43

包79 包258

包56 包284

第65図 弧文の変化と展開
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る1条の沈線を巡らし，端部の隆帯風になった部分の上下に刺突を加えていくが，この場合上位

の刺突に比べ下位の刺突は，施文工具の側面の使用幅が長いため，つまり端部で突き刺し側面で

押上げ気味に押圧し縦長の窪みを作るために隆帯状の部分を細かく区切ることになり，隆帯状の

部分の端面が連続した波状を描かないことになる（包47・ 70 ・ 115)。これには突き刺すよりも側

面で押圧する動作を主として，隆帯状の部分を区切る場合も含まれる（包43・ 94)。ただし側面の

作用が短く終れば隆帯状の部分の端面は連続し波状を描くことになり，前者により近い施文手法

となるが，例は（包65)少なくどちらかといえば隆帯状の部分を波状にすることよりも交互に刺

突することに主眼がおかれているといってよい。

また，口縁複合部下端に上下をずらし 1個ずつ交互に刺突するもののほかに，交互刺突を基調

としながらも幾つかの変化形がある。それは下位列の刺突の間に上位列の刺突を 2~3個複数施

すもの（包38・ 64 ・ 69 ・ 106 ・ 300)や，上位列に刺突が加わらず下位列の刺突のみで終わるもの

（包44・ 94 ・ 317)，沈線を引かず交互刺突文を施文するもの（包117)，沈線を引かず下位列の刺

突のみで終わるもの（包118)，隆帯状の部分に列点文しか施さないもの（包131)，下位列が刺突

に変わり指頭の押圧になりその間の上位列に刺突を施すもの（包88・ 89)がある。下位列の刺突

のみで終わる包317は，やや長い刺突間の隆帯状の部分の下位中央を僅かに押上げることによっ

てあたかも上位列に 2個の刺突があるように見せかけている。

次に頸部ないし胴上半部に施文される文様帯であるか，第65図に図示した文様中包38・ 69をと

りあえず除き他の文様， とりわけ上下の境界内に描かれる文様は，すべて 2重連弧文の系統で理

解されると考えられる。包42は，単純な 2重連弧文で円弧を上下に対峙させるものであるが，包

44 ・ 52 ・ 54 ・ 97では， 2重連弧文の形を残しながらも連弧を結ぶ短いブリッジ状の弧線や，連弧

文の内線の中央と対峙する境界線側を小さく張り出させるラインや，そこを結んでしまう縦の 2

重沈線が加えられる。包71では，連弧の内線が眼鏡状の枠取りを呈し，上下の外線が連結して不

整の三角形の枠取りとなり，先にブリッジ状に現れた弧線が伸びてやや大きくなっている。包47・ 

74では，連弧の外線が連結独立し眼鏡状の枠取りとなる。包79・ 258は，内部の三角文が小さく退

化している。包72・ 284もこのあしらいに近い。包56では，連弧の外線に当たる部分で構成される

文様が喪失し，磨消部で占められ，眼鏡状の枠取りも左右に別れかかっている。包284文様帯の境

界線の内線は不規則で小さく短い振幅を描いているが，これは包43からの流れで追えそうである。

以上，交互刺突文と連弧文の種類や変化について述べてきた。現在のところ双方の文様におけ

る種類や変化の様相を，文様の展開と変様といった変遷過程としてとらえたい。しかしながら，

一個体の土器に同時に施文される 2種の文様要素の組み合わせは，必ずしも直線的な変遷過程を

追えるものではない。今回は，この 2種の文様の説明を最後とし，これから派生する問題は他の

属性の検討も踏まえたうえで今後の課題としたい。 （大越）
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第 2 節奈良•平安時代について

能登遺跡からは奈良•平安時代に属する良好な一括資料が出土している。これらの土器を理解

するためにも，会津地方における同時代の資料を集成し，その変遷について考えてみた。現段階

では，資料に欠けるところも多いが，本地方の歴史を考える上からも必要な基礎的作業と思われ

る。まずは会津地方の窯跡の資料の変遷を推定し，それを基準として会津地方の消費地遺跡出土

土器の変遷を明らかにし，能登遺跡出土土器を位置付けたい。そして最後に奈良•平安時代の能

登遺跡の性格について触れたい。

東北地方における奈良•平安時代の土器研究としては，氏家和典（氏家： 1957)，岡田茂弘・桑

原滋（岡田・桑原： 1974)，白鳥良一（白鳥： 1980)らの優れた研究がある。ここでは，須恵器の

杯の法量と製作技法に着目した岡田・桑原の論稿に従い，底部切り離し技法ではヘラ切り（静止

糸切り）から糸切りへ，ケズリ調整技法としては有から無へ，法量では底部が小さくなる変遷の

方向で考えていこうと思う。元来，福島県は浜通り・中通り・会津の 3地方に区分されて論じら

れることが多い。この区分は気候・風土のみならず，生活様式のうえにも反映しており，そのよ

うな中では，各地方ごとに土器の変遷をまとめた上で，古代陸奥国南部地方について考える必要

があると思われる。浜通り地方においては，相馬開発による調査成果をもとにした変遷案が示さ

れている（目黒他： 1989)。このような視点にたち，会津地方の土器変遷についてまとめていきた

いと思う。

まず会津地方の須恵器窯跡出土遺物から杯を中心とした須恵器の変遷を考えてみる。（第67図）

8世紀代に比定される窯跡としては，大沼郡新鶴村大久保窯跡B区 1号窯跡（皆川他： 1985) と

会津若松市大戸古窯跡群南原33号窯跡（楢崎他： 1989)がある。大久保須恵器窯跡では 2基調査

されているが，今回は資料数の多いB区1号窯跡 (0-B 1)の資料を用いることとした。

0-Bl では，杯・盤•長頸壺．蓋・高台付杯・甕・播鉢などを焼成している。杯の特徴とし

ては，底部回転ヘラケズリ再調整，底部回転へ／

ラ切り後ナデ調整の2種類をあげることかでき，

回転ヘラ切りなどの存在から報文では 8世紀中

葉から後半に位置付ナられる。南原33号窯跡

(M33)では，杯・蓋・高台付杯・双耳椀・椀・

高杯・盤•長頸瓶・双耳瓶・瓶等が焼成されて

おり，出土資料ははとんどか灰原資料である。

M33の杯は，底部回転ヘラ切り後ナデ調整であ

り，長頸瓶は肩部に丸みを持ち，体部と頸部の
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間にリング状の隆帯を持たず，三段構成の製作技法である。報文では， M33は「東北地方の須恵

器の変遷過程の中では 8世紀後半に位置づけられる可能性が強い」とされている（辻： 1989)。9

世紀の窯跡としては大戸古窯跡群の南原19号窯跡 (M19) と南原25号窯跡 (M25)がある（柳内

: 1984)。 M19の灰原からは，杯・高台付杯・双耳杯・蓋．盤・鉢．壺・甕・長頸瓶・双耳瓶・

横瓶・円面硯・焼台などの出土がみられる。 M25では，杯・蓋・鉢・壺・甕・長頸瓶・円面硯・

焼台などを焼成している。 M19, M25ともに杯底部の切り離し技法が，回転ヘラ切りを主体とし

て回転糸切りも若干含む傾向を示しており，前代の杯と比べて底径が小さい。長頸瓶の体部と頸

部の境にリング状の隆帯をもち， M33よりは若干下部で最大径をもつ胴部となっており，鉢は縁

帯部をもつ口縁となっている。報文では 9世紀中頃から後半に位置づけられているが， M25と同

じ底径／口径比，器高値を示す会津清水上遺跡4号溝出土資料は 9世紀前半から中葉の年代観が与

えられており（高橋他： 1987),M25は9世紀中葉に比定されるものと考える。また杯や鉢の形態

はMl9の方がM25より若干古い様相を示しており， M19は9世紀中葉の中でも先行するものと考

えた。

以上，会津盆地内の窯跡出土土器の変遷について考察を加えてきた。会津盆地内の窯跡の調査

例は少ないのが現況ではあるが， 0B-1 (8世紀中葉）ーM33(8世紀後葉）ーM19(9世紀

前葉）ーM25(9世紀中莱）という変遷を推定することができた。

次に，窯跡出土須恵器の変遷を墓軸に， 8世紀から10世紀にかけての会津地方における消費地

遺跡出土土器の変遷を考えたい。駒板新田横穴群は河東町に位置する遺跡であり， 23号横穴墓か

らは，「最終時期の墓前において供献した土器群を主とする一括遺物」が出土し，報文では 8世紀

後葉に比定される（大越他： 1989)。墓域という特殊な性格の遺跡からの出土ではあるが，資料数

の不足と，一括資料という点から今回取り扱った。土師器・杯はロクロ整形を行うもの（ロクロ

整形）と行なわないもの（非ロクロ整形）が出土している。また須恵器・長頸瓶は，頸部から肩

部にかけて丸味をもって張り出す形態であり，頸部と体部の境にリング状の隆帯はみられない。

今回後述する博毛遺跡の土器群との関係を考え， 8世紀中葉に遡る可能性を指摘したが，横穴墓

の資料でもあり，今後の資料の増加に期待したい。

会津盆地からやや離れるが，耶麻郡猪苗代町登戸遺跡4号住居跡からは，土師器杯・甕が主体

的に出土しており，ロクロ整形のものと非ロクロ整形のものが共伴している（寺島他： 1988)。ロ

クロ整形の甕は口縁部が「く」の字状に外傾したあと，上端がつまみ出されて直立している。 7

号住居跡からは，土師器杯・甕，須恵器杯・盤・蓋・甕・長頸瓶などが出土しており，なかでも

墨書土器のしめる割合が非常に高い。土師器杯はすべてロクロ整形，甕は非ロクロ整形のものと

ロクロ整形のものがみられる。 8号住居跡からは，土師器杯・甕，須恵器杯・甕・長頸瓶が出土

している。須恵器杯では底部の切り離しが回転糸切りのものと回転ヘラ切りのものか同量程度み
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第67図 会津盆地における奈良•平安時代の須恵器の変遷

-100-



第3章まとめ

られる。登戸遺跡では平安時代の遺構，出土土器に関して細かな考察が加えられており，詳細に

• ついては先の報告をご覧戴きたい。報文では 7号・ 8号住居跡は 9世紀第 1四半期， 4号住居跡

は9世紀後葉に比定されている。

若松城三の丸跡は会津若松市に位置しており，平安時代の竪穴住居跡は 4軒調査されている。（柳

内： 1986)その中から比較的資料数の多い 5号住居跡を取り上げた。 5号住居跡からは土師器杯・

甕．禍・須恵器杯などが出土している。今回記載した資料はカマド・床面からの出土であり，長

胴甕は外面にタタキ目をもつ平底の甕である。小甕はロクロ整形であり口縁部がやや「く」の字

状に外反し，端部が軽くつまみだされた形態をしている。報文によると表杉ノ入式期に比定され

ており，須恵器杯の形態から登戸遺跡 7号， 8号住居跡に近い時期のものと考え， 9担：紀第 1四

半期に位置付けた。

下掘際遺跡は会津高田町に位置する遺跡であり，今回は比較的まとまりをもって遺物が出土し

た3号・ 7号住居跡について扱った（石本： 1983)。3号住居跡からは，土師器杯・甕，須恵器杯・

甕．盤が出土している。杯類は須恵器が大半を占めており，底部の切り離しは回転ヘラ切りであ

る。土師器はすべてロクロ整形であり，甕の口縁部は「く」の字状に外反した後，端部を逆「く」

の字状につまみ出している。 7号住居跡からは土師器杯・甕，須恵器杯が出土している。土師器

はすべてロクロ整形であり，甕は外面にタタキ調整痕を残し，口緑部形態は 3号住居跡に近似し

ている。これら 2軒の住居跡の年代について報文では，「上限は 9世紀前半を遡らず，下限は 9世

紀中葉を大きく下らない」とされているが，須恵器杯には登戸 7号・ 8号住居跡より後出の要素

がみられ， 9世紀第 2四半期に比定した。

博毛遺跡は耶麻郡高郷村に位置する遺跡であり，奈良•平安時代の遺構として 10軒の竪穴住居

跡が調査されている（古川： 1985)。今回はその中から比較的まとまりをもって出土した資料を取

り扱った。報文では，土師器杯は表杉ノ入式に比定されているが，今回はさらにその細分を試み

ようと思う。 A区3号住居跡須恵器杯は床面からの出土であり，底部回転ヘラ切りである。土師

器杯はカマド内から重なった状態で出土したものであり，ロクロ整形である。土師器・甕類は壁，

カマド，床面からの出土であり，内外ともにハケメ調整である。これらの遺物群の時期について

は須恵器杯の形態から 0-Bl窯式期に近いものと推定され， 8世紀中葉頃と考え，さらに土師

器杯の比較から駒板23号横穴墓より後出のものと推定した。 A区1号住居跡からは，土師器杯・

甕，須恵器蓋などが出土している。甕の口縁部は「く」の字状に外反する形態である。 C区2号

住居跡からは土師器杯と須恵器長頸瓶が出土している。長頸瓶は体部中央よりやや上に最大径を

もつ形態である。 D区4号住居跡からは，土師器杯・甕．渦，須恵器杯・高台付杯が出土してい

る。長胴甕は体部外面にタタキ調整痕を残している。 A-1号， C-2号， D-4号はともに杯

や甕の諸特徴が下掘際3号， 7号住居跡と共通する点から近い時期のものと考え， 9世紀第 2四
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半期に位置付ける。

古屋敷遺跡は能登遺跡と同じ会津坂下町に位置する遺跡である。報告書は未刊行であるが，現

地説明会資料を参考にして， 1号土坑出土の土器について扱うこととする。 1号土坑から土師質

土器の皿・高台付椀，青磁，須恵器甕・長頸瓶の底部などが出土している。越少I、i窯産の青磁，白

完模倣の椀．皿が出土しており， 10世紀後半に比定される土器群と考える。

ここで会津地方の消費地遺跡出土土器の変遷についてまとめたい。駒板新田23号横穴墓 (8世

紀中葉）一博毛A-3号 (8世紀中葉）一登戸 7号・ 8号，三ノ丸 5号 (9世紀第 1四半期）一

下掘際3号・ 7号，博毛A-l・C-2・D-4号 (9世紀第 2四半期）一登戸 4号 (9世紀後

葉）一古屋敷 1号土坑 (10世紀後半）となる。次に，能登遺跡出土土器をこの変遷の中で位駕付

けたい。

1号住居跡からは須恵器杯・蓋．鉢・長頸瓶・双耳椀・双耳瓶・横瓶，土師器甕が出土してい

る。前述したように，食膳具・貯蔵具は須恵器，煮炊具は土師器という使い分けが明確であり，

出土土器の中で須恵器の占める割合が非常に高い点に特徴がある。また双耳瓶耳部の面取りする

ような作りは，坂井秀弥氏の御教示によると，佐渡地方にみられるものに類似するとのことであ

り， 1号住居跡の土器群に横瓶がみられる点にも，北陸地方からの影響が伺える。 1号住居跡出

土の杯の底径／口径比の平均は0.61であり，器高の平均は約3.7cmである。この数値を会津地方の

須恵器窯跡出土のものと比較すると， 0B-1は底径／口径比0.61, 口径3.8cmであり，非常に近

い数値を示している。すなわち， 1号住居跡出土土器は0-Blとほぼ同時期のものであり， 8 

世紀中葉に比定されるものである。また，土師器甕については隣県である新潟県に類例が求めら

れ，山三賀II遺跡出土土器の編年案を参考に，検討を加えたい（坂井： 1989)。1号住居跡からは

ロクロ整形の小甕と非ロクロ整形と思われる甕が出土している。これらの甕にみられる諸特徴を，

山三賀 II 遺跡に求めると， II期の小甕 (B 系），長甕 C 系• A系2類に共通点かみられる。また山

三賀II遺跡でも横瓶が出土しており，土器のセット内容にも共通点がみられ， 1号住居跡出土の

遺物は山三賀II土器群のII期に比定されるものと思われる。報文によると II期は「 8世紀第 2四

半期から第 3四半期にかけて」とされており，これは須恵器杯の年代幅と矛盾するものではなく，

1号住居跡出土遺物を 8冊紀中葉ー第 2四半期～第 3四半期ーに位置するものと考える。 2号住

居跡からは，須恵器杯・高台付杯・蓋，土師器甕などか出土しており，やはり食膳具のはとんど

は須恵器であり，煮炊具はすべて土師器甕である。 2号住居跡出土の須恵器杯の底径／口径比の平

均は約0.56, 器高の平均は4.1cmである。近似した数値を示す窯跡は， Ml9であり，底径／口径比

が0.52, 器高が4.0cmであり，底径／口径比が大きいほうが相対的に古いという考えからすると，

2号住居跡出土土器のほうかMl9より若干古いと考えた。また土師器甕はロクロ整形のものと非

ロクロ整形のものがみられる。登戸遺跡4号住居跡からも非ロクロの甕は出土しており，福島県

-103-



第1編能登遺跡

て □ ご □戸→`ロニン
こ亨戸

二 ー一讐二
言 □ 二、、三三 三
三りロニ瓶鉢二号住：屈卯横：瓦土把手付鉢

期口：ぃ
；直；言］

云i-《¥i1--IIノー 1 
長甕A系（非ロクロ） 長甕B系（ロクロ丸底） 翌;:（ロクロ平底） 小甕 門員

；汀:ml 
A系 B系

-＿戸~ ;三l
r二1戸邑

@¥」1)ぃぃロフ→「
期1 『°口戸

；［； 

"“
 
期

＂ 期

m
了
①
胃
靱
淡
翌
＝
う
言

t
I月

亨=＝三手＝三守

戸＝温―-.＿了

←ぼ戸9

で言／／（

丁
第69図 能登遺跡 1・2号住居跡・新潟県山三賀 II遺跡出土土器変遷図（坂井1989)

-104-



攣

第3章まとめ

全域で9世紀代まで残ることが知られている。ロクロ整形の小甕は山三賀II遺跡ではIII期に比定

されるものと近似している。 III期は「 8世紀第 4四半期から 9世紀第 1四半期にかけて」とされ

ており，須恵器杯に関する検討と併せると， 2号住居跡出土土器は 9世紀前葉ー第 1四半期ーに

比定されると考える。

他に， 1 ・ 2号土坑からは土師質土器皿， 1号溝からは高台付椀・土師質土器皿が出土してい

る。先の消費地遺跡と比較すると古屋敷遺跡より新しい時期に位置付けられ，紙幅の関係から詳

述は避けるが， 1号溝は10世紀後半から11世紀代， 1号土坑は11世紀代， 2号土坑は11世紀後半

と考えられる。

以上の出土土器の検討から本遺跡の変遷を推定すると，以下のようになる。

1号住居跡 (8世紀中葉）

2号住居跡 (9世紀第 1四半期） ・2号掘立柱建物跡

1号溝跡 (11世紀代） ・1号土坑 (11世紀代）

2号土坑 (11世紀末～12世紀初頭）

2号掘立柱建物跡は 2号住居跡と主軸方向が等しく，同規模であることから同時期のものと考え

る。また 1号掘立柱建物跡は 1号土坑に隣接しており， 1号土坑出土土器に関る遺構であると

も考えられるが，東側斜面に形成された弥生時代の遺物包含層にも近く，旧地形が畑地造成時に

削平されたことを前提とすれば，弥生時代の住居跡の上部が破壊されて，柱穴のみが残ったもの

と理解してよい可能性も残る。

8世紀中葉から 9世紀第 1四半期にかけての本遺跡の性格は， 1号住居跡などの出土遺物，立

地状況を考えると，いわゆる「離れ国分」（中山： 1976)のような小規模集落とは異なるものであ

るが，一般集落の縁辺部とも考えられない。しかし種類豊富な出土遺物を持つことから，特殊な職能

に服する人々の生活した場ではないかと推察される。また11世紀代の能登遺跡は溝と土坑と非常

に小さい掘立柱建物跡をもつ遺跡であった。人間の生活空間を再現するには資料が少なすぎ，遺

跡の性格については不明である。以上のように，遺跡の性格については不明確な点が多いが，今

後の会津盆地における調査・研究成果に期待したい。 （西 山）
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.. 付章能登遺跡出土土器の蛍光X線分析

奈良教育大学 三こ 辻こ 禾l」

会津坂下町にある能登遺跡から出土する須恵器はすべて大戸群産かどうかが注目される。また，

土師器や弥生土器はどんな化学特性をもつ胎土なのかが注目される。

まず，表 1に分析値を示してある。すべて，岩石標準試料JG-1による標準化値で示されて

いる。

生データを Rb-Sr分布図上にプロットしたのが図 lである。すべてが大戸群領域周辺に分布

していることかわかる。そこで，大戸群の重心からのマハラノビスの汎距離を計算してみた。表

1にその結果も示してある。 No.2 • 4 • 8 • 15以外のすべてのサンプルは D2~10の大戸分への帰

属条件を満足しており，これらは大戸群産の須恵器であると判定できる。大戸領域をずれた 4点

のうち， No.4 • 15は大戸群産である可能性は十分ある。しかし， No.2 • 8の2点は外部からの搬
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入品とみられる。勿論，これらは船ヶ森西 I群とも対応しない。目下のところ，産地未定として

おく。

次に，土師器の分析結果を説明する。はじめに， K・Ca・ Rb・ Sr因子を使ってクラスター分析

による分類を試みた。図 4にデンドログラムを示す。 No.1 ~No. 9までが一群を構成するとみてよ

い。そして，図 2のRb-Sr分布図ではこれらを包含するようにして領域をとってある。この領域

は船ヶ森西 I群の須恵器の領域と似てはいるが，ぴたりとは対応しない。むしろ，図 3の弥生土

器の方が船ヶ森西 I群領域によく対応する。窯跡が残っていないので，産地を推定することは難

しいが，大半の弥生土器，土師器は地元産と推定される。しかし，弥生土器のNo.27, A • B • C 

は別産地で作られたもので，外部からの搬入品と推定される。ただし， B・Cは同一産地の製品

であろう。

表 能登遺跡出土土器の胎土分析値

翡 遺物番号 種別・器種 部位 遺跡 出土地点 色調（外） 色調（内） CNo. K Ca Fe Rb S r 大戸群 船I群

1 1住22 須恵器・長頸瓶 胴部 ム月ヒヒヌ豆 1号住居跡 灰白 灰 0 689 0.109 1.10 0 671 0.231 10 73 

2 1住11 須恵器・双耳瓶 胴部 ムllヒE.ヌ旦 1号住居跡 灰 赤灰 0.384 0.299 1 39 0.563 0 489 360 13 

3 1住19 須恵器・鉢 胴部 ム月ヒヒヌ立 1号住居跡 灰黄褐 灰黄褐 0.700 0.134 1.36 0.730 0.277 7.0 64 

4 1 f主2 須恵器・杯 口縁部 ム月ヒE:'.E:ヌ 1号住居跡 灰黄 灰白 0 623 0.173 1 43 0.571 0 363 25 25 

5 2住 6 須恵器・杯 口縁部 ムHとヒヌ旦 2号住居跡 灰黄褐 灰黄 0.606 0 101 1.13 0.596 0.205 5.5 66 

6 2住7 須恵器・高台杯 口緑部 ムllヒヒヌ上 2号住居跡 灰 灰 0.621 0 122 1.21 0.653 0.248 0.7 56 

7 2f主3 須恵器・杯 口縁部 ム月ヒと訟豆 2号住居跡 灰白 灰白 0 537 0 089 1.34 0.532 0 210 2 0 49 

8 2住14 須恵器・甕 胴部 ム月ヒヒヌ豆 2号住居跡 赤黒 赤灰 0.315 0 253 1.18 0.493 0.426 320 ， 
9 2住15 須恵器・甕 胴部 ム月ヒヒヌ丘L 2号住居跡 青灰 青灰 0.564 0.117 1.17 0.600 0.250 2.1 43 

10 2住 須恵器・甕 胴部 ム月とヒヌ豆之 2号住居跡 緑灰 青灰 0.577 0.100 l 25 0.584 0.178 9.0 78 

11 1住16 土師器・甕 口縁部 ム月ヒヒヌ王L 1号住居跡 橙 明黄橙 1 0.451 0 138 1 78 0.425 0.259 

12 1住12 土師器・甕 ロ縁部 ム月とヒ豆ヌ 1号住居跡 鈍橙 鈍橙 2 0.446 0 418 2.47 0.402 0.436 

13 1住14 土師器・甕 胴部 ム月ヒヒ豆ヌ 1号住居跡 浅黄橙 浅黄橙 3 0.461 0.415 2.15 0.371 0 515 

14 1住13 土師器・甕 口縁部 ム月ヒヒ又上 1号住居跡 鈍橙 鈍橙 4 0 284 0.652 2.54 0 291 0 579 

15 1住 3 須恵器・杯 口縁部 叱月とヌ立 1号住居跡 灰白 灰白 0 568 0.162 1.47 0 619 0.355 21 3D 

16 2住10 土師器・甕 胴部 ム月ヒヒヌ上 2号住居跡 黄褐 黄褐 5 0.630 0.506 2.16 0.507 0.605 

17 2住12 土師器・甕 胴部 ム目ヒと双旦 2号住居跡 鈍黄橙 鈍黄橙 6 0.438 0 272 2.83 0.462 0.542 

18 2住 土師器・甕 胴部 ム月ヒヒ豆ヌ 2号住居跡 鈍褐 鈍橙 7 0.451 0.315 2.82 0.369 0 380 

19 土師器・杯 口縁部 大村 d区主体部 鈍橙 黒 8 0.446 0 150 2.23 0.544 0 356 

20 土師器・杯 胴下半 大村 a区主体部 橙 黒 ， 0.422 0.140 2.20 0 570 0 359 
21 包397 弥生土器・不明 不明 ム月ヒヒヌ豆 遺物包含層 鈍黄褐 鈍橙 10 0.265 0.377 2.24 0 271 0.449 

22 包 71 弥生土器甕 胴部 ム月ヒヒヌ王文乙 遺物包含層 黒褐 黒褐 11 0.416 0 333 2.37 0,506 0 449 

23 包110 弥生土器 胴部 ム月とヒ上ヌL 遺物包含層 鈍黄褐 鈍黄褐 12 0.387 0 349 1.78 0.303 0.450 

24 包 79 弥生土器・壺 口縁部 ム月ヒEヌ'.£ 遺物包含層 鈍褐 鈍褐 13 0.336 0 287 1.89 0.394 0 401 

25 包238 弥生土器・蓋 口縁部 ムllヒヒヌ豆 遣物包含層 鈍橙 鈍橙 14 0 275 0 275 2.32 0 374 0.371 

26 包394 弥生土器・不明 不明 ム月ヒヒ豆ヌ 遺物包含層 鈍黄橙 灰黄褐 15 0 234 0.225 2.56 0 315 0.309 

27 弥生上器・不明 不明 ム月ヒヒ旦訟 遺物包含層 鈍褐 褐灰 16 0.316 0 511 2 38 0.510 0.593 

28 包 15 弥生土器・不明 不明 ム月とヒ訟旦 遺物包含層 灰褐 灰褐 17 0.370 0.506 3 08 0.351 0.474 

29 弥生土器・不明 不明 和泉 灰白 灰白 18 0.320 0.507 2 03 0.299 0.572 

30 弥生土器・不明 不明 天玉山 橙 橙 19 0.721 0.284 2 33 0 704 0.554 

31 橙 橙 20 0 359 0 598 2 84 0 240 0.929 

32 黄褐 黄褐 21 0 360 0.689 3 16 0 248 0.919 

33 浅黄 浅黄 22 0.363 0.566 2.26 0.285 0.562 

34 黄褐 黄褐 23 0.345 0 181 2 31 0.443 0 366 
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第 2編南原 B 遺跡

遺跡記号 AB-MH 

所在地 会津坂下町大字牛川字南原

時代・種類 奈良•平安時代ー散布地

調査期間 9月11日～ 9月27日

調査員 大越道正・熊谷金一

協力機関 会津坂下町教育委員会
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囀 第 1章調査経過

位罹と地形

南原B遺跡は，福島県河沼郡会津坂下町大字牛川字南原地内に所在する。 JR会津坂下駅から

南に約 2kmほど離れたところにある。この地点は，会津盆地西縁山地の東側を南北に流れる田沼

川と出鶴沼川に挟まれた平坦地の西側に位置し，標高は198m前後である。本遺跡は，田沼川がつ

くる河岸段丘崖沿いに細長く立地している。本遺跡と段丘下段面の比高差は約 3mを測る。現況

は，薩菜畑・果樹園などが主である。

本遺跡の付近には多くの遺跡が分布している。南には南原A遺跡・中丸遺跡がある。東には能

登遺跡や大豆田の各遺跡，山ノ神遺跡が密集している。また，田沼川をはさんで北西には村西遺

跡・大村新田遺跡・前林遺跡・大村古墳群，南西には鬼渡A遺跡をはじめ水上遺跡・沢口遺跡の

各遺跡が点在している。

基本層序

基本土層や調査区北側の壁を利用して土層断面図を作成した。 LIは暗褐色シルト層の表土・

耕作土である。 LIiは黒褐色シルト層でしまりはなくボソボソした感じの土で，調査区の中央部

から東側へと薄く堆積しているが，南西の農道付近では10cm前後の堆積をみせる。しかし，西側

の段丘崖に近づくにつれて消滅している。 LIiiは暗茶褐色砂質土でパミスが多量に含まれている。

また，段丘崖付近では小礫が混入している。

調査経過

今回調査対象とした面積は500面であ

る。発掘調査は 9月11日から 9月27日

までである。また，調査区付近で路線

内にかかる部分の予備調査も合わせて

実施したが遺構は発見できなかった。

調査経過の概要は次の通りである。

9月11日 調査区とその周辺の下草

刈りを実施し，田沼川の西側対岸より

調査区の遠景写真撮影をする。 第 1図南原 B遺跡位置図 国土地理院 (1/50,000) 
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第 2編南原B遺跡
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第2図 南原 B遺跡周辺路線計画図
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第 2章遺構と遺物

囀＇

,
9
9
,
.

＂ 

9
L
,
＇
で 9月12日 調査区の表土剥ぎのた

め重機の業者と交渉したが，調査区

に通ずる農道の幅が狭いので，重機

が入れないとの結論に達したため，

作業員による表土剥ぎを開始し22日

に終了する。

9月14日 大村古墳・遺跡の調査

終了と道路公団への引き渡し期限が

迫っているため，午後から調査員と

作業貝共々15日まで応援にでかける。

9月22日 遺構検出作業を開始し，

調査区の中央を東西に横切る 1号溝

跡を検出する。

9月26日 調査区の全測図を作成

する。

9月27日 調査区の全景写真を撮

影し，全調査を終了する。

調査方法

゜I l l | | | 
10 m 
l (l/200) 

-199.4m 

Lil LI 

冒
基本層序

LI 暗褐色シルト LIII 暗茶褐色シルト（地山）

L II 黒褐色シルト

゜I | 1 1 | | 
2m 

I (11so) 

第3図南原 B遺跡全体図

ベンチマーク (BM)は調査区の東方約300m離れた標高197.40mの三角点から移動して，調査

区の北側中央に設置した。標高は199.50mである。表土剥ぎは，調査区までの農道の幅が狭く重

機の搬入が困難であったことから，人力によって行った。調査区の全体図は 1/200の縮尺として

測量を行った。遺構は1/20の縮尺で図化した。写真は35mmモノクロームおよびカラーリバーサル

フィルムを使用して，両者同アングル，同コマ数で撮影を行った。また，特に必要と認められた

場合は 6X4.5判のカメラを使用した。また，調査区の南側，道路予定部分に 5本のトレンチを設

定し予備調査を行った。

第 2章遺構と遺物

1号溝跡 S DOl （第 3 • 4図図版3)

本遺構は，調企区のほぼ中央を東西方向へ横切るように東の調査区外まで伸びている。検出面
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第 2編南原B遺跡

A 
-198.3m 上

冒
1号溝跡堆積土

1 暗褐色シルト（パミス含む）

0 30cm 
l::::::::====I (1 /30) 

第4図 1号溝跡断面図

門d. 
グ

,

t

]

 

遺構外 l (L I) 

はLII上面である。溝は，上幅が100cm-180cm, 下幅が80cm~

100cmを測り，各箇所とも上・下幅の変化はあまりみられない。

深さは15cm-30cmを測り，西の段丘崖に向かうにつれて浅くなっ

ている。断面形は，東側から中央部にかけては鍋底型を呈して

いるが，西側底面はやや凹凸がみられるようになる。堆積土は，

黒褐色シルトが混入する暗褐色シルトの 1層である。遺構内か

ら遺物はまったく出土しなかった。以上の

結果，本遺構ができた時期やどのように機

能したかなど，その性格については不明と

いわざるをえない。

2 ・ (LI下部）

3 (L II) 

0 5cm 
t::::::====:l (1 / 3) 

第5図 遺構外出土土器

遺構外出土遺物（第 5図図版 4)

本遺跡の出土遺物ははとんど小破片で磨

滅の著しいものが多く，出土点数も20点と

たいへん少なかった。出土地点は，すべて

遺構外からである。遺構外1は， LIから

出土した縄文土器で，器形は不明である。

遺構外 2は，やはり LIから出土した土師

器片である。器形は甕と思われる。外面は

タタキ痕がみられ，内面にはナデ痕がわずかに確認される。遺構外3は，調査区南西側のLIIか

ら出土した土器片の一部である。器面はたいへん荒れているが，内外面にミガキの痕跡がわずか

ではあるが認められ，積み上げ痕もみられる。この土器については不明の点が多いが，縄文時代

後期頃の無文の粗製土器で，広口壺の口縁の一部であろうと推定される。

ま と め

今回，調査対象としたところは遺跡の南端部である。調査面積も約500m'と狭かったためか，遺

構は溝跡 1条だけであった。また，遺物の数もたいへん少なかった。これらにより，本遺跡の性

格について物語れる遺構や遺物の発見は残念なからできなかった。しかし，昭和63年度に会津坂

下町教育委員会か調査区の北側を対象として試掘調査を行っており，その調査結果を考えてみる

と，本遺跡の中心は，今回調査した地点よりも北側にあるものと推定される。 （熊谷）
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第 3編村西遺跡

遺跡記号 AB-MN 

所在地 会津坂下町大字勝大字村西

時代・種類 奈良•平安時代ー散布地

調査期間 8月23日～ 9月8日

調査員 大越道正・熊谷金一

西山真理子

協力機関 会津坂下町教育委員会
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食 第 1章調査経過

位置と地形

村西遺跡は，福島県河沼郡会津坂下町大字勝大字村西地内に所在する。 JR会津坂下駅から南

西に約2.5kmのところにある。この地点は南北に連なる会津盆地の西縁山地に接する扇状地の扇端

部付近に位置し，標高は208m前後である。本遺跡周辺は，東に向かって緩やかに傾斜している。

遺跡の西側はほとんど薩菜畑で，一部果樹園として利用されている。

本遺跡の周辺には多くの遺跡が分布している。西側の丘陵上突端部には大村古墳群，北西には

大村新田遺跡・前林遺跡がある。南側には水上遺跡・沢口遺跡・鬼渡A遺跡があり，東側では田

沼川の対岸に南原A・B遺跡などがある。

基本層序

基本土層中， LIは暗褐色シルト層で表土・耕作土となる。 LIIは茶褐色シルト層でパミス粒

を若干含んでいる。この層は調査区西側で観察されたが，東側ではみられなくなる。 LIIIaとL

III bはともに黒褐色シルト層だが， LIII bは小礫が多量に入っており，調査区の東側において観

察できる。 LNは，暗茶褐色シルトの比較的薄い層で， LIIと同様に東側ではみられなくなる。

LVは明茶褐色砂質土で人頭大から拳大の角礫を多量に含む砂礫層である。

調査経過

今回調査対象になったところは，遺跡の南側で，調査面積は1,150面である。

調査経過の概要は次の通りである。

8月23日，調査区の遠景写真撮影と

下草刈りを行う。 8月28日，調査区全

体が拳大の礫層に覆われているため，

遺構検出作業は困難を極める。また，

調査区の南側から水が湧き出て排水が

はかどらず作業に支障をきたす。 9月

8日，遺構は 1号土坑以外に検出され

ず，全景写真と全測図を作成し調査を

終了した。 第 1図村西遺跡位置図

ー

L

亀

国1：地理院 (1/50,000) 
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第 3編 村西遺跡
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第2図
／ 

村西遺跡周辺路線計画図

゜

｀`
 

190 m 
(1/3,000) 

調査方法

ベンチマーク (BM)は道路公団設置のBMから移動して 2か所設定した。

端付近に207.88m,

BMlは調査区東

BM2は調査区北西付近の209.70mである。表土剥ぎは時間と予算の関係で

重機を使用して行った。 調査区の全体図は 1/200,遺構は1/10の縮尺で図化した。写真は35mmモ

ノクロームおよびカラーリバーサルフィルムを使用して，両者同アングル，

った。また，特に必要と認められた場合は 6X4.5判のカメラを使用した。

同コマ数で撮影を行
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1号土坑 S K O l（ 第4図 ）

本遺 構は調査区 の北西側 で検出
され f

こ土坑
である。

検出面 は

L

V上面である。 平面 プ ラ ンは長

径174cm， 短 径11 6cmの楕円形を呈
す
る

。
深

さ
は32cmを

測 る
。

壁は直線的に外傾 し て緩やかに立ち

あがっている
。

堆積土 は黒褐 色
シ

ル ト
の1層

で拳 大
の

礫 が 多量に混入 し て いた。 遺物は出土し
な

かった
。
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LIV グ LV”吻吻二三百盲言言言盲三三冒盲言冒言言

L
I 暗褐色シルト（表土 ）

L Illb 黒褐色シルト（小礫を多量 に含む
）

L 
II 茶褐色シ ル ト（パミス若干含

む ） LIV 暗茶褐色砂質シルト（礫を多量に含む層が 南 側にみられる
）

LIIla 黒 褐 色 シルト（パミス粒 微量 含む ） L V  明茶褐 色 砂 質シ ルト （蝶 を多量 に 含む ）

t 1 1 1 --l 」 2m 
::::::1 （l /8 0) 

第 3図 村西 遺 跡 全 体 図
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第3編村西遺跡

A 
ー 208.6m

ー

／

ー

¥
_
T

A' 

A， 構外6は頁岩製の分銅形打製石斧，遺構外7は凝灰質頁岩のスクレイパー

である。

昌
0 20m 
i==::::I (1 /30) 

1号土坑堆積土

1 黒褐色シルト

（小礫を多量に含む）

遺構外出土遺物（第 5図図版4)

調査区からの出土遺物はすべて遺構外からである。出土点数もたいヘ

んに少なく，小破片のものばかりである。遺構外1は，ロクロ成形の土

師器杯である。遺構外2・3・4・5はいずれも須恵器の杯である。遺

ま と め

今回の調査で，確認されたのは時期不明の土坑 1基だけであったが，縄

文・奈良•平安時代の遺物が各層から出土していることから，調査区周

辺の地区については，当時の人々の生活にかかわる何らかの遺構群の広
第4図 1号土坑

がりが存在していると推定される。 （熊谷）

し 」］
遺構外1 (LI下部）

〗三二三］ I 
2 (L II) 

＼＿二土—□I ご 6 (LI) 

3 (L J) 

、二手三y
4 (LIV b) 

い冑ル‘--□---5 (LI) I 

こ
7 (LI) 

゜
5cm 

0 ~ 2c(m 1 / 2) (1 / 3) 

第5図 遺構外出土土器・石器
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第4編 大村古墳群・大村遺跡

遺跡記号 AB-OM 

所在地 会津坂下町大字勝大字大村

時代・種類 縄文時代ー集落跡

古墳時代ー古墳

調査期間 7月17日～ 9月15日

調査員 大越道正・西山真理子

熊谷金一

協力機関 会津坂下町教育委員会
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第 1章 調 査 経 過

第 1節 立地・地形

大村古墳群は， 河沼郡会津坂下町大字勝大字草山・水林に所在する遺跡である。会津盆地の西

縁には博士山・明神ヶ岳から連なる西緑山地が南北に伸びており， 古墳群は西緑山地の東面する

尾根筋上に位置している。遺跡は大小 5基の円墳群であり， 1号墳から南方約13m~l5mのとこ

ろに 3基の円墳が確認されている。今回調査を行った 1号墳は，古墳群のなかでも東端に位置し，

その標高は約244m-246m程である。

遺跡の現況は山林であり，北西にある堤が決壊した際に土取りされたため，一部削られていた。

また調査を進めてい〈うちに，墳丘下に縄文時代前期の遺構が見つかり 「大村遺跡」 とした。東

100mのところに大村新田遺跡，南1.5kmのところには鬼渡横穴群，北 6kmのところに宇内古墳群，

北東6.5kmのところに青津古墳群がある。

第 2節 調査経過

大村 1号墳は，年度当初では調査が予定されていなかったが， 土砂の採取・運搬のための工事

用道路拡幅にかかることが明らかとなり，緊急調査を実施した。調査面積は400面である。大村古

墳群は周知の遺跡であったが， 調査を進めていくうちに古墳墳丘下に縄文前期の遺構があること

が判明し， それらを別の遺跡とすることにし，大村遺跡として発掘調査を行うこととした。調査

期間は 7月17日から 9月15日までであり，能登遺跡・村西遺跡の調査と連動しながら行う。

7月17日

7月19日

7月26日

8月2日

9月8日

現況の墳丘測量を開始。

遠景写真撮影後，作業員

による表土剥ぎ開始。

周溝掘り込み終了。

墳丘部分精査開始。

古墳部分の調査終了。

全景写真撮影後，

跡調査開始。

9月15日

大村遺

土坑群の精査終了後全景

写真撮影を行い，調査終了。 第 1図 大村古墳群位置図 l印地理院 (1/50,000)
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第4編 大村古墳群・大村遺跡

第2図 大村古墳群周辺路線計画図

゜
190 m 
{1/3,000) 

第 3節調査方法

発掘調査にあたっては，遺跡の立地上周溝西側の任意の点と墳丘上の任意の点を結んだ線を基

準として調査を行った。基準高は越沢 3号堤近くにある標高233.602mの工事用ベンチマークを

基準として調査区北西に設定した。調査区の全体図は 1/50縮尺，等高線は20cmごとに測量を行っ

た。遺構は 1/20縮尺で図化した。写真は35mmモノクロームおよびカラーリバーサルフィルムを使

用し，両者同アングル，同コマ数で撮影を行い必要に応じて 6X4.5判のカメラを使用した。
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第 2章遺構と遺物

第 1節大村1号墳

墳形と規模

1号墳は，現況の測量により周溝跡らしき窪みを含めて東西約9.2m,南北約12.3mの円墳と確

認された。北東にある堤が決壊した際に，堤防用の土取りのため墳丘の東側が削られており，東

側部分の墳裾・周溝の様相については分らない。表土を除去後の測量によると，墳丘が東西約 8

m, 南北約11.9m, 周溝幅約 1m~l.5mであり，墳裾のラインを復元していくと墳丘径約12m,

周溝幅の上端が約 2m, 下端が約 1mとなり，径14m弱の円墳であったと思われる。

本古墳は，周溝をめぐらすことによって尾根筋を寸断し，盛土による墳丘の成形をおこなって

いる。周溝底面から墳頂までの高さは西側で約0.8m,東側で約 2mである。この高低差は，やは

り盆地内からの景観を考慮した意識の現れと思われる。

l 

N 5 

ー

EWOO 

゜1, 1 1 | | 
5 " 
l (l /20(）） 

第3図大村1号墳現況図
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第4編大村古墳群・大村遺跡
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第4図大村1号墳 （1) 
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第 2章遺構と遺物

B 
ー 245.5m 上

基本層序

LI a 褐色砂質シルト（現表土）

Llb 黒褐色砂質シルト（旧表土）

L Ila 暗黄褐色研質シルト（盛土）

L lib 黄褐色砂質シルト（盛土）

LIII 暗褐色土（しまりやや軟）

周溝内堆積土

1 暗褐色砂質シルト

2 暗褐色砂質シルト

3 暗褐色砂質シルト（軟）

4 暗褐色砂質シルト

5 暗黄褐色砂質シルト

゜
2. 5m 

(I/JOO) 

第5図大村1号墳 (2)

墳丘（第5図）

墳丘は盛土成形である。墳丘上面は，ほぼ平坦になっており載頭円錐形である。盛土は西側で

約40cm, 東側で約90cm, 南北では50cm~60cmの厚みをもち，西側は緩傾斜，東側は急傾斜の墳丘

である。この盛土内からは，縄文前期の土器片などが出土しており，墳丘下からも同時期の遺物

が出土していることから，周溝掘削時の排土を盛土に利用したものと思われる。

周溝（図版5)

墳丘北側は崖になっており，周溝は現在道になっている付近であろうと思われる。この道が墳

丘を囲むように東方へ下っていることから，東側でも周溝はまわっていたものと思われる。形態

は平底の箱型状であり，旧表土面からの深さは20cm~80cmである。堆積土の,e2は炭化物粒子を

微量に含んでいる。

主体部（第 6図図版6)

墳丘平坦面に，径約 4mの円形の範囲に河原石の広がりが確認された。河原石は人頭大～拳大

程度のものである。現況で確認した浅い窪みは墳丘中心よりやや東よりであり，集石部分でも東

端である。 1枚目を除去すると， 2枚目は東寄りに東西，南北ともに約 3mの半円形の礫の広が

りであった。石の大きさは人頭大のものが多い。第6図は 3枚目， 4枚目の状態である。平面形

は東西 lm強，南北約2.5mの楕円形をしている。 4枚目北側の小礫が散在している部分は旧表土

面であり，下方への掘り込みは確認できなかったことから，おそらく盛土成形した部分に掘り込

みをもつ主体部であると思われる。主体部の構造については，礫が墳頂に散布していたことから

礫郭ではないかと思われるか‘，撹乱が大きく明確な構造はつかむことができなかった。
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第 4編 大村古墳群・大村遺跡
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第6図大村1号墳主体部 ゜
1 m 
＇ (1 /40) 

遺物（第7・ 8図図版10)

〔土師器〕

杯 1墳 3はLIからの出土である。内面ヘラミガキ後黒色処理されており，外面は体部上半

から口縁部にかけてミガキ，体部下半はヘラケズリ後ナデ調整されているか，口縁付近しか残っ

ていないため，底部の調整等については不明である。器形は体部半ばで屈曲し，体部上半はやや

内弯ぎみに立ち上がり，口唇部は軽く引き出されているものである。

甕 1はLII（盛土）内出土である。口径22.8cm, 口縁部のつくりは，縁帯下部をやや外側へ

引きだしたものである。口縁部から体部にかけてはくずれた「コ」字状に変化し，胴部の張りは

あまり強くない。口縁部縁帯は強いナデのため中央部が浅く溝状に窪み，指または竹管等による

圧痕がみられる。外面の調整は口縁部付近が横ナデであり，体部は縦方向のハケメがみられる。

内面は口縁部付近が横ナデ，体部はナデ調整である。また，外面の口縁部縁帯下から体部にかけ

て煤の付着がみられる。

器台 l墳 2は小型器台の脚部であり， LII（盛土）内出土である。外径（上） 4cm, （下）3.9cm,

内径（上）1.8cm, （下）3.6cmである。透かし穴は 3か所に確認された。おそらく 2個 1組の穴が2
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第 2章遺構と遺物

か所につけられていたと思われる。外面は縦方向のヘラミガキ後朱彩しており，内面はヘラナテ‘‘

である。

〔縄文土器〕

1墳4は周溝からの出土である。「く」字形の断面をもつ工具を押し引きした間に貝殻腹縁文を

施している。田戸上層式期に比定される。

1墳 6・ 7 ・ 15は口縁部資料であり，同一個体の胴部破片である。口唇部には竹管によると思

われる爪形の押し文がついており，口縁部付近は竹管による 2本同時平行沈線文が3組，胴部に

はS字状連鎖撚糸文が施されている。胎土は砂の混入か多く，繊維を少量含む。金雲母を含んだ

土である。大木2b式期に比定される。

1墳 5・ 8 ・ 9 ・ 12 ・ 13 ・ 16 ・ 17は単節縄文 (RL)であり，量の多少はあるが繊維を含み，

砂を多く含んだ胎土である。また， 1墳16と1墳17は縄文施文後に半載竹管を利用した縦方向の

連続刺突文が施されており，同一個体ではないかと思われる。

1墳14・ 18 • 19 ・ 22は rの撚糸文である。少量ではあるが繊維の混入が見られる砂を含んだ胎

土である。焼成は堅緻である。

1墳10は結束羽状縄文を施した口縁部破片である。胎土は若干の繊維を含む。

1墳20・ 21はLIIからの出土である。器面の施文方法は竹管による 2本同時施文であり，一定

間隔で止めなから引く有節沈線文である。口縁部付近は 6条の沈線を横方向に引き，胴部では山

形文ふうに沈線を施している。山形の中央部分から縦方向に，竹管の背を利用した刺突文が施さ

れている。沈線文施文後， rの撚糸文が施されている。胎土は砂を含み，焼成は非常に堅緻である。

1墳23はLIIからの出土である。口緑部付近は 2本同時の施文であり，竹管を利用した横方向

の刺突文である。胎土は砂を含み，焼成は良い。 1墳20・ 21とともに浮島 I式に比定される。

〔弥生土器〕

1墳24は体部破片資料であり，地文は単節(RL)である。 1墳25は口縁部付近の破片であり地文

は単節(RL)である。口縁部下に一条

の沈線を引いた後，横方向からの連続

した指圧を施している。 1墳24, 25は

ともに似通った胎土であり，同一個体

の可能性がある。 1墳26は底部破片で

あり，上底状の形態を示す。 1墳27は鋸

歯文と交互刺突が施されている蓋の破

片である。文様の形態などから， 4点と

も弥生時代後期に比定されるであろう。 ｀
 

長。

1墳 1 (Lila) 

2 (Lila) 

3 (LI) 

0 5cm 
i:::::c::===::= (1 / 3) 

第7図 大村1号墳出土土師器
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第 2章 遺構と遺物

ま と め

本古墳は径14m弱の周溝をもつ円墳であるが， 共伴関係の明らかな遺物の出土がなく，時期

については確定できない。撹乱 •LI 内出土の土師器杯を古墳に伴う遺物とみなすと， 7世紀代

に比定されるであろうが推測の域をでないものである。また主体部の構造については，墳頂上に

礫の散布が見られたため，礫部ではないかと推察されるが決め手に欠けている。他に盛土内から

古式土師器一庄内式に比定される甕・器台脚が出土しているが，甕に煤の付着がみられることか

ら古墳に共伴する可能性は低いと考えた。盛土内からは， 縄文時代前期を中心とした遺物が出土

しており古墳築造の際にこの時期の遺構が壊されたものと思われる。

第2節

大村遺跡は，

大村遺跡

調査開始当初は未知の遺跡であったが，古墳の調査が進むにつれてその存在が明

らかになり，墳丘除去後調査を行うことにした。遺構は土坑が5基であり，

体とする遺物包含層が形成されていた。
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第9図 大村遺跡全体図
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第4編 大村古墳群・大村遺跡
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1 暗褐色砂質シルト（パミス・炭化物含む）

2 暗褐色砂質シルト（粘性若干有）

3 暗褐色砂質シルト

4 暗褐色砂質シルト（炭化物少量含む）

5 暗褐色砂質シルト（小礫を含む）
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Lill 
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遺 構（第10図図版9)

1号土坑 l号墳周溝完掘後に検出したものであり，周溝構築の際に上部は壊されたものと思

われ，検出面は LIIIである。上端が120X144cm, 下端が180X155cmである。深さは104cmであり，

平面形が楕円のフラスコ状土坑である。堆積土は,e1がパミスを含んだ暗褐色砂質シルトである。

また R4には炭化物粒子が含まれる。遺物は石斧が出土している。

2号土坑 LIIIが検出面である。上端が112X122cm, 下端は104X106cm, 深さは81cmである。

堆積土£1・2・4には，パミスが含まれている。 ,e,5は，壁の崩落土と思われる。フラスコ状の土

坑である。

3号土坑 LIIIが検出面である。上端が153X120cm, 下端は171X 135cm, 深さは84cmである。

堆積土は， R1にパミスを含み， £4が壁の崩落土である。ややくずれた円形の平面形態を呈する

フラスコ状土坑である。

4号土坑 LIIIが検出面であり，東側の削られた部分でかろうじて検出された。上端は132X130 

cm, 下端が160X 143cm, 深さは86cmである。堆積土は R1・2・3にパミスを含む。フラスコ状

土坑と思われる。

5号土坑 LNが検出面である。上端は114X109cm, 下端は151X 146cm, 深さは104cmである。

堆積土は R1 • 2 • 4にパミスを含む。フラスコ状土坑である。

5基とも LNを掘り抜き，土坑底面を LV

としている。

遺 物（第11図図版12)

1号土坑からは図示した石器の他小破片の

土器が出土している。 1坑 1は体長9.1cm,幅

5. 3cm, 厚さ2.1cmの打製石斧である。石質は

硬質頁岩である。 2号土坑からは土器片が少

量出土しており繊維を含むものも見られるが，

小破片のため図示できなかった。また 3坑 l

は3号土坑出土の口緑部破片である。単節

(R L)縄文であり， 口縁端部から縦方向に隆

帯を貼り，その上に丸みのあるエ具を使い，

刻みを施している。胎土は繊維を少量含む。

————— 

二三1坑 1 （堆積土）

0 3cm 

~ (1/2) 

第11図 1 ・ 3号土坑出土石器・蝿文土器
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まとめ

3号土坑から出土した遺物は縄文時代前期，大木 2b式に比定される土器である。後述する遺

物包含層出土遺物や，全ての土坑がフラスコ状であること，検出面が 5号土坑以外では LIiiであ

ることから， 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4号土坑の時期については縄文時代前期と思われる。また検出面がL

Nである 5号土坑についても出土遺物からしてほぼ同時期のものと考えられる。

遺構外出土遺物（第12・ 13図図版11・ 12) 

調査区内で出土した遺物中，周溝外の区域と墳丘の下層（旧表土下層）から出土した遺物は，

大村遺跡遺構外出土遺物として扱うこととした。以下の通りである。

遺構外 1・ 2 ・ 6 ・ 22は早期の土器である。遺構外 1は2本同時施文の沈線の間に横方向の連

続剌突文を施している。縦方向の文様帯の区切りは沈線の施文に使用したと思われる竹管の背面

を利用したと考えられる。遺構外2は2本同時施文の浅い沈線である。口縁端部と横方向の 2本

の沈線の間を埋めるように，断面「く」形の細い沈線が縦方向に施されている。横方向の沈線の

下は，山形文と「山」の中央から縦方向に垂下する沈線の組み合わせが展開していたと思われる。

遺構外6は断面「く」形の 2本同時沈線である。口縁部付近は「V」字形とその中央から上方に

延びる沈線文であり，その下は横方向の平行沈線である。遺構外22は，断面「く」形のエ具を押

し引きし，間に斜め方向の圧痕が見られる。遺構外 2・ 6は田戸下層式，遺構外 1・ 22は田戸上

層式に比定される。

遺構外 3~ 5 ・ 7 ・ 9 ~ 11 ・ 14 ・ 18は，それぞれLIb, LIiiの出土である。口唇部に爪形の

押し文が施され，口縁部付近は 2本同時施文の沈線が4本めぐる。胴部は S字状連鎖撚糸文であ

る。胎土は繊維を少量含み，砂・金雲母の混入がみられる。大木 2b式に比定される。

遺構外8・ 13はLIb, 遺構外17はLIIの出土である。口縁部は 2本の沈線間を横からの竹管

施文で区切り，口唇部と沈線間も同様に区切られている。胴部の地文は単節 (RL)であり，縄

文施文後面が軽くナデられている。大木 2b式に比定される。

遺構外12・ 15 ・ 16 ・ 19 ・ 20は，胎土に繊維を含み，地文は単節 (RL)縄文である。

遺構外21は結束羽状縄文が施されている。胎土は緻密，焼成も良好である。

遺構外23はループ文が施文されており，焼成は堅緻，胎土に砂・繊維を少量含む。

遺構外24・ 25は撚糸（ r)文が施されている。遺構外24は砂を含む胎土であり，焼成は軟質で

ある。遺構外25は若干砂を含み，焼成は堅緻である。

遺構外26・ 29は口縁端部に断面に丸みのあるエ具による山形文がつけられている。口縁部には

2本同時施文による平行沈線が3組，一定間隔をもって止めるように押し引きされている。口縁

部の平行沈線から下，胴部には，やはり 2本同時施文による「V」が変形したような幾何学的な
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三 33(L]］ ）こ
0 2cm 
l::::::::c::::J (1 / 2) 

第13図 遺構外出土縄文土器・石器

文様が施され，横方向の連続刺突文もみられ，全体に撚糸文が施されている。内面の調整も丁寧

であり，胎土は非常に良く，焼成は堅緻である。浮島 I式に比定される。

遺構外27・ 28は横方向から 2本同時に平行して連続刺突文を施している。内外面とも丁寧にナ

デられており，外面はナデの後に施文されたものと思われる。胎土は若干砂を含み，焼成は良好

である。浮島 I式に比定される。

遺構外30~32は底部資料である。遺構外30は砂を多く含み，焼成は甘い。遺構外31・ 32は砂を

含み，焼成は堅緻である。遺構外32の底部裏面には指圧痕がみられる。

遺構外33• 34は石匙，遺構外35は石槍である。遺構外33は体長 5cm,最大幅2.8cm,厚さ0.6cm,

灰褐色の硬質頁岩である。遺構外34は体長5.3cm,最大幅2.2cm,厚さ0.8cm,灰褐色の硬質頁岩で

ある。遺構外35は体長4.5cm, 幅1.6cm, 厚さ0.8cm, 乳白色の珪質細粒凝灰岩である。

以上，遺構外出土遺物について詳述してきたが，遺物が大村遺跡で確認された土坑の検出面で

ある LIIIからも出土していることから，土坑が利用されていた時期の遺物と考えられ，大村遺跡

は縄文前期を主体とした遺跡であると思われる。
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第 3章まとめ

第 1節 大村1号墳について

大村 1号墳は，尾根筋上東端に造られた径約12m強，周溝をもつ円墳である。墳丘頂部におい

て拳大から人頭大程の礫の散布が確認されたことから，主体部は礫郭ではないかと推定されたか‘,

調査を進めていく中でも明確な構造はつかめず，また遺物も殆ど出土しない状況であった。墳丘

上のみでなく，周溝内からも古墳に伴うと考えられる資料の出土は見られなかった。以上のよう

な状況から，遺物の出土が殆どなく，主体部が明確につかめなかった理由として，①古墳築造後

に，盗掘などによる撹乱をうけたため，②実際に死者が葬られることがなかった，③古墳ではな

く経塚である，などの可能性が考えられる。①については，実際に撹乱がみられることから可能

性があると思われるが，③については経塚に関する遺物の出土が皆無であることや，墳丘・周溝

などの構造を考えると，その可能性は非常に低いと思われる。②については楠元氏による論稿が

あるので， まずはそれを紹介したい。（楠元 1988) 

楠元氏は，奈良県棒原町能峠遺跡群の北山 1号墳や当麻町氏家7号墳，大和郡山市東狐塚古墳

における体験などから，「墳丘を築成しても，さらには墓坑を穿ってもなお，棺を納めない（人を

葬らない）古墳が存在する」と推察されている。また，ひとを葬らない理由として，早くその存

在に着目した大場氏の考えについて触れている。大場氏は，①封土状をなす高まりは一種の祭壇

様設備である，②ひとを葬らない記念的な墓である， という見解を出されている。②の見解から

楠元氏は，「遺骸が当初予定されていた古墳とは別の墓に葬られたため，ひとを葬らない古墳となっ

た」という可能性があると指摘されている。そして，「考古学上からはこれは立証し難いので」と

ことわりながらも，「被葬者の死亡以前に墓が築かれていた，すなわち「芽墓の制」という概念を

とりいれれば，満更不可能ではないであろう」とされている。

ここで，大村1号墳が「寿墓」かは不明だが，先にも述べた様に，①遺物の出土が殆ど見られ

ない，②主体部を構築しようという意図は窺えるが，その構造が不明確である， という 2点から

ひとを葬る目的ではあったが，実際にその行為が行われたとは考え難いと思う。以上，諸問題はあ

ろうが，大村 1号墳の性格を積極的に評価するという視点から考えられる可能性について述べた。

最後になるが， 1号墳墳丘盛土・周溝内より縄文土器・弥生土器・石器等が出土している。盛

土は，周溝構築時の排土によるものと思われ，縄文土器・石器は大村遺跡に関連するものと考え

る。また弥生後期に比定される土器もみられることから，この時期の遺構が近辺に存在する可能

性もあると考える。
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第 2節 大村遺跡について

大村遺跡では， 5基の土坑が確認されており， うち 1基は古墳周溝構築の際に上部が壊されて

いる。さらに 1基は土取り工事により東半分がはとんど壊され，他3基は墳丘上から検出されて

いる。立地としては 5基とも比較的緩やかな傾斜をもつ尾根上に造られている。

土器は縄文時代早期・前期の 2 時期にわたって出土しており，縄文時代早期の田戸下層式•田

戸上層式，縄文時代前期の大木2b式，浮島 I式である。早期の土器は非常に少なく，図示した

程度であり，前期の土器が主体である。

今回の調査では住居跡等は確認されなかったか，遺物の出土から考えると尾根上方部には住居

跡などが存在するものと思われ，本遺跡は縄文時代前期の集落端部であると考えられる。

大村 1号墳・大村遺跡出土土器についてまとめると次のようになる。

縄文時代早期………田戸下層式， 田戸上層式

縄文時代前期………大木 2b式，浮島 I式，その他型式名不明

弥生時代後期………天王山式，踏瀬大山式

古墳時代前期………庄内式

古墳時代後期………栗囲式

大村 1号墳は，古墳群中最東端に位置するものであった。今後同古墳群の他の古墳との繋がり

を考えていくとともに，近接する鬼渡横穴群 (7世紀後半）などの遺跡との関連を検討していく

必要があると思われる。また大村遺跡では，西方 150mほどのところに縄文時代草創期の土器を

出土した大村新田遺跡か存在している。本地域における歴史を考えていくうえでも，これら遺跡

間の連続性や時期ごとの立地の変化などについて，検討を加える必要があるものと思われる。今

後の調査・研究に期待したい。 （西山）
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